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ど
う
ば
や
ま

６
道
場
山
遺
跡所

在
地
裾
野
市
茶
畑
字
道
場
山

位置図

遺跡範囲図
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位
置
と
立
地
道
場
山
遺
跡
は
、
裾
野
市
の
東
南
部
、
箱
根
西
麓
よ
り
の
海
抜

一
四
七
・
九
ｍ
の
道
場
山
と
い
う
独
立
丘
に
位
置
し
、
丘
陵
上
全
体
が
遺
跡
で
あ

る
。
地
元
で
は
浅
間
神
社
の
あ
る
南
側
一
帯
を
浅
間
山
遺
跡
、
北
側
一
帯
を
上
ノ

山
遺
跡
と
し
て
き
た
が
、
字
名
に
し
た
が
っ
て
道
場
山
遺
跡
と
し
た
。
本
遺
跡
丘

陵
の
東
側
裾
部
を
泉
川
が
流
れ
、
南
方
は
、
箱
根
山
よ
り
泉
川
を
合
流
し
た
境
川

が
流
れ
て
、
沖
積
地
が
開
け
て
い
る
。
西
側
一
帯
は
、
富
士
山
溶
岩
流
の
台
状
地

形
と
な
っ
て
い
る
。
本
遺
跡
東
方
六
○
○
ｍ
の
箱
根
山
麓
末
端
の
丘
陵
上
に
は
、

縄
文
時
代
中
期
の
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡
が
あ
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
昭
和
四
年
（
元
一
元
）
、
柴
田
常
恵
に
よ
っ
て
「
泉
村

茶
畑
遺
跡
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
、
ま
た
静
岡
県
史
第
一
巻
（
昭
和
五
年
）
に
は
、

駿
東
郡
泉
村
遺
跡
と
し
て
「
同
村
大
字
茶
畑
浅
間
神
社
及
屯
屋
敷
か
ら
士
器
・
石

匙
凹
石
及
打
製
石
斧
を
発
見
し
て
ゐ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
四
○
年

（
元
奎
）
、
静
岡
県
教
育
委
員
会
が
編
集
し
た
遺
跡
台
帳
に
は
「
浅
間
遺
跡
」
と
あ

り
、
縄
文
時
代
中
期
遺
跡
と
し
て
い
る
。
土
地
の
人
の
話
に
よ
る
と
、
昭
和
二
六

年
（
元
二
）
頃
、
完
形
土
器
が
出
土
し
、
石
棺
ら
し
い
も
の
が
発
見
さ
れ
た
と
い

う
。
昭
和
四
一
年
（
充
実
）
、
裾
野
市
郷
土
資
料
展
に
は
裾
野
郷
土
研
究
会
が
、
本

遺
跡
出
土
の
中
期
の
土
器
と
石
棒
を
展
示
し
て
い
る
。
昭
和
四
五
年
頃
、
浅
間
神

社
北
側
の
宅
地
造
成
工
事
の
際
に
、
現
場
か
ら
大
量
の
縄
文
土
器
片
が
出
土
し
た
。

昭
和
五
○
年
（
一
若
二
、
遺
跡
内
に
富
岳
台
保
育
園
の
建
設
が
始
ま
り
、
工
事
に
先

立
っ
て
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
よ
り
緊
急
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査

は
、
日
本
考
古
学
協
会
員
笹
津
海
祥
と
裾
野
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
芹
沢
充
寛

及
び
東
海
大
学
考
古
学
研
究
室
学
生
井
上
輝
夫
が
担
当
し
、
こ
れ
に
日
本
大
学
三

島
高
等
学
校
、
県
立
沼
津
工
業
高
等
学
校
、
県
立
修
善
寺
工
業
高
等
学
校
の
郷
土

研
究
部
員
、
裾
野
郷
土
研
究
会
員
、
地
元
の
人
々
が
参
加
し
た
。

遺
跡
は
、
永
年
に
お
よ
ぶ
耕
作
地
の
た
め
、
広
範
囲
に
わ
た
り
遺
物
包
含
層
か

ら
下
部
の
ロ
ー
ム
層
ま
で
が
攪
乱
さ
れ
、
ま
た
近
年
の
宅
地
造
成
の
た
め
、
東
斜

面
の
遺
跡
主
要
部
分
は
消
滅
し
て
い
た
。

調
査
は
、
地
形
図
・
発
掘
平
面
図
に
示
し
た
よ
う
に
、
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
Ⅶ
、
Ｂ
ｌ
ｌ

ｌ
Ⅵ
ま
で
調
査
区
を
設
定
し
発
掘
調
査
を
行
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ａ

区
か
ら
は
、
地
表
下
約
七
○
ｍ
の
黒
褐
色
土
居
上
面
か
ら
縄
文
中
期
土
器
の
底
部
、

石
斧
を
発
見
し
、
豊
富
な
遺
物
包
含
層
を
確
認
、
ま
た
Ｖ
字
溝
を
検
出
し
た
。
そ

こ
で
Ａ
ｌ
ｌ
区
を
中
心
に
発
掘
区
Ｘ
、
Ｃ
、
Ｄ
を
東
に
拡
張
し
、
さ
ら
に
Ｂ
ｌ
ｌ

ｌ
ｂ
、
ｄ
、
Ｂ
ｌ
Ⅱ
ｌ
ａ
、
Ｃ
、
ｄ
区
を
発
掘
し
、
溝
状
遺
構
、
集
石
、
炉
阯
、

埋
没
土
器
を
検
出
し
た
。
Ａ
ｌ
Ⅲ
ｌ
ａ
か
ら
Ⅶ
区
に
か
け
て
は
、
西
南
方
向
か
ら

北
東
方
向
に
延
び
る
溝
状
遺
構
を
検
出
し
、
Ａ
ｌ
Ⅲ
区
か
ら
Ａ
ｌ
Ｖ
区
ま
で
は
撹

乱
さ
れ
て
い
た
。

層
序
と
遺
構
層
序
は
、
士
層
模
型
図
に
示
し
た
通
り
で
、
黒
褐
色
土
居
上
層

よ
り
下
層
ま
で
の
約
四
○
’
五
○
ｍ
の
間
が
、
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
包
含
層
で
、

遺
物
は
黒
褐
色
土
居
中
で
も
、
四
層
に
わ
た
り
出
土
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

遺
構
は
、
溝
状
遺
構
二
カ
所
と
集
石
遺
構
、
石
囲
い
炉
祉
、
埋
没
土
器
が
検
出
さ

れ
て
い
る
。
集
石
遺
構
は
Ｃ
区
か
ら
検
出
さ
れ
、
径
一
○
ｍ
位
の
河
原
石
三
○
個

で
、
四
七
ｍ
×
三
○
ｍ
の
範
囲
に
、
楕
円
状
に
集
石
さ
れ
て
い
た
。
Ｖ
字
状
構
の

北
壁
に
形
成
さ
れ
、
礫
に
焼
痕
が
認
め
ら
れ
た
。
集
石
は
、
二
四
個
の
群
と
六
個

の
群
の
二
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
な
っ
て
い
た
。
溝
状
遺
構
の
う
ち
Ｖ
字
溝
は
、
Ａ
ｌ
ｌ

ｌ
ａ
か
ら
Ｃ
、
ｄ
区
に
か
け
て
検
出
さ
れ
、
最
大
幅
二
○
二
皿
深
さ
二
六
ｍ

あ
り
、
下
部
よ
り
ゆ
る
や
か
に
Ｖ
字
状
に
立
ち
あ
が
る
。
長
さ
五
○
五
ｍ
で
、
南
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道場山遺跡地形図
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東
斜
面
に
落
ち
込
み
、
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
ｂ
区
で
形
状
を
失
う
。
下
部
で
縄
文
時
代
中
期

土
器
、
覆
土
上
面
で
古
銭
一
枚
が
出
土
し
て
い
る
。
石
囲
い
炉
祉
は
Ａ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｃ

区
の
Ｖ
字
状
溝
の
南
側
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
四
五
ｍ
×
五
○
叩
の
長
方
形
で
、
板

状
立
石
の
下
部
に
、
厚
さ
一
○
’
一
五
ｍ
の
焼
土
が
あ
り
、
縁
石
の
南
一
○
ｍ
の

位
置
に
半
月
形
の
石
刀
と
思
わ
れ
る
石
器
一
点
と
、
黒
曜
石
製
の
サ
イ
ド
ス
ク
レ

ー
パ
ー
（
片
側
に
刃
の
つ
い
た
も
の
）
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
埋
没
土
器
は
石

囲
い
炉
祉
の
西
約
四
○
ｍ
の
位
置
に
、
直
立
の
形
で
出
土
し
、
胴
部
下
半
約
一
○

ｍ
は
破
損
し
て
お
り
、
底
部
中
央
部
も
打
ち
貫
か
れ
て
い
た
。
溝
状
遺
構
Ａ
ｌ
Ⅵ

ｌ
ａ
か
ら
Ａ
ｌ
Ⅶ
Ｉ
Ｃ
区
に
か
け
て
検
出
さ
れ
た
。
最
大
幅
一
八
○
四
深
さ
七

九
皿
長
さ
九
○
五
ｍ
あ
り
、
断
面
は
、
Ｕ
字
状
で
、
東
側
斜
面
に
曲
線
を
え
が

き
延
長
さ
れ
る
。
遺
物
は
、
覆
土
上
面
か
ら
須
恵
器
片
、
古
銭
二
枚
、
下
部
か
ら

弥
生
土
器
、
縄
文
士
器
が
検
出
さ
れ
た
。
士
坑
は
、
Ａ
Ⅵ
Ｃ
区
の
Ｕ
字
状
溝

底
面
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
円
形
で
底
径
五
二
皿
上
面
径
六
○
ｍ
あ
り
ロ
ー
ム
層

に
掘
り
込
ま
れ
て
い
た
。

遺
物
調
査
区
域
の
南
側
斜
面
の
地
点
か
ら
遺
物
が
集
中
的
に
出
土
し
、
打
製

石
斧
、
乳
棒
状
石
斧
、
石
包
丁
に
似
た
石
斧
な
ど
一
○
五
点
、
石
錘
八
点
、
石
匙

九
点
、
石
鍍
二
点
の
ほ
か
、
縄
文
土
器
は
大
量
に
出
土
し
て
お
り
、
ま
た
弥
生

土
器
と
須
恵
器
も
少
量
出
土
し
た
。
昭
和
五
一
年
（
充
実
）
以
後
、
出
土
遺
物
の

大
部
分
は
未
整
理
の
ま
ま
富
士
山
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
一
部
の

主
な
も
の
を
整
理
し
て
図
版
に
し
た
。

第
一
群
土
器
縄
文
時
代
早
期
後
半
に
属
す
る
土
器
群
で
、
二
類
に
分
け
ら
れ

る
。
第
一
類
は
、
胎
土
に
若
干
の
繊
維
を
含
み
、
器
形
は
深
鉢
形
、
口
縁
は
太
め

の
粘
土
紐
を
は
り
付
け
、
口
縁
帯
を
つ
く
る
。
無
文
で
へ
ラ
状
器
具
に
よ
る
斜
方
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向
の
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
（
第
１
図
１
）
。
第
二
類
は
、
絡
条
体
圧
痕
文
の
み
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
（
第
１
図
２
．
３
）
。
と
も
に
数
量
は
少
な
い
。

第
二
群
土
器
縄
文
時
代
中
期
前
半
に
属
す
る
土
器
で
、
胎
土
に
多
量
の
雲
母

と
白
色
石
粒
を
含
む
。
数
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
類
は
、
半
試
竹
管

に
よ
る
集
合
沈
線
を
施
す
も
の
で
、
本
類
だ
け
色
調
は
明
灰
褐
色
を
呈
す
る
（
第

１
図
４
）
。
第
二
類
は
、
連
続
の
花
弁
状
文
を
施
す
も
の
（
第
１
図
５
１
唖
）
、
第

三
類
は
、
流
れ
三
角
刻
印
文
の
あ
る
も
の
（
第
２
図
２
１
５
．
８
）
、
第
四
類
は
、

隆
線
と
沈
線
文
を
組
合
わ
せ
た
も
の
で
、
地
文
に
縄
文
を
施
す
も
の
も
あ
る
（
第

２
図
６
・
加
、
第
４
図
２
）
。
第
五
類
は
、
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
口
縁
帯
に
隆
線

を
置
き
粘
土
紐
を
貼
付
す
る
（
第
４
図
１
）
。
第
二
類
か
ら
第
五
類
ま
で
は
、
色
調

が
暗
黒
褐
色
で
雲
母
の
み
顕
著
に
目
立
つ
。
第
六
類
は
、
胎
土
に
角
の
と
れ
た
小

石
を
含
み
、
暗
灰
色
か
ら
灰
褐
色
を
し
た
薄
手
の
土
器
で
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。

隆
帯
が
あ
り
、
半
裁
竹
管
で
爪
形
に
押
引
か
れ
た
文
様
の
も
の
（
第
４
図
７
）
、
縄

文
の
施
さ
れ
た
も
の
（
第
４
図
Ⅱ
）
、
細
鋭
利
な
沈
線
文
の
も
の
（
第
４
図
、
）
、

な
ど
が
あ
る
。

第
三
群
土
器
は
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
に
属
す
る
土
器
で
、
胎
土
、
文
様
に
よ

っ
て
、
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。
第
一
類
は
、
隆
起
線
区
画
文
内
を
角
押
引
文

で
文
様
を
構
成
す
る
。
胎
土
に
雲
母
を
多
量
に
含
む
も
の
と
、
白
色
白
粒
を
含
む

も
の
と
が
あ
り
、
色
調
は
暗
い
（
第
３
図
１
１
４
．
恥
、
第
４
図
哩
ｌ
蛆
、
第
５

図
８
）
。
第
２
類
は
『
隆
起
線
区
画
文
内
を
連
続
三
角
押
引
文
と
爪
形
文
で
文
様

を
構
成
す
る
。
胎
土
に
白
色
石
粒
を
含
む
（
第
５
図
１
１
７
．
９
１
皿
・
皿
）
。

第
三
類
は
、
隆
起
線
区
画
文
内
を
爪
形
文
で
文
様
を
構
成
し
、
地
文
に
縄
文
を
施

す
も
の
が
あ
る
（
第
６
図
９
１
略
・
恥
’
四
、
第
７
図
２
．
５
１
７
．
ｍ
．
、
。

皿
・
巧
）
。
第
四
類
は
、
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
太
め
の
半
裁
竹
管
で
区
画
文
を
構

成
し
、
内
側
に
刻
目
を
入
れ
る
（
第
７
図
昭
）
。
第
五
類
は
、
地
を
よ
く
整
形
し
、

断
面
三
角
形
の
隆
起
線
で
大
き
く
区
画
文
帯
を
構
成
す
る
（
第
７
図
弼
、
第
８
図

１
）
。
第
六
類
は
、
隆
起
線
文
の
土
器
で
、
渦
状
、
重
円
文
を
主
体
に
文
様
を
構
成

す
る
（
第
８
図
２
）
。

第
四
群
土
器
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
に
属
す
る
も
の
を
本
群
と
し
た
が
、
数

量
は
少
な
い
（
第
９
図
皿
）
。

石
器
石
器
類
は
、
安
山
岩
、
玄
武
岩
製
の
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧
（
第
川
図

１
１
９
）
、
石
錘
（
第
叩
図
叩
）
、
黒
曜
石
製
の
サ
イ
ド
ス
ク
レ
ー
パ
ー
（
第
皿
図

皿
）
、
黒
曜
石
製
ポ
イ
ン
ト
状
石
器
（
第
帥
図
哩
）
が
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
出
土
の
土
器
か
ら
み
る
と
、
縄
文
時
代
中
期
前
葉
か
ら
中
葉
の

土
器
が
主
体
を
占
め
る
遺
跡
で
あ
る
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現
状
道
場
山
丘
陵
の
平
坦
部
の
大
部
分
は
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現
在
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住
宅
地
と
な
り
遺
跡
は

消
滅
し
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
茶
畑
道
場
山
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
裾
野
市

教
育
委
員
会
一
九
七
六
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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4－2

図版3道場山遺跡出土土器
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5-8

表採の土器

7-13

図版4道場山遺跡出土土器
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第二章縄文時代

57

7-12､…"

79
6-13

鯵
斑ハ

5-6

1R

lO

図版5道場山遺跡出土土器
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10-4

10-1

10-2

10-8

10－5

10-7

10-12

10-10

10-9 10－11

図版6道場山遺跡出土石器
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第二章縄文時代

て
ん
じ
ん
や
ま
と
ん
や
し
き

７
天
神
山
・
屯
屋
敷
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
屯
屋
敷
二
○
六
四
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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天神山・屯屋敷遺跡遠望(南西から）

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
南
西
に
延
び
た
尾
根

の
末
端
、
海
抜
一
七
五
ｍ
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
西
側
と
南
側
の
丘
陵
脚
部
を

泉
川
と
入
田
川
が
流
れ
、
流
路
に
沿
っ
て
狭
い
沖
積
地
を
形
成
し
て
い
る
。
本
遺

跡
の
丘
陵
上
に
は
、
箱
根
外
輪
山
に
向
か
っ
て
日
向
、
丸
山
Ｉ
、
丸
山
Ⅱ
遺
跡
が

連
続
し
て
存
在
す
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
昭
和
四
年
（
元
元
）
、
柴

田
常
恵
は
「
泉
村
茶
畑
遺
跡
」
（
道
場
山
遺
跡
参
照
）
と
し
て
紹
介
し
、
ま
た
静
岡

県
史
第
一
巻
（
昭
和
五
年
）
に
は
、
「
泉
村
遺
跡
」
と
し
て
、
同
村
大
字
茶
畑
浅
間

神
社
（
道
場
山
遺
跡
）
及
び
屯
屋
敷
か
ら
土
器
、
石
匙
、
凹
石
及
び
打
製
石
斧
を

発
見
し
て
い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
○
年
代
に
入
っ
て
、
駿
豆
考
古
学

会
、
県
立
沼
津
東
高
等
学
校
郷
士
研
究
部
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
の
踏
査
が
行
わ
れ

て
い
る
。
昭
和
四
八
年
（
｜
老
二
、
日
邦
工
業
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
宅
地
造
成
工

事
が
開
始
さ
れ
、
遺
跡
の
一
部
が
破
壊
さ
れ
る
ゞ
）
と
に
な
っ
た
た
め
、
裾
野
市
教

育
委
員
会
で
は
、
笹
津
海
祥
、
芹
沢
充
寛
に
緊
急
の
発
掘
調
査
を
依
頼
し
、
↓
）
れ

に
裾
野
郷
土
研
究
会
、
県
立
裾
野
高
等
学
校
郷
士
研
究
部
、
裾
野
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
第
一
団
、
裾
野
市
立
深
良
小
学
校
児
童
（
指
導
教
員
を
含
む
）
が
協
力
参
加
し

て
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
の
段
階
で
、
す
で
に
表
土
の
大
部
分
は
削

り
取
ら
れ
て
お
り
、
残
っ
た
部
分
を
確
認
す
る
た
め
、
丘
陵
を
横
断
す
る
幅
二
ｍ
、

長
さ
三
○
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
（
試
掘
溝
）
を
設
置
し
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
結
果
、

ト
レ
ン
チ
の
東
端
に
近
い
一
○
ｍ
の
範
囲
に
、
遺
物
の
包
含
層
を
検
出
し
、
ま
た

南
側
部
分
の
状
態
を
確
認
す
る
た
め
、
幅
一
・
五
ｍ
、
長
さ
五
ｍ
の
ト
レ
ン
チ
三

本
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
区
の
南
端
で
柱
穴
、
Ｅ
区
で
焼
土
、
Ａ
区
の
拡
張
区
で

焼
土
と
、
そ
の
北
側
部
分
で
東
西
に
細
長
い
溝
を
検
出
し
た
。
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第二章縄文時代

層
序
と
遺
構
Ｃ
区
で
柱
穴
四
個
を
検
出
し
た
が
、
住
居
趾
は
確
認
さ
れ
て
い

な
い
。
Ａ
区
、
Ｂ
区
で
、
そ
れ
ぞ
れ
焼
土
を
検
出
し
た
が
、
細
い
段
状
に
粘
土
の

焼
結
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
溝
は
、
幅
七
五
皿
長
さ
九
ｍ
、
深
さ
一
・
二
五
ｍ
、

北
端
に
階
段
が
造
り
出
さ
れ
て
い
た
。

遺
物
土
器
、
石
器
が
出
土
し
、
土
器
は
縄
文
、
沈
線
文
、
隆
起
線
文
、
無
文

の
土
器
片
と
、
橋
状
把
手
の
土
器
片
、
土
製
円
板
が
あ
り
、
石
器
に
は
、
打
製
石

（
注
）

斧
三
点
、
乳
棒
状
石
斧
一
点
、
小
形
磨
製
石
斧
一
点
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
一
点
、
磨

石
九
点
が
出
土
し
た
。
図
版
は
、
昭
和
九
年
（
元
一
茜
）
頃
か
ら
昭
和
四
○
年
代
ま

で
に
、
採
集
さ
れ
た
資
料
を
も
と
に
し
て
作
製
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
１
図
１
１
７
は
、
把
手
付
土
器
の
把
手
部
分
の
破
片
で
あ
る
。
彫
刻
的
な
沈

線
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。

第
２
図
１
は
、
胎
土
に
少
量
の
繊
維
を
含
み
、
焼
き
が
悪
い
・
縦
に
撚
糸
文
が

施
さ
れ
る
。
２
は
、
連
続
し
た
三
角
の
押
引
文
、
３
は
、
沈
線
文
、
４
１
８
は
、

隆
起
線
文
の
土
器
で
、
隆
起
帯
に
連
続
し
た
刻
目
を
入
れ
た
り
、
渦
状
文
、
連
鎖

文
で
文
様
を
構
成
す
る
。
９
１
通
は
、
隆
起
線
、
粘
土
紐
の
貼
付
、
切
り
込
ん
だ

沈
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
邪
１
羽
は
、
縄
文
の
施
文
を
主
体
に
し
た
も
の
、
別

１
％
は
、
引
掻
状
の
沈
線
で
文
様
を
構
成
し
た
も
の
、
妬
は
、
土
器
片
の
へ
り
を

す

磨
っ
て
円
板
に
し
た
、
土
製
円
板
で
あ
る
。
”
は
、
縄
文
の
地
文
に
爪
形
文
が
施

し
て
あ
る
。
１
は
、
縄
文
時
代
早
期
、
そ
の
ほ
か
は
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
で
あ

る
。
咽
に
は
「
駿
東
郡
小
泉
村
茶
畑
天
神
山
出
土
昭
和
九
、
九
、
一
三
」
の
裏

書
が
あ
る
が
、
小
泉
村
は
、
泉
村
の
誤
り
で
採
集
者
の
誤
認
で
あ
ろ
う
。

第
３
図
１
１
別
は
、
低
い
隆
線
に
沈
線
を
引
掻
文
を
施
し
て
文
様
を
構
成
し
た

土
器
群
で
あ
る
。
〉
｝
の
う
ち
皿
ｌ
皿
は
、
猫
の
爪
で
引
掻
い
た
よ
う
な
櫛
歯
状
文
、

恥
Ｉ
別
は
、
ハ
の
字
状
文
で
あ
る
。
以
上
第
３
図
の
土
器
群
は
、
縄
文
時
代
中
期

後
半
の
も
の
で
あ
る
。

第
４
図
は
、
第
１
図
の
土
器
と
同
じ
把
手
付
土
器
破
片
、
２
は
、
地
文
に
沈
線

を
施
し
粘
土
紐
を
貼
付
し
て
文
様
を
構
成
し
た
も
の
、
３
１
８
は
、
沈
線
文
を
主

と
し
た
土
器
、
ｍ
ｌ
ｕ
は
、
底
部
で
あ
る
。
９
は
、
沈
線
と
引
掻
文
で
文
様
を
構

成
し
た
土
器
で
、
口
縁
の
径
二
二
・
八
四
高
さ
二
二
・
五
四
底
径
九
・
七
ｍ

の
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
本
土
器
は
、
県
立
沼
津
東
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
が
採

集
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
４
図
の
土
器
は
、
い
ず
れ
も
縄
文
時
代
中
期
後
半
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
。

第
５
図
は
、
口
縁
部
に
幅
広
の
沈
線
と
低
い
隆
起
帯
で
、
以
下
、
胴
部
は
低
い

隆
起
帯
と
ハ
の
字
の
引
掻
文
で
文
様
を
構
成
し
た
土
器
で
、
口
径
三
○
四
高
さ

三
○
・
三
四
底
径
七
・
七
ｍ
の
深
鉢
形
土
器
で
あ
る
。
第
４
図
の
９
と
同
じ
も

の
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
も
の
で
あ
る
。
第
５
図
下
段
の
土

器
は
、
浅
鉢
形
の
土
器
で
、
同
じ
時
期
の
も
の
で
あ
る
。

第
６
図
は
、
器
台
で
径
二
一
・
三
皿
器
高
五
・
九
四
沈
線
文
が
二
カ
所
対

に
刻
ま
れ
て
い
る
。
裾
野
市
桃
園
尾
畑
遺
跡
出
土
の
顔
面
把
手
付
土
器
と
共
に
、

類
例
の
少
な
い
土
器
で
あ
る
。
縄
文
時
代
中
期
に
属
す
る
。
第
７
図
１
１
８
は
、

え
ぐ

打
製
石
斧
で
竜
３
．
５
１
８
は
、
左
右
か
ら
扶
り
を
入
れ
た
分
銅
形
を
し
て
い
る
。

石
質
は
１
１
６
．
８
は
安
山
岩
、
７
は
玄
武
岩
で
あ
る
。
９
．
ｍ
は
、
石
匙
と
い

わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
種
の
刃
器
で
あ
る
。
「
皮
は
ぎ
」
と
も
い
う
。
石
質

は
、
９
が
玄
武
岩
、
皿
は
硬
質
の
頁
岩
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
、
日
向
、
丸
山
Ｉ
．
Ⅱ
遺
跡
と
同
じ
丘
陵
上
に
連
続

し
、
そ
の
西
端
に
位
置
し
て
い
る
。
極
め
て
少
量
の
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
片
が

7q
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I

、

0 5 10m

屯屋敷遺跡発掘平面図

検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
も
の
で
量
的
に
も
多
い
・

裾
野
市
内
に
払
い
て
中
期
を
代
表
す
る
遺
跡
の
一
つ
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
従
来
、

天
神
山
遺
跡
と
も
い
わ
れ
て
き
た
が
、
遺
跡
の
主
体
は
屯
屋
敷
で
あ
る
た
め
、
標

題
の
遣
跡
と
し
た
。

現
状
一
部
分
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
山
林
、
畑
地
で
あ
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

文
献
笹
津
海
祥
、
芹
沢
充
寛
「
裾
野
市
屯
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」

裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
四

〆一、

洋
一〆

ス
ク
レ
ー
バ
ー

削
器
の
こ

と
。
物
を
削
る
た
め
の
石
器
で
あ
る
。
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1
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I
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言
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ハ

叩

叩

Ⅷ

７

第1図屯屋敷遺跡出土土器実測図
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第6図屯屋敷遺跡出土器台実測図
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第二章縄文時代
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第7図屯屋敷遺跡出土石器実測図
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図版1屯屋敷遺跡出土土器
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第二章縄文時代
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図版2屯屋敷遺跡出土土器

83



36

4－4
3－9

4-8

4－7

4-9

1

1－‘）
』 －

1-3

司

1－63-14 1-5

1－ワ
ェ 皇］

庁

一イ I －1

図版3屯屋敷遺跡出土土器
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第二章縄文時代
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図版4屯屋敷遺跡出土石器
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第二章縄文時代
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日向遺跡遠望

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
南
西
に
延
び
た
尾
根

の
末
端
、
海
抜
一
七
七
・
九
五
ｍ
の
丘
陵
上
に
あ
り
、
南
西
に
続
い
て
屯
屋
敷
遺
跡

が
あ
る
。
東
西
に
細
長
く
、
南
北
は
急
斜
面
と
な
っ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
昭
和
二
五
年
（
元
君
）
頃
、
道
場
山
、
屯
屋
敷
遺

跡
と
共
に
、
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
の
郷
土
研
究
部
員
鈴
木
恒
治
が
注
目
し
た

遺
跡
で
、
そ
の
後
、
昭
和
三
○
年
（
元
臺
）
に
沼
津
女
子
高
等
学
校
の
小
野
真
一

が
踏
査
し
、
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
。
昭
和
四

八
年
（
一
毛
三
、
本
遺
跡
は
、
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
と
共
に
、
裾
野
市
立
東
中
学

校
の
建
設
工
事
に
よ
っ
て
破
壊
消
滅
す
る
》
）
と
に
な
っ
た
た
め
、
裾
野
市
教
育
委

員
会
が
主
体
と
な
り
、
日
本
考
古
学
協
会
員
笹
津
海
祥
に
発
掘
調
査
を
依
頼
、
こ

れ
に
県
文
化
財
調
査
員
芹
沢
充
寛
、
慶
応
大
学
学
生
、
東
中
学
校
教
員
、
同
Ｐ
Ｔ

Ａ
、
東
海
大
学
学
生
、
須
山
学
生
会
、
裾
野
郷
士
研
究
会
、
地
元
出
身
の
学
生
、

裾
野
カ
プ
ス
カ
ウ
ト
第
三
団
、
建
築
研
究
会
ろ
ぱ
た
会
等
が
参
加
協
力
し
た
。
遺

跡
の
東
半
分
に
、
東
西
五
○
ｍ
、
南
北
六
○
ｍ
の
調
査
区
を
設
置
し
、
ゞ
）
の
う
ち

一
○
ｍ
区
画
一
九
カ
所
、
五
ｍ
区
画
六
四
カ
所
、
二
ｍ
区
画
三
七
カ
所
が
発
掘
調

査
さ
れ
た
。

層
序
と
遺
構
貯
蔵
用
い
も
穴
等
で
撹
乱
さ
れ
て
い
た
が
、
未
撹
乱
部
分
で
六

層
の
土
居
が
検
出
さ
れ
た
。
第
一
層
は
耕
作
土
、
第
二
層
は
そ
の
下
部
層
、
第
三

層
は
黒
褐
色
土
層
で
、
１
．
２
．
３
層
に
分
離
さ
れ
、
》
｝
の
三
層
と
も
遺
物
包
含

層
で
、
本
層
の
下
部
は
、
ロ
ー
ム
層
と
な
っ
て
い
る
。
攪
乱
が
著
し
く
遺
構
は
検

出
で
き
な
か
っ
た
。

遺
物
土
器
片
は
、
文
様
に
よ
っ
て
九
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

第
一
類
土
器
無
文
土
器
（
第
１
図
叩
・
Ⅳ
・
胡
）
、
色
調
は
茶
褐
色
、
焼
成
は
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良
好
、
繊
維
を
含
む
も
の
と
含
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
量
的
に
最
も
多
く
、
胴
部

破
片
も
多
い
が
、
復
原
で
き
な
い
。

第
二
類
土
器
条
痕
文
土
器
で
第
一
類
に
次
い
で
、
量
的
に
多
い
。
口
縁
は
平

縁
、
波
状
口
縁
の
二
種
が
あ
り
、
小
さ
な
耳
た
ぶ
状
の
把
手
（
第
２
図
１
．
２
．

３
．
５
．
６
）
、
ボ
タ
ン
状
の
突
起
（
第
１
図
４
）
の
つ
い
た
も
の
も
見
ら
れ
る
。

貝
殻
腹
縁
に
よ
っ
て
、
縦
、
横
、
斜
め
、
格
子
状
等
ほ
ぼ
直
線
の
条
痕
が
施
さ
れ

て
い
る
が
、
土
器
の
表
面
、
裏
面
、
表
裏
面
に
施
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
色
調
は

茶
褐
色
、
焼
成
は
良
好
、
繊
維
を
含
む
も
の
と
含
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
更
に
文

様
構
成
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
、
次
の
四
種
に
分
類
出
来
る
。
イ
、
条
痕
の
み
の

も
の
（
第
１
図
巧
・
雌
・
蛆
・
型
・
妬
・
羽
・
鋤
・
証
・
弱
、
第
２
図
妬
Ｉ
別
）
、

口
縁
は
平
縁
で
刻
み
目
が
施
さ
れ
る
。
ロ
、
隆
起
線
（
第
１
図
・
岨
ｌ
皿
、
鋤

！
“
）
、
口
縁
は
波
状
口
縁
、
又
は
平
縁
で
、
隆
起
線
に
よ
っ
て
口
縁
部
に
文
様
帯

を
構
成
し
て
い
る
。
口
縁
、
隆
起
線
は
刻
み
目
が
施
さ
れ
る
。
ハ
、
貝
殻
腹
縁
に

よ
る
鋸
歯
文
を
施
し
た
も
の
（
第
１
図
４
、
第
２
図
弱
・
鮪
・
師
）
、
施
文
の
位
置

は
口
縁
の
近
く
か
ら
胴
部
に
及
ん
で
い
る
。
口
縁
に
突
起
帯
を
施
し
た
も
の
が
あ

（
注
）

る
（
第
１
図
４
）
。
な
お
鋸
歯
文
で
は
な
い
が
貝
殻
腹
縁
文
を
横
に
平
行
に
施
し

た
例
が
一
例
あ
る
（
第
２
図
舩
）
。
二
、
列
点
文
を
施
し
た
も
の
（
第
１
図
”
、

第
２
図
別
・
弱
）
、
口
縁
下
に
横
に
一
列
に
列
点
文
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ホ
、

細
い
沈
線
で
菱
形
の
格
子
目
を
描
い
た
も
の
（
第
蛇
図
帥
）
、
第
二
類
土
器
の
器
形

は
第
３
図
の
復
原
図
に
示
し
た
よ
う
に
な
る
が
、
底
部
は
第
３
図
の
如
く
丸
底
に

近
い
尖
底
に
な
る
。

第
三
類
土
器
隆
起
線
文
土
器
（
一
七
片
）
（
第
１
図
調
・
伽
）
、
第
二
類
土
器

の
口
縁
と
同
様
な
土
器
で
あ
る
が
条
痕
文
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

第
四
類
土
器
貝
殻
腹
縁
文
（
一
六
片
）
（
第
２
図
“
）
、
第
二
類
土
器
の
ハ
と

同
様
な
土
器
で
あ
る
が
条
痕
文
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

第
五
類
士
器
列
点
文
土
器
（
一
片
）
（
第
１
図
調
）
、
第
二
類
土
器
の
一
一
と
同

様
な
士
器
で
あ
る
が
条
痕
文
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

第
六
類
土
器
沈
線
文
土
器
（
一
八
片
）
（
第
２
図
砲
・
弱
）
、
第
二
類
土
器
の

ホ
と
同
様
な
土
器
で
あ
る
が
条
痕
文
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
。

第
七
類
士
器
絡
状
体
圧
痕
文
を
施
さ
れ
た
小
破
片
が
一
片
だ
け
出
土
し
た
。

第
八
類
土
器
薄
手
土
器
（
第
２
図
乃
ｌ
虹
）
、
厚
さ
二
’
三
ｍ
の
非
常
に
薄
手

の
土
器
で
、
色
調
は
黒
色
、
焼
成
は
良
好
で
繊
維
を
含
ま
な
い
。
無
文
が
多
い
が
、

門
・
虹
の
よ
う
に
沈
線
文
の
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

さ
ん
ま
ん

第
九
類
土
器
縄
文
中
期
土
器
（
第
２
図
、
）
の
小
破
片
が
、
全
体
に
散
漫
に

出
土
し
た
。

石
器
は
、
石
錐
（
第
３
図
）
が
一
三
点
出
士
し
、
内
三
点
は
チ
ャ
ー
ト
製
で
、

他
は
黒
曜
石
製
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
剥
片
石
器
二
点
、
打
製
石
斧
三
点
、
磨
石
一

五
点
が
出
土
し
、
う
ち
二
点
は
凹
み
が
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
大
部
分
の
土
器
片
は
、
縄
文
時
代
早
期
後
半
に
属
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
を
代
表
す
る
遺
跡
の
一
つ
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
発
掘
調
査
後
は
、
裾
野
市
立
東
中
学
校
敷
地
と
な
り
、
遺
跡
の
大
半
は

消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
五
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第二章縄文時代

日向遺跡発掘調査図

（
注
）
本
遺
跡
出
土
の
土
器
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
赤
貝
の
よ
う
な
凹
凸
の
あ
る

貝
殻
の
腹
縁
を
利
用
し
て
施
文
具
と
し
、
土
器
面
に
条
痕
を
つ
け
た
文
様
を
貝
殻

腹
縁
文
ま
た
は
貝
殻
条
痕
文
と
い
い
、
こ
の
文
様
の
土
器
を
貝
殻
腹
縁
文
、
貝
殻

条
痕
文
土
器
と
い
っ
て
い
る
。
文
様
は
縦
、
横
、
斜
め
の
条
痕
文
、
こ
れ
を
組
合

わ
せ
た
交
差
文
、
格
子
目
文
、
貝
殻
の
縁
部
を
押
付
け
て
連
続
し
た
山
形
文
、
鋸

歯
文
（
第
１
図
４
）
に
し
た
も
の
等
が
あ
る
。
形
態
は
、
し
も
ぶ
く
れ
の
底
の
尖

っ
た
土
器
で
あ
る
。
￥
｝
の
種
の
土
器
は
埼
玉
県
南
部
か
ら
東
京
都
、
神
奈
川
県
、

静
岡
県
東
部
の
地
域
に
分
布
し
、
縄
文
時
代
早
期
後
半
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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丘
陵
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抜
一
九
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ｍ
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頂
部
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位
置
し
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東
西
約
一
○
○
ｍ
、
南
北
六
○
ｍ
の
盛
り
上
っ

た
地
形
を
な
し
、
隣
接
す
る
遺
跡
の
な
か
で
は
、
規
模
が
最
も
大
き
く
、
北
側
は

急
斜
面
で
、
南
西
側
に
斜
面
が
ゆ
る
や
か
に
広
が
る
が
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遺
物
は
頂
部
よ
り
北
側

と
東
側
の
斜
面
に
散
布
し
て
い
た
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日
向
遺
跡
参
照
）

発
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と
調
査
本
遺
跡
も
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日
向
・
丸
山
遺
跡
と
共
に
、
昭
和
二
九
年
（
一
芸
空

頃
、
鈴
木
恒
治
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
、
つ
い
で
昭
和
三
○
年
（
元
至
）
か
ら
三
四
年

（
元
尭
）
に
か
け
て
小
野
真
一
が
表
面
採
集
を
お
こ
な
い
、
縄
文
時
代
早
期
土
器
片

を
発
見
し
て
い
る
。
昭
和
四
○
年
代
の
前
半
か
ら
、
県
立
沼
津
東
高
等
学
校
郷
土

研
究
部
は
、
本
遺
跡
を
は
じ
め
、
周
辺
遺
跡
の
踏
査
を
し
、
昭
和
四
五
年
（
元
名
）
、

同
部
会
報
に
「
屯
屋
敷
周
辺
遺
跡
調
査
報
告
」
と
し
て
発
表
し
、
昭
和
四
七
年

（
一
毛
一
一
）
、
持
田
信
幸
は
本
遺
跡
か
ら
旧
石
器
を
採
集
し
た
と
い
う
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四
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年
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一
毛
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ゞ
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設
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こ
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う
ち
一
○
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二
三
カ
所
、
五
ｍ
区
画
九
二

カ
所
、
二
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区
画
二
五
カ
所
が
発
掘
調
査
さ
れ
た
。
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構
予
備
調
査
の
段
階
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遺
物
包
含
層
の
黒
色
土
居
が
厚
く
、
土

器
片
が
豊
富
に
出
土
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
土
層
の
層
序
は
地
点
に
よ
っ
て
こ

と
な
る
が
『
模
式
的
に
い
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
と
す
る
。
Ｉ
層
表
土
厚
さ

二
○
叩
Ⅱ
層
黒
色
士
層
厚
さ
二
○
叩
Ⅲ
層
黒
褐
色
土
居
厚
さ
三
○

叫
Ⅳ
層
褐
色
土
居
厚
さ
二
○
叩
Ｖ
層
黄
褐
色
土
層
（
ロ
ー
ム
層
）
。

以
下
、
本
遺
跡
か
ら
は
、
集
石
遺
構
、
焼
土
、
住
居
趾
が
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所
ず
つ

Q7
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検
出
さ
れ
た
。
集
石
遺
構
は
、
Ｄ
７
区
の
黒
色
土
居
中
か
ら
発
見
さ
れ
た
が
、
土

器
を
伴
っ
て
い
な
い
た
め
、
い
ず
れ
の
時
期
に
属
す
る
か
明
ら
か
で
な
い
。
焼
土

は
、
Ｂ
皿
区
の
黒
褐
色
土
居
中
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
付
近
か
ら
土
器
片
が
出
土
し

て
い
る
が
、
直
接
、
焼
土
と
結
び
つ
く
も
の
が
な
く
、
時
期
の
確
定
が
で
き
な
い

と
す
る
。
住
居
趾
は
、
Ｆ
７
区
か
ら
検
出
さ
れ
、
南
北
に
長
い
不
整
形
楕
円
形
で
、

三
カ
所
に
柱
穴
状
の
ピ
ッ
ト
（
小
穴
）
が
あ
り
、
長
径
四
八
○
皿
短
径
が
三
三

○
ｍ
あ
っ
て
、
ロ
ー
ム
層
に
掘
り
込
ま
れ
、
床
面
か
ら
三
片
の
楕
円
押
型
文
土
器

が
出
土
し
て
い
る
。

遺
物
土
器
各
時
期
の
土
器
が
少
量
ず
つ
出
土
し
た
が
、
ま
と
ま
っ
た
資
料

は
、
押
型
文
土
器
で
あ
る
。
第
一
類
土
器
の
押
型
文
土
器
は
、
胎
土
に
少
量
の
滑

石
粒
を
含
み
焼
成
は
良
好
で
、
色
調
は
黒
褐
色
又
は
黄
褐
色
で
あ
る
。
文
様
に
よ

っ
て
次
の
三
種
に
細
分
で
き
る
。
イ
、
楕
円
押
型
文
土
器
（
第
１
図
１
１
羽
）

楕
円
の
大
き
さ
に
は
大
小
が
あ
る
が
、
六
’
九
ｍ
で
、
あ
ま
り
小
さ
い
も
の
や
、

極
端
に
大
き
い
も
の
は
な
い
。
ロ
、
山
形
押
型
文
土
器
（
第
２
図
１
１
肥
）
山

形
の
幅
は
一
○
’
一
五
ｍ
で
、
極
端
な
大
小
は
な
い
。
山
形
が
変
形
し
て
、
綾
杉

状
波
状
に
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
〈
、
山
形
・
楕
円
混
合
押
型
文
土
器

（
第
１
図
訓
Ｉ
調
）
口
縁
に
楕
円
、
そ
の
下
部
に
山
形
押
型
文
を
施
し
た
も
の
で

あ
る
。
以
上
、
三
種
の
押
型
文
土
器
は
、
す
べ
て
施
文
原
体
を
横
位
に
回
転
し
た

も
の
で
あ
る
。
器
形
の
復
原
は
第
４
図
の
よ
う
に
な
る
。
第
二
類
土
器
条
痕
文

土
器
（
第
２
図
珀
、
加
）
少
量
の
繊
維
を
含
み
、
色
調
は
赤
褐
色
、
焼
成
は
良

好
で
あ
る
。
第
三
類
土
器
半
裁
竹
管
文
士
器
（
第
２
図
別
Ｉ
調
）
色
調
は
黄

褐
色
で
焼
成
は
良
好
、
器
面
に
半
裁
竹
管
に
よ
る
平
行
線
を
施
し
、
そ
の
上
に
細

い
粘
土
紐
を
は
り
連
続
結
節
文
を
施
す
。
又
所
々
に
小
さ
な
円
板
を
一
’
二
カ
所

は
り
付
け
て
い
る
。
第
四
類
土
器
爪
形
文
土
器
（
第
２
図
師
ｌ
蛤
）
地
文
に

縄
文
を
施
し
、
細
い
粘
土
紐
を
貼
り
付
け
、
そ
の
上
に
連
続
爪
形
文
を
施
す
。
焼

成
色
調
な
ど
は
第
三
類
と
同
じ
。
第
五
類
土
器
隆
起
帯
文
土
器
（
第
３
図

５
．
９
．
Ⅳ
）
厚
手
の
焼
成
良
好
な
土
器
で
、
色
調
は
黒
褐
色
又
は
赤
褐
色
で
、

太
い
隆
起
帯
と
細
い
隆
起
帯
が
あ
る
。
第
六
類
土
器
沈
線
文
土
器
第
五
類
よ

り
や
や
薄
手
で
、
色
調
・
焼
成
は
類
似
し
て
い
る
。
太
い
沈
線
で
、
直
線
、
曲
線
、

列
点
な
ど
を
施
し
て
い
る
。
第
七
類
土
器
縄
文
土
器
（
第
２
図
“
、
第
３
図

略
ｌ
加
）
縄
文
の
み
が
施
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
が
、
破
片
な
の
で
ど
れ
か
の
類

の
部
分
か
も
し
れ
な
い
。
第
八
類
土
器
条
痕
文
土
器
（
第
３
図
略
）
薄
手
の

焼
成
良
好
な
土
器
で
、
色
調
は
赤
褐
色
、
第
二
類
土
器
の
条
痕
と
異
な
る
。

石
器
石
鑛
（
第
５
図
）
黒
曜
石
製
の
石
鎌
四
点
が
出
土
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

形
が
違
う
が
、
ど
の
石
鍍
が
、
ど
の
時
期
に
属
す
る
か
確
認
で
き
な
い
。
打
製
石

斧
（
第
５
図
）
安
山
岩
製
の
打
製
石
斧
七
点
が
出
土
し
た
。
ゞ
）
の
う
ち
一
点
は

刃
が
横
に
付
い
て
い
て
、
石
斧
と
い
う
よ
り
は
打
製
の
石
包
丁
と
し
た
方
が
適
当

か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
磨
製
石
斧
の
残
欠
一
点
が
出
土
し
た
。
刃
部
は
使
用
に
よ

る
欠
損
が
目
立
つ
。
そ
の
他
に
石
鍼
・
磨
石
・
石
皿
・
石
棒
が
出
土
し
た
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
を
代
表
す
る
土
器
は
『
押
型
文
士
器
群
で
、
そ
の
ほ
か

に
条
痕
文
土
器
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
が
出
土
す
る
重
複
し
た
遺
跡
で
あ
る
が
、

縄
文
時
代
早
期
前
半
の
遺
跡
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

現
状
裾
野
市
立
東
中
学
校
敷
地
と
な
り
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
五
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第二章縄文時代

●

図版2丸山II遺跡出土山形押型文土器
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一

第二章縄文時代

■
図版4丸山II遺跡出土土器

（
用
語
解
説
）

諸
磯
式
土
器
縄
文
時
代
前
期
後
半
の
土
器
型
式
。
神
奈
川
県
三
浦
市
三
崎
町

諸
磯
貝
塚
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
諸
磯
ａ
式
、
ｂ
式
、
Ｃ
式
に
細
分
さ
れ
る
。
器

形
は
朝
顔
形
、
キ
ャ
リ
パ
ー
形
、
壺
形
、
浅
鉢
形
や
有
孔
鍔
付
土
器
の
祖
型
と
考

え
ら
れ
る
特
殊
浅
鉢
な
ど
が
あ
り
、
文
様
は
竹
管
に
沈
線
文
、
爪
形
文
、
円
形
刺

突
文
、
粘
土
紐
に
よ
る
浮
線
文
な
ど
が
施
文
さ
れ
て
い
る
。
胎
士
に
は
繊
維
は
含

ま
れ
な
い
。

十
三
菩
提
式
土
器
縄
文
時
代
前
期
終
末
の
土
器
型
式
。
神
奈
川
県
川
崎
市
野

川
十
三
菩
提
遺
跡
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
文
様
は
、
細
か
い
粘
土
紐
を
格
子
や
渦

巻
状
に
貼
り
付
け
た
り
、
半
裁
竹
管
の
平
行
沈
線
が
多
く
、
地
文
に
は
縄
文
が
施

さ
れ
て
い
る
。
三
角
形
の
印
刻
文
も
特
徴
の
１
つ
で
あ
る
。
分
布
は
南
関
東
か
ら

伊
豆
諸
島
方
面
。
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じ
よ
、
つ
が
お

城
ヶ
尾
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裾
野
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深
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字
城
ヶ
尾
三
八
○
五
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

m『－－－－…鑿 －………
､警鳥燕‘器f鴬

一

や

邑

串

篝

誇
鍵

毒
壁
“
笥

蕊
《

齢
働
ゞ

》
必読
《
鋳
騨
。

一

驚》
一
《
卓
蹄
蛾
鵡
蛎

轟
ぃ
唖
宙

側

…
城ケ尾遺跡遠望

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
箱
根
西
側
外
輪
山
で
あ
る
湖
尻
峠
、
三
国
山
、
山

伏
峠
の
傾
斜
の
緩
や
か
な
山
麓
末
端
の
、
標
高
二
六
九
・
六
ｍ
の
箱
根
西
麓
丘
陵

上
に
存
在
す
る
。
三
国
山
周
辺
を
水
源
地
と
す
る
泉
川
が
、
遺
跡
の
丘
陵
北
側
か

ら
西
側
の
裾
部
に
か
け
て
南
流
し
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
昭
和
五
二
年
（
元
老
）
、
裾
野
市
立
深
良
中
学
校
の
建

設
予
定
敷
地
内
の
予
備
調
査
を
実
施
し
た
と
〉
）
ろ
、
城
吐
遺
構
の
存
在
と
縄
文
時

代
早
期
の
遺
構
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
地
区
を
城
ヶ
尾
遺
跡
と
し
、

同
遺
構
、
遺
物
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
七
月
か
ら
翌
五
三
年
（
元
天
）
三
月
ま
で

断
続
的
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。

調
査
は
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
遺
跡
発
掘
調
査
事
業
と
し
て
、
国
と
静
岡
県
の

補
助
金
を
得
て
行
い
、
日
本
考
古
学
協
会
員
笹
津
海
祥
を
調
査
主
任
に
依
頼
し
、

ゞ
）
れ
に
裾
野
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
芹
沢
充
寛
、
城
吐
遺
構
の
調
査
指
導
に
根

津
美
術
館
美
術
部
長
奥
田
直
栄
、
補
助
員
に
井
上
輝
夫
が
加
わ
り
、
裾
野
市
立
深

良
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
同
校
生
徒
、
県
立
裾
野
高
等
学
校
、
裾
野
市
青
少
年
団
体
連

合
会
、
裾
野
市
深
良
一
和
会
の
人
々
が
参
加
し
た
。
発
掘
調
査
区
を
南
調
査
区
と

北
調
査
区
と
に
分
け
た
。
北
調
査
区
は
、
台
地
の
中
央
の
南
北
方
向
に
二
ｍ
×
五

○
ｍ
の
調
査
区
を
東
側
と
西
側
に
設
定
し
、
さ
ら
に
其
の
中
央
部
に
一
三
ｍ
×
二

○
ｍ
の
調
査
区
、
さ
ら
に
そ
れ
に
接
し
て
東
西
方
向
の
調
査
区
二
ｍ
×
一
○
ｍ
の

四
本
を
設
定
し
、
ほ
ぼ
全
面
発
掘
を
行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
縄
文
時
代
早
期
中
葉

か
ら
後
半
を
主
体
と
す
る
遺
物
・
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
早
期
の
遺
物
の
包

含
層
（
第
五
層
黒
褐
色
土
）
か
ら
上
部
に
部
分
的
で
は
あ
る
が
、
縄
文
時
代
中
期

の
遺
物
が
包
含
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
時
期
に
伴
う
遺
構
は
検
出
し
得
な
か
っ
た
。

南
調
査
区
は
台
地
の
南
端
が
一
段
高
く
な
っ
た
部
分
で
あ
り
、
一
応
城
吐
遺
構
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発掘調査図

と
想
定
し
、
台
地
全
体
に
三
ｍ
幅
の
調
査
区
を
「
井
」
字
形
に
設
定
し
、
さ
ら
に

建
物
遺
構
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る
比
較
的
平
坦
部
に
一
○
ｍ
×
一
○
ｍ
の
調
査
区

を
設
定
し
調
査
を
進
め
た
。
「
井
」
字
形
調
査
区
の
斜
面
部
か
ら
は
、
若
干
の
土
師

器
片
、
須
恵
器
片
が
出
土
し
、
陶
器
片
が
少
量
台
地
中
央
平
坦
部
よ
り
出
土
し
て

い
る
。
ま
た
遺
構
は
土
坑
七
カ
所
、
石
囲
い
炉
一
カ
所
が
検
出
さ
れ
た
。
ま
た
調

査
区
の
北
側
に
検
出
さ
れ
て
い
た
土
塁
お
よ
び
空
堀
が
や
は
り
東
西
方
向
に
延
び

て
い
る
一
）
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
翌
年
二
月
一
二
日
よ
り
ふ
た
た
び
調
査
を
開

始
し
、
城
祉
遺
構
に
つ
い
て
の
調
査
は
、
予
備
調
査
の
際
に
設
定
し
た
Ｂ
ト
レ
ン

チ
、
Ｃ
ト
レ
ン
チ
、
Ｄ
ト
レ
ン
チ
を
さ
ら
に
斜
面
を
延
長
す
る
形
で
調
査
し
た
が
、

遺
物
・
遺
構
は
検
出
し
得
ず
全
体
が
地
山
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
土
塁
下
部
お
よ
び

そ
の
周
辺
の
調
査
で
は
、
士
坑
四
カ
所
を
検
出
し
た
。
空
堀
の
調
査
は
Ａ
ト
レ
ン

チ
と
Ｉ
ト
レ
ン
チ
で
検
出
し
た
堀
を
結
ぶ
線
上
に
Ａ
ｌ
ｋ
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

掘
り
上
げ
た
が
、
空
堀
内
か
ら
少
量
の
遺
物
が
出
土
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。

縄
文
時
代
早
期
の
遺
構
は
、
Ａ
ト
レ
ン
チ
の
東
西
に
二
ｍ
×
一
○
ｍ
の
調
査
区

を
設
定
し
調
査
し
た
。
遺
構
と
し
て
は
両
調
査
区
よ
り
焼
土
が
一
カ
所
ず
つ
検
出

さ
れ
、
ま
た
遺
物
は
少
量
で
あ
っ
た
。

層
位
と
遺
構
第
１
層
表
土
（
耕
作
土
）
二
○
’
二
五
ｍ
耕
作
に
よ
り
全

面
に
撹
乱
さ
れ
る
。
下
面
に
一
部
黒
褐
色
土
が
み
ら
れ
、
中
世
の
生
活
面
と
推
定

さ
れ
る
が
、
大
半
は
攪
乱
さ
れ
て
い
る
た
め
、
層
と
し
て
は
不
明
瞭
で
あ
る
。

第
Ⅱ
層
淡
褐
色
土
（
茶
色
土
）
二
○
’
二
五
ｍ
黒
色
土
に
ス
コ
リ
ア
が
み

ら
れ
、
本
遺
跡
の
古
墳
時
代
遺
物
の
出
土
が
見
ら
れ
る
。

第
Ⅲ
層
白
色
軽
石
土
三
’
一
○
ｍ
富
士
山
か
ら
の
噴
出
物
で
砂
沢
ス
コ

リ
ァ
層
と
呼
ば
れ
る
。
Ｂ
Ｃ
二
七
○
○
年
頃
と
推
定
さ
れ
、
こ
の
地
方
で
の
鍵
層
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第二章縄文時代

で
あ
る
ｃ

第
Ⅳ
層
褐
色
土
（
茶
褐
色
土
）
三
○
’
四
五
ｍ
こ
の
層
は
細
分
で
き
る
が

色
別
に
よ
り
一
区
分
に
し
て
お
く
。
下
部
は
縄
文
時
代
中
期
以
降
の
遺
物
包
含
層

と
推
定
さ
れ
る
。

第
Ｖ
層
黒
褐
色
土
二
五
’
三
五
ｍ
栗
色
を
呈
す
る
層
で
あ
る
。
縄
文
早

期
か
ら
中
期
に
至
る
遺
物
が
包
含
さ
れ
る
。

第
Ⅵ
層
淡
黒
褐
色
士
三
’
五
ｍ
黒
褐
色
土
が
淡
く
、
漸
移
的
な
変
化
を

示
す
層
で
あ
る
。

第
Ⅶ
層
茶
褐
色
土
（
漸
移
層
）
三
’
六
ｍ
黒
褐
色
土
居
か
ら
ロ
ー
ム
層
へ

の
黄
褐
色
の
漸
移
的
な
変
化
を
示
す
層
で
あ
る
。

第
Ⅷ
層
黄
褐
色
土
ソ
フ
ト
ロ
ー
ム
層
で
あ
り
、
以
下
上
部
ロ
ー
ム
層
は
、

ス
コ
リ
ア
の
互
層
で
あ
る
。
旧
石
器
時
代
の
遺
物
は
ゞ
）
の
層
に
含
ま
れ
る
。

北
調
査
区
遺
構
住
居
趾
一
カ
所
、
士
坑
四
カ
所
、
焼
土
一
カ
所
、
ピ
ッ
ト
群

四
カ
所
が
検
出
さ
れ
た
。
一
号
住
居
趾
は
Ａ
二
区
よ
り
検
出
さ
れ
た
。
東
西

一
・
八
ｍ
南
北
二
・
八
ｍ
で
五
個
の
柱
穴
が
不
整
円
形
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
柱

穴
の
覆
土
は
、
五
個
と
も
黒
褐
色
土
で
柱
穴
の
径
は
一
五
ｍ
前
後
で
深
さ
四
○
ｍ

前
後
の
も
の
で
あ
っ
た
。
住
居
吐
の
状
態
に
つ
い
て
は
掘
り
込
み
や
、
床
の
踏
み

固
め
ら
れ
た
跡
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
住
居
趾
内
か
ら
の
遺
物
は
磨
石
一
個
が

出
土
し
た
だ
け
だ
が
、
そ
の
南
側
か
ら
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
片
、
焼
石
、
磨
石
、

炭
化
物
が
出
土
し
て
い
る
。
一
号
士
坑
は
、
Ｆ
１
二
区
よ
り
検
出
さ
れ
た
。
長
径

三
・
○
八
ｍ
、
短
径
一
・
三
二
ｍ
で
、
深
さ
は
最
深
部
で
七
八
ｍ
を
測
る
。
土
坑

内
か
ら
磨
石
一
個
、
石
斧
一
個
、
黒
曜
石
核
一
個
が
出
土
し
て
い
る
が
、
覆
土
内

か
ら
出
土
し
て
い
る
点
か
ら
直
接
土
坑
と
の
関
係
が
見
当
た
ら
な
い
。
二
号
土
坑

は
、
一
号
土
坑
の
西
側
に
隣
接
し
て
検
出
し
た
。
長
径
六
八
四
短
径
三
五
四

深
さ
三
二
ｍ
を
検
出
部
で
測
る
小
規
模
な
も
の
で
あ
る
。
土
坑
内
よ
り
縄
文
時
代

早
期
前
半
の
土
器
片
二
点
が
出
土
し
て
い
る
。
三
号
土
坑
は
、
Ａ
ｌ
ｄ
区
よ
り
検

出
さ
れ
た
。
長
径
七
七
四
短
径
六
五
四
深
さ
二
二
・
四
ｍ
と
小
型
の
も
の
で

あ
る
。
断
面
形
は
皿
状
を
な
し
て
い
る
。
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。
四
号
土
坑

は
、
Ａ
Ｉ
Ｃ
区
よ
り
検
出
さ
れ
た
。
長
径
五
○
四
短
径
四
二
四
深
さ
二
二
ｍ

と
小
型
で
あ
り
、
断
面
形
は
皿
状
で
あ
る
。
一
号
焼
土
は
Ｆ
１
五
区
の
東
側
の
壁

に
か
か
っ
て
検
出
さ
れ
た
た
め
、
全
貌
は
明
ら
か
に
し
得
な
か
っ
た
。
検
出
部
に

お
い
て
南
北
一
四
二
四
東
西
二
○
四
深
さ
二
一
両
あ
り
、
断
面
形
は
レ
ン

ズ
状
で
あ
る
。
焼
土
内
か
ら
少
量
の
土
器
片
が
出
土
し
た
が
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

周
辺
か
ら
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
土
器
片
が
多
く
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
焼

土
も
そ
の
時
期
の
所
産
と
思
わ
れ
る
。
一
号
ピ
ッ
ト
群
は
、
Ｇ
二
区
中
央
部
か

ら
検
出
さ
れ
た
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
三
個
か
ら
な
る
半
円
形
の
配
列
で
あ
り
、
三
個

と
も
直
径
二
○
聖
別
後
で
深
さ
も
三
○
ｍ
ほ
ど
の
し
っ
か
り
し
た
ピ
ッ
ト
で
あ
る
。

一
）
の
ピ
ッ
ト
群
の
上
層
か
ら
多
量
の
黒
曜
石
片
を
含
む
遺
物
が
、
小
片
で
は
あ
る

が
出
土
し
た
。
二
号
ピ
ッ
ト
群
は
、
Ｇ
Ｉ
二
区
南
側
拡
張
区
に
検
出
さ
れ
た
。
一

号
ピ
ッ
ト
群
と
同
様
に
三
個
が
半
円
形
に
配
列
さ
れ
、
三
個
と
も
直
径
二
○
ｍ
ほ

ど
、
深
さ
二
七
聖
別
後
の
も
の
で
あ
る
。
ピ
ッ
ト
群
の
南
側
か
ら
磨
石
、
石
斧
を

含
む
自
然
石
が
集
中
し
て
出
土
し
て
い
る
。
三
号
ピ
ッ
ト
群
は
、
Ｆ
１
五
区
か
ら

検
出
し
、
そ
の
ピ
ッ
ト
群
の
中
に
一
号
焼
土
が
存
在
す
る
。
ピ
ッ
ト
群
は
、
九
個

か
ら
な
る
も
の
で
等
間
隔
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
ピ
ッ
ト
群
と
焼
土
と
の
関
係
は

不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
に
遺
物
が
集
中
し
て
い
る
点
や
、
そ
の
配
置
か
ら
関

係
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
出
土
し
た
土
器
片
も
縄
文
時
代
早
期
後
半
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第二章縄文時代

の
も
の
の
み
で
、
お
そ
ら
く
両
者
と
も
そ
の
時
期
の
所
産
で
あ
ろ
う
。
四
号
ピ
ッ

ト
群
は
調
査
区
域
の
中
央
部
Ａ
ｌ
ａ
ｂ
Ｃ
ｄ
、
Ｆ
１
三
、
四
区
に
集
中
し
て
検
出

さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
総
数
は
五
四
個
か
ら
な
り
、
そ
の
位
置
か
ら
四
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
の
ピ
ッ
ト
群
の
上
層
よ
り
遺
物
が
、
非
常
に
多
く

出
土
し
た
が
、
そ
の
出
土
状
況
と
ピ
ッ
ト
群
と
の
関
係
に
お
い
て
見
て
み
る
と
、

ピ
ッ
ト
の
集
中
し
て
い
な
い
部
分
に
遺
物
が
分
布
し
て
い
る
と
言
え
る
。

南
調
査
区
遺
構
焼
土
一
号
焼
土
は
、
Ａ
ｇ
区
よ
り
検
出
さ
れ
た
。
大
き

さ
は
東
西
五
一
四
南
北
六
二
皿
深
さ
二
○
叩
を
測
り
、
断
面
形
は
皿
状
を
な

す
。
周
辺
か
ら
細
い
炭
化
物
、
黒
曜
石
の
不
定
形
石
器
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

二
号
焼
土
は
、
Ａ
ｌ
ｈ
区
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
大
き
さ
は
東
西
六
三
四
南
北
八

五
皿
深
さ
一
二
ｍ
を
測
り
、
断
面
形
は
皿
状
を
な
す
。
周
辺
よ
り
磨
石
二
個
、

頁
岩
質
不
定
形
石
器
一
個
、
黒
曜
石
質
不
定
形
石
器
一
個
、
土
器
片
二
点
が
出
土

し
て
い
る
。

遺
物
土
器
は
出
土
数
が
二
八
九
点
と
以
外
に
少
な
い
。
主
に
無
文
土
器
が
多

く
、
つ
ぎ
に
条
痕
文
士
器
が
多
い
。
出
土
数
の
う
ち
口
縁
部
破
片
は
二
八
片
出
土

し
て
い
る
。
第
一
類
土
器
ｌ
押
型
文
土
器
（
第
１
図
躯
Ｉ
釦
）
山
形
押
型
文
九
片

と
格
子
目
押
型
文
一
片
が
出
土
し
て
い
る
。
山
形
押
型
文
土
器
は
、
八
片
が
横
位

に
施
文
さ
れ
、
一
片
の
み
縦
位
に
施
文
さ
れ
て
い
る
。
格
子
目
押
型
文
は
比
較
的

き
ち
ん
と
し
た
文
様
帯
を
な
し
、
焼
成
も
山
形
押
型
文
よ
り
良
好
で
あ
る
。
第
二

類
土
器
ｌ
降
起
線
文
土
器
（
第
１
図
皿
・
妬
・
胡
ｌ
銘
、
第
２
図
師
、
第
３
図

弘
・
羽
）
口
縁
部
に
い
く
条
か
の
横
位
の
隆
帯
を
は
り
つ
け
、
隆
帯
に
へ
う
状
工

具
に
よ
っ
て
キ
ザ
ミ
を
施
し
た
土
器
と
、
胴
部
に
横
位
に
一
条
の
隆
帯
を
施
し
て

い
る
が
地
文
と
し
て
条
痕
文
を
施
し
て
い
る
も
の
と
、
口
縁
部
ま
た
は
口
縁
部
下

半
部
に
隆
帯
を
は
り
つ
け
、
ヘ
ラ
状
工
具
に
よ
っ
て
キ
ザ
ミ
を
施
し
て
い
る
も
の

と
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
押
し
引
き
に
よ
り
キ
ザ
ミ
を
施
し
て
い
る
も
の
と
に
分
け

ら
れ
る
。
第
三
類
土
器
ｌ
沈
線
文
土
器
半
裁
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
土
器

（
第
１
図
１
．
２
．
６
、
第
３
図
調
ｌ
犯
・
蛇
ｌ
媚
）
と
、
へ
ラ
状
工
具
に
よ
る

沈
線
文
土
器
（
第
１
図
４
．
５
．
７
．
皿
・
皿
、
第
３
図
）
と
列
点
文
土
器
（
絡

状
体
圧
痕
文
土
器
）
（
第
３
図
“
）
に
分
け
ら
れ
る
。
第
四
類
土
器
１
条
痕
文
土
器

（
第
１
図
舶
、
第
２
図
１
１
錨
）
遺
跡
の
主
体
を
な
す
土
器
群
で
あ
る
。
口
縁
は

ほ
と
ん
ど
が
平
縁
で
あ
る
。
貝
殻
腹
縁
に
よ
っ
て
縦
位
、
横
位
、
斜
め
の
格
子
状

を
施
文
し
て
い
る
が
、
表
面
に
施
し
た
も
の
、
表
裏
面
に
施
し
た
も
の
が
あ
る
。

中
に
は
、
条
痕
を
明
瞭
に
残
し
た
も
の
と
か
す
か
に
残
し
た
も
の
と
が
あ
る
。
表

面
の
み
の
も
の
は
、
表
裏
と
も
施
し
た
も
の
に
比
ゞ
へ
て
比
較
的
薄
手
で
焼
成
も
良

い
も
の
が
目
立
つ
。
両
者
と
も
色
調
は
茶
褐
色
あ
る
い
は
黄
褐
色
で
繊
維
を
含
む

も
の
と
含
ま
な
い
も
の
が
あ
る
。
第
五
類
士
器
無
文
土
器
（
第
１
図
３
．
８
．

９
．
叩
．
Ⅳ
Ｉ
別
、
第
３
図
１
１
詔
）
口
縁
部
が
広
が
る
も
の
、
刻
み
目
を
も
つ

も
の
の
他
は
、
平
縁
で
あ
る
。
器
面
が
荒
れ
て
い
る
も
の
と
、
そ
う
で
な
い
も
の

が
見
ら
れ
る
。
土
器
底
（
第
３
図
媚
・
娚
・
団
・
砲
）
は
円
底
と
平
底
が
あ
る
が
、

平
底
の
方
が
焼
成
、
胎
土
と
も
良
好
で
、
先
ほ
ど
の
無
文
士
器
と
類
似
し
て
い
る
。

色
調
は
黄
褐
色
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
片
（
第
４
図
）
が
出
土
し
た
。

石
器
の
う
ち
石
鍼
（
第
５
図
１
．
７
１
別
）
は
一
八
点
出
土
し
た
う
ち
、
未
成

品
が
二
点
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
黒
曜
石
製
で
一
点
だ
け
が
頁
岩
製
で
あ
る
。
形
は

ほ
と
ん
ど
が
二
等
辺
三
角
形
で
基
部
に
若
干
の
扶
り
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。
表
面

採
集
で
そ
の
ほ
か
に
三
点
採
集
さ
れ
て
い
る
。
不
定
形
石
器
（
第
５
図
５
．
６
、
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第
６
図
弱
・
妬
・
羽
ｌ
証
・
詔
）
は
九
点
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
点
が
黒

曜
石
製
で
、
剥
片
の
一
部
に
加
工
を
施
し
て
い
る
小
石
器
と
比
較
的
大
形
の
も
の

が
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
形
石
器
（
第
５
図
２
１
４
）
は
三
点
出
土
し
て
い
る
。
す
ぺ

て
黒
曜
石
製
で
基
部
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
そ
の
大
き
さ
、
加
工
方
法
に
よ
っ
て

こ
の
類
に
入
れ
た
。
石
匙
（
第
６
図
”
）
は
一
点
出
土
し
て
い
る
。
縦
型
の
も
の

で
細
部
に
ま
で
剥
離
を
施
し
て
い
る
。
石
質
は
メ
ノ
ウ
で
あ
る
。
打
製
石
斧
（
第

６
図
犯
・
弘
ｌ
伽
）
は
八
点
出
土
し
て
い
る
。
薄
く
は
が
さ
れ
た
石
の
端
部
に
の

み
刃
を
つ
け
て
い
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
自
然
面
を
多
く
残
す
。
磨
石

（
第
７
．
８
図
、
第
９
図
髄
ｌ
沼
）
は
三
二
点
出
土
し
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
が
安

た
た
き
い
し
，

山
岩
質
の
も
の
で
あ
り
、
凹
石
、
敲
石
と
兼
用
し
て
い
る
も
の
も
い
く
つ
か
あ
る
。

石
皿
（
第
９
図
刈
）
は
一
点
出
土
し
て
い
る
。
あ
ま
り
大
形
で
は
な
く
平
坦
部
が

あ
ま
り
磨
り
へ
っ
て
お
ら
ず
、
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
し
た
も
の
で
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
こ
の
遺
跡
は
、
第
四
類
条
痕
文
土
器
と
第
五
類
無
文
土
器
が
主

体
で
あ
る
。
し
か
し
、
遺
跡
の
一
部
（
Ｇ
Ｉ
二
区
）
か
ら
だ
け
押
型
文
土
器
が
出

土
し
て
い
る
点
は
注
目
す
言
へ
き
と
〉
｝
ろ
で
あ
る
。
主
な
遺
構
と
し
て
、
一
号
住
居

趾
と
い
く
つ
か
の
ピ
ッ
ト
群
と
一
号
士
坑
が
あ
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
主
に
縄
文
時

代
早
期
前
半
の
所
産
と
考
え
た
場
合
、
こ
の
遺
跡
に
お
い
て
早
期
の
中
で
も
、
押

型
文
士
器
の
時
期
と
条
痕
文
土
器
の
時
期
二
つ
が
存
在
し
た
ゞ
）
と
が
考
え
ら
れ
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
深
良
城
ヶ
尾
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾

野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
七
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

ｐ
ｐ
ｅ
■
■
●

■
習
句
Ｑ
■

。
■
ａ
ｑ

■
ｂ
ａ
ｑ

ｑ
▲
烏
●
●

■ Q●

■
可
●

■
△
●

■
▲
句

■
ｖ
▲
”
｜
●

４
■
■
●
マ

勿
呼
〃

図版l城ケ尾遺跡出土土器

1ワ1
入ムユ



蝿
●

▲
●
・
伊
▲

色
白
泡
●

ロ

「

》
】
画
》
ｆ

ｈ”

》
・
罰
丑
》

『

雪

‐

」

電

七
Ｆ
圭

当
ゞ
〃
車

も
９
１

１
『

◇
●
●

ム
Ｑ
ｑ

ｑ
Ｂ
ａ

●
△
■
ｑ

一
●
。
■

●ご

;
■■

●■
●ワ

“‐ 言

L」

図版2城ケ尾遺跡出十十器

122



第二章縄文時代
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第二章縄文時代

と
み
ざ
わ
う
ち
の
さ
ん

皿
富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
内
野
山
五
九
二
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範岡図
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位
置
と
立
地
愛
麿
山
か
ら
富
沢
集
落
へ
向
か
っ
て
延
び
た
尾
根
平
坦
部
の
、

海
抜
一
八
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
尾
根
の
平
坦
面
は
海
抜
一
九
○
ｍ
付
近

か
ら
東
南
へ
、
幅
約
一
○
○
’
一
八
○
ｍ
、
長
さ
約
一
帥
ほ
ど
続
き
、
本
遺
跡
は

ほ
ぼ
そ
の
中
央
部
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
（
元
壹
）
頃
、
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
郷
土
研

究
部
が
踏
査
し
、
楕
円
押
型
文
土
器
等
を
採
集
し
て
い
る
。
昭
和
四
二
年

（
元
老
）
、
裾
野
郷
土
研
究
会
の
芹
沢
充
寛
、
佐
藤
隆
、
県
立
裾
野
高
等
学
校
郷
土

研
究
部
は
現
地
を
踏
査
し
、
昭
和
五
一
年
（
売
芙
）
、
瀬
川
裕
市
郎
は
「
考
古
学
ジ

ャ
ー
ナ
ル
充
実
、
二
号
」
で
、
本
遺
跡
の
出
土
土
器
を
紹
介
し
て
い
る
。
昭
和
五

一
年
（
充
実
）
、
本
遺
跡
で
削
士
工
事
が
始
ま
り
、
土
器
が
出
土
し
た
と
の
報
告
を

受
け
た
裾
野
市
教
育
委
員
会
で
は
、
笹
津
海
祥
を
主
任
と
す
る
緊
急
発
掘
調
査
団

を
組
み
、
芹
沢
充
寛
、
天
野
忍
、
井
上
輝
夫
、
小
林
晴
美
、
中
村
孝
一
、
裾
野
高

等
学
校
郷
士
研
究
部
、
富
沢
子
供
会
、
持
田
信
幸
、
歌
崎
久
作
、
持
田
陸
太
郎
ら

が
参
加
し
て
、
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
調
査
は
、
削
士
工
事
の
残
り
部
分
に

調
査
区
を
設
定
し
、
同
年
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

層
序
と
遺
構
遺
構
は
、
住
居
趾
二
カ
所
、
土
坑
五
カ
所
、
焼
土
四
カ
所
が
検

出
さ
れ
た
。
一
号
住
居
趾
は
、
上
部
が
削
平
さ
れ
、
柱
穴
と
壁
面
の
一
部
が
確
認

さ
れ
た
だ
け
で
、
掘
方
、
構
造
は
不
明
で
あ
っ
た
。
本
住
居
趾
か
ら
は
、
石
皿
、

磨
石
、
剥
片
石
器
、
土
器
片
が
出
土
し
た
。
二
号
住
居
趾
は
、
基
盤
の
ロ
ー
ム
層

（
黄
褐
色
粘
質
火
山
灰
層
）
を
約
一
○
叩
掘
込
ん
だ
方
形
竪
穴
住
居
趾
で
、
床
面

よ
り
約
一
○
’
一
五
ｍ
の
土
居
中
か
ら
石
鍍
、
磨
石
、
土
器
片
が
出
土
し
た
。
土

坑
は
、
発
掘
区
南
西
部
に
集
中
し
て
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
土
器
は
『
文
様
、
胎
土
か
ら
三
群
に
分
類
さ
れ
る
。

第
一
群
土
器
（
第
１
図
１
．
２
）
は
、
押
型
文
士
器
で
格
子
目
文
で
あ
る
。

第
二
群
土
器
は
、
文
様
か
ら
八
種
類
に
分
類
で
き
る
。
第
一
類
土
器
（
第
１
図

３
１
Ⅳ
）
は
、
隆
起
線
文
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
る
も
の
、
第
二
類
土
器
（
第

２
図
１
１
町
、
第
３
図
２
１
”
）
は
、
沈
線
文
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
も
の
、
第

三
類
土
器
（
第
４
図
躯
ｌ
鋤
）
は
、
刺
突
文
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
も
の
、
第
四

類
土
器
（
第
５
図
１
１
”
）
は
、
絡
条
体
圧
痕
文
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、

絡
条
体
だ
け
の
も
の
、
沈
線
と
併
用
さ
れ
る
も
の
、
隆
起
帯
の
つ
く
る
の
、
沈
線

と
隆
起
帯
の
併
用
さ
れ
る
も
の
な
ど
に
分
け
ら
れ
る
。
第
五
類
土
器
（
第
６
図
１

１
３
）
は
、
貝
殻
腹
縁
文
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
る
も
の
、
第
六
類
土
器
（
第

６
図
４
１
６
）
は
、
条
痕
文
の
土
器
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
縄
文
施
文
の
第
七

類
土
器
と
、
無
文
の
第
八
類
土
器
が
あ
る
。

第
三
群
土
器
は
、
三
角
連
続
押
引
文
の
土
器
を
本
群
と
し
た
。

以
上
、
第
一
群
土
器
は
、
縄
文
時
代
早
期
前
半
、
第
二
群
土
器
は
、
同
じ
く
早

期
後
半
の
も
の
で
、
第
三
群
土
器
は
、
同
じ
く
中
期
中
葉
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
８
図
、
第
９
図
は
、
内
野
山
Ｉ
遺
跡
か
ら
表
面
採
集
さ
れ
た
土
器
で
あ
る
。

第
８
図
１
．
２
は
、
山
形
押
型
文
土
器
で
、
胎
土
に
砂
粒
を
含
み
、
よ
く
焼
き
締

ま
る
。
３
１
鯉
は
、
絡
条
体
圧
痕
文
の
土
器
で
、
微
隆
起
線
文
、
沈
線
文
が
併
用

さ
れ
る
。
胎
土
に
若
干
の
繊
維
を
含
む
。
妬
・
妬
は
貝
殻
腹
縁
文
の
土
器
、
詔
・

羽
は
沈
線
文
の
土
器
で
、
胎
土
に
若
干
の
繊
維
を
含
む
。
発
掘
出
土
資
料
の
第
一

’
二
群
土
器
に
属
す
る
。
第
９
図
１
１
６
は
、
胎
士
に
若
干
の
繊
維
を
含
み
、
無

文
で
あ
る
。
出
土
資
料
の
第
二
群
土
器
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
８
は
、
三

叉
文
が
あ
り
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
の
も
の
で
、
同
資
料
の
第
三
群
土
器
に
属
す

る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
９
１
咽
は
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
縦
引
の
沈
線
文
に
、
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第二章縄文時代

な
っ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
芹
沢
充
寛
ほ
か
「
裾
野
市
大
畑
中
畑

調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
ハ

「
裾
野
市
大
畑
中
畑

九
八

粘
土
紐
を
貼
付
し
て
文
様
を
構
成
す
る
も
の
、
縄
文
を
地
文
と
し
沈
線
を
施
す
も

の
で
、
中
期
後
半
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
妬
・
肥
は
、
胎
土
に
細
砂
と
白

色
石
粒
を
含
み
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
恥
は
口
縁
の
く
ぴ
れ
部
に
、
８
の
字
状
の

突
起
が
つ
け
ら
れ
、
昭
は
口
縁
部
に
沈
線
が
つ
け
ら
れ
る
。
Ⅳ
・
岨
は
、
不
連
続

な
沈
線
文
が
文
様
と
な
っ
て
い
る
。
薄
手
で
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
略
’
四
は
、
縄

文
時
代
後
期
に
属
す
る
土
器
と
思
わ
れ
る
。
石
器
は
、
石
斧
一
点
、
石
皿
二
点
、

磨
石
二
八
点
、
石
鍼
八
点
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
排
士
中
か
ら
石
斧
二
点
、

（
注
）チ
ャ
ー
ト
製
刃
器
三
点
、
石
皿
三
点
、
磨
石
六
七
点
、
石
鍼
八
点
、
掻
器
三
点
が

採
集
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
、
第
二
群
土
器
を
主
体
と
す
る
、
縄
文
時
代
早
期
後

半
の
代
表
的
遺
跡
と
し
て
よ
い
が
、
な
お
同
中
期
か
ら
後
期
に
わ
た
る
重
複
し
た

遺
跡
で
あ
っ
て
、
特
に
後
期
遺
跡
は
裾
野
市
内
で
も
数
が
少
な
く
、
注
目
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
状
遺
跡
の
削
平
工
事
は
、
農
地
改
良
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
が
、
遺
物
包
含
層
は
除
去
さ
れ
消
滅
し
た
。
現
状
は
改
良
後
、
畑
地
と

'〆へ

注
、、一

チ
ャ
ー
ト
ー

火
打
石
に
使
わ
れ
た
。
堅
い
珪
質
の
堆
積
岩
．

・
裾
野
市
富
沢
内
野
山
遺
跡
発
掘

六

（
用
語
解
説
）

撚
糸
文
土
器
一
般
に
い
う
撚
糸
と
は
、
丈
夫
な
繊
維
を
撚
っ
て
細
い
紐
に
し

た
も
の
を
い
う
。
和
紙
を
細
長
く
切
っ
て
、
〉
）
れ
を
指
で
撚
っ
た
．
｝
よ
り
」
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
。
撚
糸
文
と
い
う
の
は
、
撚
紐
を
二

本
撚
合
わ
せ
た
も
の
を
、
生
乾
き
の
土
器
面
に
押
し
つ
け
て
転
が
し
て
で
き
た
文

様
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
実
験
し
て
み
る
と
、
径
一
’
一
而
ぐ
ら
い
の
撚
糸
を
、

指
先
で
土
器
面
に
転
が
し
て
文
様
を
つ
け
る
こ
と
は
、
な
か
な
か
難
し
く
熟
練
し

た
技
術
を
必
要
と
す
る
。
裾
野
市
内
出
土
の
撚
糸
文
を
再
現
し
て
み
る
と
、
撚
糸

（
太
め
の
凧
糸
で
よ
じ
を
丸
い
鉛
筆
ぐ
ら
い
の
太
さ
の
棒
に
巻
き
つ
け
て
、
そ

れ
を
土
器
面
（
粘
土
の
平
ら
な
面
で
よ
い
）
に
転
が
し
て
、
撚
糸
文
と
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
多
い
。
撚
糸
を
棒
に
巻
き
つ
け
る
と
き
、
密
に
巻

き
つ
け
た
り
、
あ
い
だ
を
と
っ
て
巻
き
つ
け
る
と
、
変
化
の
あ
る
撚
糸
文
が
で
き

る
。
撚
糸
文
は
、
縄
文
時
代
の
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
士
器
に
あ
っ
て
、
文
様
の
一

手
段
と
し
て
施
文
さ
れ
て
い
る
が
、
撚
糸
文
土
器
と
い
う
の
は
、
撚
糸
文
だ
け
で

文
様
を
構
成
し
て
い
る
も
の
を
い
う
。
縄
文
時
代
早
期
の
前
半
を
代
表
す
る
土
器

で
、
南
関
東
を
中
心
に
し
て
、
ゞ
）
の
地
方
ま
で
分
布
し
て
い
る
。

1ワワ
エムI



||| ,
蝉Ⅲ’1‘

気も罰与,､〆
－

｛

I
4，匹 ■－－

．，3'二争. ‐．
． ， －重今P一・､･･ .ザ ､

.， 早 ‘ -. -,､■四 ・～も

誤棄溌
0 ■ ､

一『■ ■ ■ ■ 口 ■■
q,b■ -■ - 熱ハ蕊〃

1
I2

3

ﾒ認)蕊，？ v・

蝋製d L

4

!W苧.:=;c房･ q

〆r~＝、。

鍵 ｡
L

〃 ‐､r:~､、

回 蕊&
、r亭 ・』・

I可･淳一．

睦副 ロ
５ 6

8

」
八
号
・

‐
’
４
″
口
・
，
武
毎
§
一
一

箙
羊
祁
《
溜
、
｝

．
！
。
↑
楯
斗
』
グ
上
や
Ｌ

Ｆ

４

Ｉ

．

Ｊ

１

．

・

、

地

。

》

ｖ

僻｝

I
災,ゞ
『耐

ザ
飛
竜

溌鏡
９

10 ll

12

Ｌ
Ｇ
・
・
《
・
｛
訳
，
。
や
ぶ
。
叱
。
．
。
。
．
《

“
Ｆ
『
・
グ
ヴ
ジ

》
播
刈
公
権
鱒
備
、
，
．

。
Ｌ
〃
、
ｂ
９
タ

一
一

甦
一
》
州
一
郵

轄

、
Ｅ
も
、
卸
町
爪
で
．
．

《
．
ｂ
ｂ
・
■
。
Ｐ
’
ず
。
’
口

噌
Ｑ
、

〆
可
Ｉ
、
‐
・
●
１
，
．

〃
宜
可
Ｄ
１
１
０
Ｈ
Ｉ
１
１
ｌ
、
。
》
一

合
、
Ｉ
．
●
・

一
浦
い
瞭
完

■
勺
』
・
．
、
、
弐
一

口
・
屯
ｒ
７
Ｄ
． I

､炎･弊画趣-藻:::' :､患!‘蛾._.Kr.,
､ 言 ､ . ； ､
吋廷

‘ ．. 4 ． ． ． ． ．． ．灘；
~と一・で守り〒

承:も．1－.;.＝!

'患騨~″ 〃ｶｷ

14
13

15

16

ロ
－
』
■
。
Ｕ
ご
凸
。
心
。
“
、
、
凸
■
■
わ
■
苧

、

。
子
４
、
ｂ
９
８
ｆ
・
ｂ
Ｂ
ｑ
Ｊ
ｊ
ｄ
Ｒ
。
Ｉ

，
へ
．
‐
ゞ
咄
、
Ｊ
・
；
望
。
×
血」

Ｆ
、
、
Ｆ
ａ
Ｕ
Ｏ
口

１
１
ｈ

式
一
珠
唯
・
式
．
一

．
．
§
㈱
・
ユ
ー

。
『

、
日

呼
、
、
一

０
短
ｒ
“
１
１

．
ム
．
、
二
股
牛
‐
、
．

ｂ

ザ

ｌ
ｈ
－

畔
ｙ
■
↑

勺

・
少
、
■
活
写

○
○
ｂ
■
．
・
閑
晶
〃
ロ

・
“
．
龍
、
幸
司
白
ｆ

・
凸
伊
▲
。
。
、
一
凸

グ
・
・
叩
・
・
、
、
、
４
０
油

１
、
■
■
咽

子
守
・
円
４
斗
』
Ｄ
０
ｇ
。
白
勺
■
■
６
へ
り
６
勺

・
恥
“
■
ロ
ー

ゞ
，
簿
‘

ク。。４■

‘
面
』
．
‘
Ｊ

Ｌ５ｊ》◇八・弧Ｆ０．０勺。‐、０口了哨Ｒ・・側、凶守・・万．‐，‐．．・‐・》典ェ・《ふい》や公、ざ

０
．
Ｊ
ロ
・
‐
』
０
Ｆ
△
甜

々
副
・
・
．
・
べ
、
〃

０
．
Ｊ

》

“

ぜ

’

屯

・

。

』

、

△

八

や

．

、
命
ｒ
ｑ
、
６
屯

・

・

炭

イ

Ｊ

、

〆

沁
い
ゎ
二
、
匙

〃
■
巳
’
ず
ｆ
・
守
Ｅ

Ｂ
Ｑ
＄詮
》
察
へ
釦
癖
岬
織
簿

。
部
岬
〉
識
．
．
？
恭
窪
誤

↓
《
》
紙
．
、
．
、
〉
，
鯲
ｋ

心
昨
獅
い
恥

四
恥
い
い
唖
．
山
．
も
０
Ｑ
や

ｆ
Ｂ
ｑ
Ⅱ
４
Ｂ
Ｔ
９

〆
、
巳
ｂ
是
Ｉ
Ｆ
Ｇ
▽

。
．
迫
７
４

妬叩‐砥も。
’
巳
、

、
郡
１
，
〆
．
（
ｐ

ｒ
ｏ
８
Ⅱ
．
Ｆ

ｆ
６
１
Ｆ
Ⅱ
。

■
■
９
０

，
１

Ｙ
卿
〆
《
・

も
弘
。
□
一
・
》
■
。
．

、

。
“
ｆ
一
画

, LL

!、

も
し
マ
レ
ｄ
宇

討
学
．
．
。
・
誤
α
諺
．
．

』
６
ヶ
画
．
》
。
。
易
一
二

日
。
。
・
も
凸
■
ロ
仏
・
か

堀

ざ

、

一

・

役

、

ｂ

Ｆ
０
。
、
垂
■
ｇ

ｏ

。

。

□

。

、

凸

、

・

や

イ

９

９

。

・

・

。
■
ｑ

角

一
寺
■
「
■
■

Ｔ
ｌ
・
●
ｈ
・
禄
唯

〃巴。。〃日日０Ⅱ８Ⅱ００ ’ Ⅱ

17

0 5cm
l l

第1図内野山I遺跡出土土器拓影

128



第二章縄文時代

, :<諦蝶
I ,Ⅶ., . .
、 ／ ， 、1. . ．

= 『

I;'/'"li.L．
. ｡' ･ D

J"'

'． ，'／ '1j ，
↓／ ,' ') 、 、

. 0 ノbl -､､､･
ﾛ ･ ﾛ d ■ ■､■
‘ , ／, .

．：ノ ー

,.. ‘｡,,､ ..〃_

蕊
沸
糞
嘩

ヂ
も
、
垂Ｅ

Ｊ

ｆ

，
満
〃
“
〃
ぬ
い
’
・
蝿
，
、
、
》
怯
叱
斌
刊
ｉ
ｌ

、

・

計

、

、

Ⅱ

、

￥

‘

・

再

・

，

、

ム

ー

。

、

写

‐

一

雪
雲
毎
●
す
。
‐
《
ゞ
，
訴
沙
鷲
や
‐
苧
．
．
，

ｂ
５
．
．
・
心
。
。
入
．
、
・
〆
。
．
。
‐
一

」
、
人
菟
、
《
弾
垂

ｑ

４

Ｕ

●

”

、

。

。

、

、

・

’

仏

、

菅

《

．

，

￥

・

凸

１

４

１

侭

比

Ｆ

ロ

◇

・

ロ

ヤ

．

〃.ざ
←
ー

1
1 ，

bl

N

や
’
●

■
ｆ
ゴ
Ｊ
１上

・

Ⅷ

《

。
〃
６
． 2

色
１
Ｐ
４
①

ｐ
Ｌ
Ｅ
Ｉ
日
日
■
Ⅱ
Ｉ
ｊ
■
Ｉ

１

４
０
８
１
１
９

Ｏ
ｆ
５
ｆ

Ｉ
Ｂ
０
Ⅱ
９
０
Ｕ
ｆ
Ｉ’I

３

も
●
口
貼
Ｄ
、
。
〃
▽

零
．
ゞ
．
』
一
さ
。
、
‐
．

」
、
、
。
．
世
、
軸
Ｌ
、
。
Ｉ

。
▲
刊
・

■
ぬ
ザ
■
・

も
。

Ｉ

ｏ

ｑ

ｏ

ｅ

β

Ｆ

・

、

■
」
品
■
少
４
４
字

●
グ
ー
ｒ
‐
〆
’
・
合
』
．
．
‐
い
‐
い
ソ Ⅱ§ ｣簿n,噸 鞠

8

"" ｡"

1℃ 響 蕊､蕊
､ ～夕 グ ー一一

f ･'，ざ､夢._湯貝一

0 ，吻滅
､;寒』,蜂.誌

諺裳

I
苧

9 ‘、 1 ," ．
． 、 1 ．

13

薄暮I､M'職藩'q"鞭蘇

嶽6童” ■ 蕊馴刀
r

き;、

17 18
19

Wn"謎
鶴
I蕊蕊 I風、撚毒22

23

24

m 零 H
：拶 ．

〃

刀霧砂…
.／も: . ‘ ~‘ﾆｰ

ッ;溌薄
戦玲錦
吟:之鍋

､ 閃

25 26 27 L一 一 一・ l

第2図内野山I遺跡出十十器拓影

129



蝋
＃
蓬
》
篭
▲織

挫
簿

‐
‐
Ｊ
・
グ
〆
〆
．
〃
讃
ｙ
ｆ

ｌ

。
、
〃
９
ｍ
■
・
も
■
マ
０

蕊
聯

、
Ｌ

ｏ
・
・
、

。
。
．
〆
暉
恭
叫
’
〃
●
伽
》

剰
郵
竜

ー

３

42

：， 〃＋‐

Ⅱ寺己．■･心、ｸﾞ｡

．－:笏・QfO
Jレマ 4.畳L生き
うfや .』,:胃､･ 言n
k ． ､し坐全－3．そ､.2J
I 包 り｡■~ 凸e“ゅ ■ ｡ q 内

'軍:｡;讃" '－
， 口 齢

， !”も封鼻 -コ

〃’2．ｼ,’
』 . t､. ’ . P｡
､ ﾛ ・ ・ " ■

茜 gj． 、

形

b

一ーヨ ーー

蕊
:: ‘ ｭ:-1 1甑:‘沙

二・息;， ､“ﾉ〆
▲ 、 B

b G

1. :『鍬,Wii,:
■ ･ ･ _b ,D DC
■4

f4己一・

9

瀞、

糊

聯乃Ⅱ

、

鋤
誇
畔
鴎
‐
‐
、総

炉
罪
灸
々
ソ
、
Ｊ
・
〃

燕
玲
雲
建

７6 8

認口
10

12
1］

一
Ｏ
０
９
ｒ
１
Ｊ
Ｆ
凸

俶
Ｈ
ｒ
口
和
唖
ム
ヤ

識
雫
識
一

計
稲
１
心
訳
‘
心
７
．
．

１
０
も
り
。
。
訳
９
℃
判
１
〃
召
・
伊

内
争
ｌ
・
ｏ

－
Ａ
ｎ
Ｗ
Ｊ
心
、
３
ｑ
ｆ

．
ｐ
０
陽
『
ｒ
伊
凸
ゞ
‐

ｒ
’
今
、
口
・
《
《
４
〆
、
。
、
。
＆
‐
一
、
‐
〆
・

幸
０
七
・
０
．
，
４
Ｊ
１
句
・
ａ
卵
Ｊ
斗

合
Ｐ
Ｕ
Ｂ
”
Ｆ
Ｆ
◇
■
・
◆
占
口
・

ｉ
ｎ
●
，
伊
虻
鯲
一
‐

ｉ
抑
淑
唯
無
、
擬
ン

宙
か
ｌ
一
二
Ｂ
Ｄ
Ｉ
・
●
い
Ⅶ
‐
Ⅶ
柵
誠
一
ｒ
・
・

ノ

■
皇
、
乱
。
。
》

●
■
ロ
■
Ｊ
ｂ
■
。
■
や
Ｊ
“

。
、
苧
ｊ
日

も日◇■

■
②
。
』
‐

０
ｂ
毎
０
４
骨
，
■
″
ｐ
ｂ
》
も

，
や
１
』

や
ゞ
津
に
，
●
ゞ
・
唾
謡
等
聖
・
豹
‐
い
？
。
．
、
耐
‐
．
：

■
ｊ
■
■
』

◇
Ｏ
Ｐ
Ｐ
ロ
ー
争

垂
●
・
‘
夕
‐
。
Ｉ
、
．
ｌ
Ｄ
ｐ
６
，
，

ａ
．
■
ｇ
ｑ
０
４
Ｄ
ｑ
◇
字
◇
ご

ｆ
■
‐
。
凸
伊
舎
。
“
Ｐ

卓
‘
ザ
．
・
・
？

．

．
●
．
・
歩
寺
。
《
１
Ⅷ
、
、
叩
．
，
沢
‐
‐

》

一
筆
〉
路
．
‐

．
．
‐
‐
い
や
・
●
い
伊
品
川
・
制
叩
い
ふ

謡
《
，
ゞ
》
・
●
急
‐
《
蝋
習

字
・
・
■
■
・
■
■
■
９
１
９

證
介
醗
〆
．
熱
‐
礁
堂
．
・
毬
・
唖

零
謙
義
慰
腱
。
．
，
釦
も
鈴

」

Ｌ
ｌ
ｂ
０
、
１
“
１
，
．
８
・

． 1、轍 ；＊嶺
13 1514

″
卯1 ﾛ

． ’：｡､サ
①‐ 甲

. ｡ 』

’
〆

解
、

1q
坐＆ノ

翻職 ロ
18

17
ユU

綴 I"-D竪今レGO

・匂

23 24

風‘
』 Il 』

騨口U '蕊
ﾛりq

'略《
／･P,

､、

21

22〆

"!in
25

動
や

第3図内野山I遺跡出十一t器拓影

130



第二章縄文時代

子B

緑口
J,▼･T q

J

ザ

画

、

Ｐ

●

必
洩
蘂
ｆ
・
仏
．

、
ロ
ー
訳
．
ｒ
』
も
し
ｑ
》
且
。
ｉ
噸
γ
蕗

ｂ
Ｇ
ｑ
ｒ

ｐ
、
‐
．
□

虻

跣

１

４拍姑■、外和〃０Ⅱ“〃ＢｑｔｇｑＰｌ■。・ａも日邑’

４
０
吋
Ｌ
や
ふ
い
小
ｖ
４
Ｅ
５
二
Ｆ
Ｂ
心
！
‐
鼬

ｌ
‐
Ｔ
●

暫
武
瀦
嘩
榊
鐸
謹

凸
■
占
矛
￥
〆
嘘
″
齢
．
、
‐
詞
や

ｑ

や

ぎ

ぬ

や

尋
，
●
一
一
“
’
一
‐
《
砕
破
艶
子
》
》

畠
仏
延毎

、
。
ｄ
郡
印
？

０
６
口
４
”
公
。
。
司

り
凸
．
。
ｒ

鍼
醗
．
唯
潰

鞠
畿鱗

晩

捧
．
《
、
亀
〃
鋤

。
；
Ｐ
、
。
十

Ｆ
蹄
じ
照

－
９

ﾛ L

〆" ㎡マハ
， 、 －1

，霊:什亨_↓

<"#
・蓄倉･ ･タ

窓『
４
口
一
口

８

溌
瀞

口
肉
到
‐
ｊ
ｊ
Ｒ
ｕ

マ
Ｕ
ロ
グ
↑

屋
・
‐
‐
畔
‐
、
零
逃

●
■
ｑ
ｂ
４
１
弔

討
，
．
ｋ
、
．
一
、
‐

私
心
蝿
褥
〃
識
一
轌

叩
町
》
池
”
．

‐
ｏ
ｆ
・
俣
Ｏ
Ｆ
Ｊ
Ｂ

ｏ
ｆ
・
■
ｌ

宮

１

Ｉ

》
５

６

蕊
ロ寺､ －口

1－

毎

口
６
＄
●
Ｊ
Ｌ
坪
季
．

鐡
聯

一
日
巳
■
Ｌ
与
り

Ｄ
ｏ
Ｕ
１
■

一

飢

争

■

凸

４
▽
』

》
窪
《
》
鍋
．
ｆ
，琴

7

9

10
､■一

群》 ..､,
ip？ ；.､ ‘1 ，
1 ． .'6， ’1 Ⅱ '

A1里)11.,3,. 1 .3．
t.;Jr611.:蝿ハ

轆蕊Q■晃一or
心

l1

蕊~n

ゴ
、
・
蝿
、
０
ノ
ー

屋
《
□
、
、
ザ
。
。

。
‘
や
、
ｊ
ご
一

諦
搾
李
華

患
》

4奇

1．、

鐸込1， ．
‘夢.．/ZT葦巽匙､

蕪璽専
碇

４

門
川
川
Ⅱ
鼎
１
』
川
Ⅱ
Ⅱ
Ⅳ
鼎

‘認ｨ‘.vf夢･』
一・J季で一’

1，

1乙

13

蕊生争い
韓・:,〃『:寒蝉
JEﾐ率1
名,杉､ ‘Ii＞ P41.

黛鉢.，蛾､‘畠
、

司令｡､‘､嘘I‘･’

二
一
挙
軸
●
’
。
－
句
↓
』
・
ノ

撚
一
黙
や
》

ざ
‐
い
こ
‐
淀
、
，
、
‐

濁
錦
４
郡

寺

。

ず

，

。

一

。

・

・

・

。

“

や
０４
■
一
閃
世
，

町

○

’

〆
一
，
’
０
１
９
０
、
戸
口
恥
』

15

一一L戸
÷

1816
17

1
・
や
《
】
、
へ
割
・
軍
，

、
一
峰
、
・
・
〆
Ｎ
、
●

、
い
一
派
●
’
咽
．
ヤ
和
也
↓
刀

〆

．

Ｌ

珠

訳

合

〉

《

均

等
韓
汀
津

泡
〆
０
，
、
凸
，
Ｋ
Ｏ
９
口
ｆ

率

，

．

今

酔

。

●

、

一

・

０

。

。

‘

一

、

，
露
李
一
‐
媚
岬
．

》
ぶ
り
・
』

凹
卜
歩
，
１
い
〆□ 函

一

・・。ｌ、》■卸ｑ礼．９巽哺

。
も
り
８
ヶ
０
画

、
ｒ
ロ
一
寺
ナ
犯
〆
』

ず
燈
、
が
〃
・
・
湾

19 2(）
21

警口 幻緯’
恥編、
池号遜_可J

岸淳一‘ H
、
Ｊ

◆

凸

．
Ｆ
い
ず
４

22 、戸

乙、

no

乙0

24

鯵U 琴
。

け
ら
□
４
Ｆ
。
。

７

門
Ⅱ
Ｈ
２

節
、 '纐；〃26

。
』
公

一詩
‐
ｍ

Ｌ
（
』５

９２28

30
O bc
B ， .－－ 1

第4図内野山I遺跡出土土器拓影

131



蕊1 ]爵 凸
乙
。､

1

鱗 〃
0

7

蝋” 口

,

』、もｒ

ｍ・一、。州丸．ぜ・

4

ｂ
”
〃
・
・
ロ
〆
０
凸
凸

．

“

■

４

鄙

尋

嫉

号
令
ヘ
●
’
巌
．
Ｌ
◆
か
↑
肌
．
咋
・
”

鴎
〃
．
，
：
争
鮒
●
’
・
稚
蝿
１
１
‐

Ｐ
ゴ
ー
・
恥
●
．

・
、
Ｉ
も
岬
一
・
．
。
’
．
ｑ
ｂ

峰
．
。
■
刀
心
ｗ
０
Ⅱ
凡
。
』
・
Ｉ
‐
・
ン
蛤
、
川
屯
６
肝
凸
凸

鋤
孵
泌
溌
蛸

１
〃
■
Ｒ
Ｉ
Ｆ
、
■
、
‐
ぬ
皇
、
・
・
マ
ハ
０
叱

凸
０
１
‐
ワ
ｉ
ｌ
里
〆
・
先
タ
■
■
・

Ｉ
画
ｈｆ

凸
写
／
▽

で』

u,デ

利

l

醗謹
◇ ｡

F､ .'~､‘ ･謡 ↓,
. ､ ： ： ､0 10 ． 1

‘ ’ , ｡､･ ･職司’
一 ．↓

●賭や

■ ■■ ､ 、 D
･ ･:『｡ .

E ･｡ ＆I ﾛ ･す
マー･ずr 0 , .

5

I 鶏I
ｑ
Ｄ
・
グ

ー

鳥睡
12＝色 I

8

６

9

$鶏口
グ

職 ”．－ . ． ？E〆 ロ
’

伊

＃1110
12

1q
入』

〃
i灘､
iメバ,號
》1,.ﾉ･'･ j､，r6

，

，W!)(!〃:了や
さ ‘.＄･fjj1
､ 凸 ｡ = リ

人
ｒ

〃
よ
諦
伽
、
ｎ

ｅ
ｌ
Ｉ

Ｔ
“
日
。

》
ｒ
Ｕ

声 .戸r ■

『‘《鋤鰯 ，
1ケ
LI16

15
14

々

潅

”
．
‘
、
《
〃
乳
》

．
．
枠
し
、
ま
．
↑
、

勺
》
《
密
い
。
一
一
・
一

Ｊ
Ｋ
・

。
△
。

６

札

〆

・

託

４

凸
．
‐
罫
垰
試

』
Ｍ
局
Ｉ
Ｌ
か
〃
。
‐

副
Ｇ
１
■
尹
泗
ロ
Ｐ
・

刀
ｆ
ｊ
Ｌ
姑
４
．
，
． 識 Ⅱ'1

19

蕊
18

20

21

甥残蚕:：

1
． J －b

、 1t ‘ t･号. .､

蕊
22 〃

↑ ﾛ

蕊雛、継一.‘…〆

’｡ - F・ 毎

W崎… 』i":シポ
クー ．、 凸．

冠･》･_f ． ･:七・h．
'もr q g O
･芭二 ｡ =も

23 24

l ′量IYJ
娠識常f
戸1 ...,i､ ｡､もも､《 ･
鳶:．(･･…》､:.＃．.､

輪
､’

､～

n｡

磯W
ワワ
ムI

1

25

26
O 5cm

L－ 』

第5図内野山I遺跡出土土器拓影

132



第二章縄文時代

霧
一
一
窪
〉
“ 識 灘口篭

1
３

r､ ,Kiｰ

･モ ？
臼

群！ …U灘 Ij"¥""臘“ 11密輔4
5

綴－－－.－ －

日簿鋪； ‘ “割ﾌ磯I'趣 穎亜一蕊蝿〃 篭鱗
筐毒害窪

､ 刀 ミ
蕪ﾚｰ’

7 ．』 ． 、
､ ｡

畷齢予察製室； －;-:瞳:､:－－…

刀童登〃■鞠ノ ーふ’”
･ －ベゥル－N琴F q a d ？ 0

． ． ．･ L i寺･ ,. ． b

、’ ~〃' 9
L・ j1;. ,
『. ‐ ･ ' ' 11

蕊ロ鱒口、鞭､；もぷ蕊:A
L¥■ 令一－ ■ ■ 4F

10
ll

lワ
ニ9

1蕊 ‘ 薪、
戸 P． . -

t も0｡ 』,

・J〆

〆‘P ' .修ﾙ. ｡
_ ﾏ 11 ．■ ﾛ

' .b〆 、､ I ”妾二子.、●

4 ‘ .､4』ｿrざ ;
’ ” ・岨三rZf》．､ ' . ｡‐

． 、 . ‐、罰
’ 傷 』 圭一 ．汽

里元 ■ も U 心 夢

口窪鍵 、”
‘ . ､ 0 .､外･･ ･ 0 ,-.-

F ..j；上式, .、
！ ．; !: rtF¥I: : ･ ･･1

． b△1..J ・

職蛾毒緊‘》”
、 口

癖
15

輯” ､ ”
て R

16

〃
８

。
ワ
ワ
Ｄ
０
ｐ
Ｕ
閏
■
“
Ｔ
Ｉ
尖

ｐ

・

１

マ

セ
■
ｑ
ｇ
ｌ
■
。
■
二
・
町

‐
４
領
戸
咋
縁
》
‐
い
・
▽
、

《
ｂ
・
・
八
、
』

〆
△
ｅ
戸
、
日
Ｌ
〃
ｒ
０
ｒ
０
、

‐
・
ロ
句
。
』
ｒ
ｖ

Ｄ

偶

ｆ
■
、
■
■

．
’
、
寺
Ｔ
〃

Ｄ
Ｐ
・
４
。
‐

Ｏ

Ｐ
Ｄ
①
ｊ
■
０
・
グ
“
β
ｏ

ｆ
Ｆ
０
Ｄ
Ｄ
い
り
ｄ
０
Ｔ
Ｇ
・
〆
０
ｂ
ロ

ロ
・
』
』
Ｂ

ｇ
ｊ
・
仁
Ｆ
１
典
ｕ
０

Ｄ
β
Ⅱ
ｑ″

△

ｆ

Ｏ

ｏ

Ｇ

』

い

Ｌ

』

・

一

口

；

Ｑ

３

１

．

子

へ

‐

部

Ｊ

叩

怜

ｑ
ｎ
ｌ
閉
口
・
生
寸
訴
一
。
４
冬
．
△

ｐ
Ｇ
■

．
託
…
と

『

Ｊ

‐
．
，
‐
・
‘
。
・
・
．
“
誰
令

ｆ

・
芯
一
一
＃
型
か
唯
電

■
い
■

わ
Ｉ

や
１
１
０
守
・
・
串
・
、
い
や

Ｐ
ザ

凸
。
操
Ｄ
Ｊ
Ｐ
ｄ

斗
・
シ
，
踵
．
、
。
．
》

。

】

。

。

Ｕ

咀

．

』

“

’

一

ヶ
ｆ
，
今
ｂ
Ｄ
‐
〆
‐
‐
．
ｑ
」

か

ｏ

ｒ

餉

帥

６

０

唖

、

19
0 5cm
1－ 』

第6図内野山I遺跡出土土器拓影

133



〃

I

’
O

B

0 5cm

I 』

第7図内野山I遺跡出土土器復原実測図

134



第二章縄文時代

Ｌ
、
、
。
ま
《

蓑

。
』
鋪
〃
Ｋ

一

》

一
一
が
《

・一や認．《

》

垂

稚

一

声

・

一

》

・

墹

峰

減
程
》
溌
一
》
識
砕
》

》
Ｐ
ｕ
Ｂ
・

。

。

〃
．
・
識

・
￥
．
，

，
黙
溌
識
熱
嘩

，
劃
↑
鍛
驚
》
誹
斡

-- .虻. - 、｡ , 夕｡

" ･2． ．ざ｡. ､導言.､ズネー、琴,ー七 ■

頁ざ弍舎，,芋 -．二 殖 ･･･

宏 号: 爵 一 :~r -z. . 。 f

‘謬毒裁篭･』班・
戸謹. -蚕､．::ﾉ:､造;､”司f-‐ ~ ~，ち4． ． －』.･ ･

･ ず．‘ ,ぷま受卜鯛淀吾 辱,今?．._
･ 詮1．~.. ､-. ぎみ.-ず' -語勢_'..
↑■=■■国F = ■

藩．--‐ ‐ ，､‐ … !:蕊:誉‘j夢 合 ' ‐幸冷'三 ‐. 、 畢報巧.－
吋-,‘ ざ=‘~~一宅-､T丸' - ･ ･･aジor ご‘，､ - . .やF･‘ 』- , T
零， 、 芦､愚 ′､－ －ー ， ．F･ 壱一寺7． ．や
句 ・ ・－－. くぺ話･ ･し o､ 2

烹疑琴鵜罵；

歩震頑~汽・呼毒f

鰄驚会箭；
′ ･奄・1禄§ 幻

f,

２
凸一

1

（
ハ
川
川
川
川
Ｈ
Ｍ
Ｗ
ｗ
４
ｎ
川
川
川
川
川
川
川
榊
８

雰
欝
、零

ザ
、
閂
０
Ｊ

。

、

“
３
畳
．
・
緯
．
噂
圭

４
９
．
Ｆ
ｆ

ｑ
垂
一

ＤＦ

ｅ
ｐ
Ｄ
昂
手
口
０

祀
晶
・
げ
一
一
胡
・
倖
・

ロ。

今
諫
恥

、
陸
。
・
・
銅
ｂ
“
．
毒
』
、
似
‐
殆
い

ｊ・
や
！
）
《
手
声
．
、
。
■
凹

咄
・
語
？
畠
‐
・
唱

．

、
Ｅ
色

猟 ’ 1 』｡

ご ｡ , ､畠
壺一 ｡一･ 』

'j 石 = 画

邸
4ニ ロニ･ 凸、 ロ ー当

瞥 塔 ィi:号.::F
=1■ P むゆ

:ふ;侭認
?r､ .. ．. ｡ r』

匙, ・々5 ． 4｡今や~~f･･二･ ｰらげ基
‘･急デ ． 「..琴::.､七・ ・
二・> ′ ・～ｰ ~：胃.出

J ■

．-巽一r3．4．
－． ･寒苓亨･尊・ 夢.：

7

”簿”

創
露薊魚

蕊蕊1 － ＊
1 lb

”

！

匙_~ 否

19

七四M 字

曇 幻
11

口
15

幻
19

》
蕊
ゾ

。‐

．｛で．’《’・

や

芋

、

『

『

唖

●
諦
酔

竿
研
●
》

辛
宇
》
《

薫

祢

ｑ
〉
号
Ｌ
Ｌ
。
Ｆ
ハ
ト

」
巳
《
・
Ｐ
・
少
吟
↓

・
占
．
酌
、
。
．
黄
“

．

bEﾋﾛｰ

ｊ

も

ｑ
、
，
靴
‐

．４

卓

』

》

｝
宮

・か
財

耗

簿

？

‐

ず

・

・

㎡

か
ヂＦ１■。▽。、

・

』
宝

Ｂ

Ｇ
■
凸
凸
唖
一
デ
グ
ヴ

“
Ｉ
Ｂ
Ｆ

命
志
調
・
女
．
，
《
湾
ゞ

鐸
輻
癖

。

１

６

■

鍵
鞍
雰
《

ｎ
ワ
寓
叩
些
令

，

歩

李

判

‐
、
》
訳
。
》
沙
《
《
蹄
諦
》
》
・

，

》
，
錘
ゞ
』
》

も

し

も

悪

簔
『 ．’ 、
哩さ､

《

魚一

蟹
、夕

０

４

Ｗ
仰
Ⅳ
川
Ⅱ
川
Ⅱ
冊
２

，
川
川
Ⅱ
Ⅱ
川
耐
２

~ ■｡＝ ‐ .口 ･ﾗｰｰｰ・

静
F

~P烏、

、汐．

r)r》

乙､〕

１

岬
１
１
１
川
川
川
川
川
州
２
５

仙
川
川
川
ｍ
２

ｑ
も
、

．
。
分
〃
、
．
ｂ

、

・
．
Ｊ
・
・

も
。
由

ロ
。

、
，
つ
ぃ
、
盛
、
弓
‐

画

《

ｐ

’

》

。

。

〃

■

画

、

’

一

牝

毛

，
呼
牟
■
》
グ
〃
宙
Ｊ
ｐ
諏
叱
ロ
郡

か
、
。
Ｌ
叩
甲
’
。
．
。
。
地
。
．
“
■
Ｆ
Ｊ
Ｐ
鮨
弾

》
彬
”
急
‐
基
．
・
鼠
●
戯
秒
恭
部

会
ロ▽

、
Ｉ
咄
、
。

。
。
“
、
。
邑
令
釘
・
巴
・
ａ
Ｆ
０
や

＃
葱
箸
漁
“
撫
砕
静
》

■
凸
冊

礼
阜
、
Ｇ
Ｉ
町

も
。
Ｊ
■
・
“
・
子
・
ざ
史

「
．
即
よ
－
吋

・畦（
●．、

叩弛尽？

典
．
・
群
。
．
」

一

・

・

、

『

’

一

。

・

Ｉ

Ａ

Ｆ

？

』

。

。

‐

．
、
！
。
〃
．

〃
叫
焉
が
。

．ゞ

、

・
許

和
沌

、
』
粥
』
。

Ｐ
，
好
．
、
。
〆
‘
自
浄
、

。ｂ、

“

討
辺
、
‐
・
○
、
画
生
ら
・

。

Ｉ

ｊ

・

毛

今

〒

・
６
Ａ
も
舎
営
砧
●
，

．

Ｌ

“

、

、

》
執
錐
坪
縦
串
＃
鷺

β”

い､曙
一津

J7－‘
･･勃

乎

２

山
川
川
Ⅱ
川
Ｈ
Ｍ
Ｍ
”
２

↑．》，

割娠

、
い
↑
、
が
Ｆ
押

売
ロ

・
稗
、
．

．‐少午。鑓ふい

。
。
“
、
、
設
・

一
一
審
一
唾
．
。
？
一
壱
参
一

・・

》
．
．
剣

《
・
哩
詳

．

．

－

」

》
冠
浄
．

叩一心ｆ

４屯字

夢

塀
』
．
〃
ロ
？

一
』
『

・
感
逝
存
一
『
．
。
』
一
．
誤
》
一
＊
Ｍ

蕊
へ
鑓
》

。
辱
■
ｊ

鯛

３

１
”

’1
－もいご凸 ﾛ

､

■ 炉■』h b

‐発生呂

争 ：､ 瞥曽背デー

,ま ' ”'悪＆ 3.

2 :; bgF.;$､4 '. f: ‐,手.;心､〈 Iト

号＃ :書: |耐J,ア･豆も戸,マ

ーロ

F 句

一%ﾛ ･

． b写. ③■▲凸▲ロー

ー

ず一､房 ･
÷ぱq・q .

q b~

･惇~ え -

も
■
■
、

・
■
０
や

沁
別
ず
符
‐
：
診
ず

グ
も

ｔ
八
Ｅ
Ｊ
・
‐
ｌ

□

１
己
。
０
㎡

‐

虹

″』瓦

、

今戸

ｊ

戸

§

や

い

争

町

Ｊ

■■③串■

砧

・

・
Ｐ
凶
ク
ヘ
マ

ム
，

２？凸
ｑ
、
、

日

■

減
守

口
６

ﾙ“ （

lOc0 I、
ｌ

第8図内野山I遺跡表面採集の土器拓影

135



■
Ｊ
●
幸

３
ケ
。
Ｆ
“
ず
・

Ｉ
ウ
凸
・
・
ロ
・
“

図
Ｊ
弔
い
，

口
わ
》
《
一
Ｅ
一
《
一
《
《

〆

‐
０
界

や．

Ｆ

溌
浅
騨
瀞
室マｒヴ

上
．
『
．
？
。
ｊ

ゞ
』
・
《
・
漢
．
、
訂
」
．
鴎
次
馬
●
．
・
・
、
、
、
・
〉
。

．
…
↑
．
：
、
”

４

．
忠
．
恥

聖
鰻
鄙
．
”
●
“
流
．
ゞ
．

．ゞ、

．

，

ゞ

‐

鋤

瀕

・

●
命
蛎
・
烏

Ｌ

ｆ

。
、
凸

◇↑

画

ａｈ

画１９

ご

〆

剛

，

．

少

き
ぜも g

篤『
l ,『；

J

｜ ；多
ﾙ 、■

、 ,: ･

乙 一己

庚

惑
＝ ■

． ､篭恋建‘シ“

鑿鱗 口
q ノ

イ
ー
“
罰

)

）
浬

1

議
識
ヅ

4

一

７一～i一・ゾデ. ．弓彗｡

蕊

．.一･ 茜･息琴客

喪：,毒壼ご全書
《

一

．
》
時
）
一
恥
○
で
場
げ

．
．
４
ｂ
享
Ｆ

外
坪
南
懲
澱
〃
β
鰐
》
夢
少》

凝
玲
毎
．
ル
ー
‐
猫

尹
塞
｜
鐸
へ
》
藷
蕊
・
》

一
“
・
鷺
蝿
令

歩
具
芋
一
罪
》
’
準
零
挙
．
毎

面
ｊ
子
弔
戟
・

ず
少

○
Ｐ
向

咄

■

ざ
》
．
』
蝿
￥
鐘
．
ｒ灘
』
雲
↓
蕊
ゞ

一
』
戸
銀 『

竜
０
４
、
更
。
△
鋏
ｐ
ｊ
ｐ
。
’
‐
。
。

．

凸

扇

ロ
０

．
冊
マ
ニ
考
滞
《

拭

咽

打

電

・
ロ
‐
、
ぐ

庇

．

。

妬

も

ノ

む

り

。

』

４
，
．
ｑ
，
０
．
や
２
唾
咽
▼
幻

１
．
．

小
：
・
・
争
稲
？
虻
》
喀
畠
・
・
乃
夢
『
が

４
．
１
吋
、
１
４
冠
・
面
．
．
□
マ
ぷ
ゐ
？
地
Ｊ
蝿
．
劃
・
”
・
芽
．
、

ざ
‐
Ｉ
Ｌ
Ｔ
州
蠅
抑
期
局
剤
魂
４
．
口
屯

今

叫
靭
計
０
．
ｂ
守
？
●
曲
げ

ロ
画
鰍
皇
咽
Ｉ
咋
も
・

ｑ
・
。
〃
。
・
・
・
‐
凡
乙
却
虫
串
瓠
１
吋
世
痘

ｄ
囚
起
臥
眺
丸
Ｊ
１
Ｄ
・
品
。
岬
４
０
４
・
司
戦
鈩
今
．
。
・
苓
亀

側
．
除
琢
用
Ｈ
弧
Ｌ
・
更
『
咽
刃
。
閏

。

４

．

１

‐

１

０

１

．

。

。。、

Ｌ
呼
頃
抑
電
亀
足
可
函
加
、
・
弓
１
，
‐

Ｇ
や
■
ｑ
ィ

ｑ
ｏ
、
叩
荊
學
酎
ニ

ザ
。
０
．
、

・
・
』
■
◇
Ｌ

■
１
１

・

・

令

“

、

‐

０

４

＄

〃

号

畢

ｒ

９

句

。

8
9

β

■、一 凸＝ 口 △
今一・ ，な今一や

蕊驫蕊舞､凸

＝.r 凸■｡ ■ ﾛ◆-も､企．

■ ～ 弓 ■ ､
9,-ど ． , . 8F寺巳･缶． ．

蕊
■ ｵ 凸

予:麹. - ‘_曾3．.謡_-. ..
基一・‐も‘ ．『ざ_ら且、_△〆戸
肖今』野 ､ ﾏ ｰ 声弔.

》噌口》男。莞ｒ◇

一■ 屯●。． ’守’

■《『野竜、

・．蓉巽》・ 、一三

1O一

↑

“

Ｊ

」

尚
・
・
弘
劃
夢
鬼
．
瀞

８
２
’
二

●
隈
凸
■

↑》

。

．

《

』

。

恥

一

℃
△
・
邑

ず
げ
■
“
ロ

阜

一

、’・４

司

■

、
〕
》
『
弛
一
●
墨
一
一
か
．
’
一
認

逃

一

．

千

・

亘

索

《

．

・

・

岫

・

守

．

一

Ｉ

．
・

・
芦
Ｉ
、

へ－ ~

雰
苓
」
．

牟
殆
恥
部
Ｌ
李
阜
へ
Ｊ
ｏ

一
．
達
詞

、
■
■
▲

。
一
・
二
吋
・
石
諏
一
。
》

一
■
「
甦
少

“

》

、

Ｆ

・

．け

。
、
壬
⑤
ロ
ｊ
乳

一
口
・
里
、

月

『

＆
11

､鐙尋
瓜
ｋ
‐
１
年
’

？
ｂ
Ｌ
恥
．
岨

〕
、
や

一
・
“
》

戸
・
『
。

》

《

■
ロ
■
』
“

，，」や

》

堤
ご
↑
叫
蛍
・
‐
Ｌ
－

も
？
『
・
戸
口
？
。
阜

謝
・
『
狩
蕊
蕊

口

』
色
色
二
一
や
、
。

、
ｄ
ぞ
坤
皇
詫
門
ナ

・
韓
遺
磨
“
轡

講
金
舞
募

ロ

』
ロ
ィ
，
祝
い

部
室

、
、
ロ
“
Ｐ
超
ロ
Ｐ

界

拭

。

‐

夙一.

3－､ﾐｨ..'､》か
、

b 鄙ごﾛ ■

一姪‘一Jノ
ロイr 〃砦

〃
鐸
才
↑
・
９
呼

今
，
琶
零 害

ｆ
￥f ：

ｑ

ｒｆ

片

Ｌ

Ｐ

晒

．
や
｛
戸
●
、
》
《
．

“．

Ｇ
③
ｂ
●
６
ｂ
■

一

■
■
ｎ
Ｆ
眼
咽
■
■
■

や
。
｝
ｂ

“ｑ

・

｝

、

ｇ

〕

■
『
、
。
』
・
ロ

凸

寺
評
恥
・
へ

‐
亘
墾
ヘ
酋
曝
、
函
烈

ｑＰ己

。
や

■

一

口
ｂ
■
存
■
、

“
グ
邑
晶
島

12r ﾛ, =

犠嘩:･“.､. ･ ．
,､配 ▽､ご ←R ﾏ ･ 呂守S q b =
二･ 句’ 2 ，， ‐

･ '一●･ －G % ﾏ

､到索シ ､n
‘儲望笂諄考
『､ ~ ■ ■一二

．篭
■3

喝

９
瓦

“
岬
〃
〃
〃
耐
巧
ゞ
、
‐
・
心
．
、

蕊
五
一
℃
壬

燕
一
一
諄
一
獄
巻

‐
苓
堂
・
繩
式
』
奄
一
・
謹
哉

ロ
へ
。
↑
へ
据
亨
生
計
一
．
』
郵
一
温
埼

■
弐
一
（
叱
如
可

、:亨毒塁…

17 零寮善一＝
q‐

Ｃ
ｑ
ｑ
ｑ
Ｊ

Ｉ

回
合

、
齢
騒
蜜
、

認
蕊
一
〉

：
一
．
．
、

：

↑

．

》

舎

頭

ゞ

も

、

手

零
｛
蕊
霧
．

『
。
ｂ

《
。
．
守
口
▽

や
Ｌ
』
”

蕊
》
寒
｝

《

△

マ『．

鮭

(） 10cm
14

ｌ

第9図内野山I遺跡表面採集の土器拓影

136



第二章縄文時代

3

－4

8-8

ハハ

ーム0

－1(）

9-11

9-18

3 916

図版l 内野山I遺跡表面採集土器

137



も
も
ぞ
の
い
り
の
ほ
ら

皿
桃
園
入
ノ
洞
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
挑
園
字
入
ノ
洞

位置図

’

遺跡範囲図

138



第二章縄文時代

桃園入ノ洞遺跡全景(尾畑遺跡から）

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
愛
麿
山
か
ら
東
南
方
に
延
び
た
尾
根
末
端
部
分
か

ら
下
方
の
、
棚
状
に
張
り
出
し
た
緩
傾
斜
面
、
挑
園
入
ノ
洞
の
海
抜
二
一
三
ｍ
付

近
に
位
置
す
る
。
本
遺
跡
の
西
南
は
、
昭
和
四
二
年
（
元
宅
）
、
住
宅
地
造
成
工
事

に
よ
っ
て
、
顔
面
把
手
付
土
器
、
硬
玉
製
大
珠
を
出
土
し
た
尾
畑
遺
跡
で
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
の
後
半
、
国
道
二
四
六
号
令
ハ
イ
パ
ス
が
本
地
区

を
通
過
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
予
備
調
査
の
段
階
で
尾
畑
遺
跡
の
東
下
に
あ

り
、
縄
文
時
代
遺
跡
の
可
能
性
が
高
い
と
の
判
断
か
ら
、
同
六
○
年
（
元
会
）
、
建

設
省
中
部
地
方
建
設
局
の
委
託
を
受
け
て
、
静
岡
県
と
裾
野
市
教
育
委
員
会
が
発

掘
調
査
を
実
施
し
た
。
調
査
は
、
遺
跡
想
定
該
当
区
の
全
域
に
わ
た
っ
て
、
五
五

ｍ
の
調
査
区
を
設
定
し
、
二
次
に
分
け
て
全
面
発
掘
が
行
わ
れ
た
。

層
序
と
遺
構
層
序
第
一
層
の
表
土
層
の
下
部
第
二
層
は
、
暗
黄
褐
色
な
い

し
暗
黒
褐
色
土
居
で
、
縄
文
時
代
土
器
片
を
包
含
し
て
お
り
、
第
三
層
は
、
黄
褐

色
土
居
で
硬
く
締
ま
り
、
ス
コ
リ
ァ
を
含
ん
で
い
た
。
第
四
層
以
下
は
、
層
序
が

不
整
合
で
、
上
部
か
ら
崩
壊
し
た
堆
積
土
居
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
遺
構
集

石
土
坑
状
遺
構
一
カ
所
、
士
坑
状
遺
構
四
一
カ
所
、
竪
穴
状
遺
構
二
カ
所
、
溝
状

遺
構
二
カ
所
、
柱
穴
状
の
も
の
二
○
○
余
が
検
出
さ
れ
た
。
土
坑
状
遺
構
の
う
ち

Ⅳ
号
、
羽
号
、
溺
号
か
ら
縄
文
時
代
土
器
片
が
出
土
し
た
が
、
ほ
か
か
ら
流
れ
込

ん
だ
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
鴻
号
か
ら
は
、
同
時
代
中
期
の
土
器

片
と
磨
石
が
出
土
し
、
時
期
判
断
の
資
料
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
狸
号
か
ら
焼

土
が
検
出
さ
れ
、
炉
吐
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
次
に
竪
穴
状
遺
構
の
１
号
趾
か

ら
炭
化
物
（
木
炭
）
が
出
土
し
、
）
）
れ
を
資
料
に
し
て
年
代
測
定
を
し
た
結
果
、

一
二
三
○
＋
’
八
○
年
前
と
い
う
数
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。
同
２
号
趾
は
、
１
号
趾

に
隣
接
し
、
関
連
が
あ
る
遺
構
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
溝
状
遺
構
と
竪
穴
状
遺
構
に

1qQ
エリ』
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第二章縄文時代
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Ｎ

’

32－800
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I

０
」I

灰柵色土､流水によっててきた溝の覆土と考え.られる。

灰臼陽色土､ " 11.暗黄隅色土
黄蝸色土､炭焼窯築造のため削り取った土を盛ったもの｡ II e 暗黒閥色土､ ｽｺﾘｱを微量含し,。
暗黒間色土、炭化物を多量に合し'・炭焼窯からの排土。 II f 耕作土、暗黒間色土に基盤層の黄褐色土を混入。
暗黒蝸色土､ 3mm程度のｽｺﾘｱを少量含む｡ IIg暗青黒隅色土､極めて硬く ､粘性が強い。
黒出色土、流水によってできた溝の覆土と考えられる。 ｜Ⅱ 黄隅色土（基盤層)、理く 、 スコリアを含む。体jルロームと異なり
I b， I Cの溝より古い段階のもの かなり古い段階での崩壊土の堆積と考えられる。
〃 〃 Ⅳ 土坑内悩土

桃園入ノ洞遺跡土層断面実測図

ｑ
Ｄ
Ｃ
６
ｄ
ｅ
ａ
０
Ｄ
Ｃ

ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
１

関
連
す
る
柱
穴
以
外
の
も
の
は
、
伴
出
遺
物
が
な
い
た
め
、
時
期
、
性
格
は
明
ら

か
で
な
い
・

遺
物
縄
文
土
器
片
一
四
九
点
、
磨
石
二
一
点
、
凹
石
、
石
鍍
各
一
点
の
ほ
か
、

無
文
素
焼
土
器
片
、
近
世
Ｉ
近
代
陶
磁
器
片
、
鉄
砲
玉
等
が
出
土
し
て
い
る
。
ゞ
｝

の
う
ち
縄
文
土
器
は
、
胎
士
、
文
様
か
ら
四
群
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
第
一
群
土

器
（
第
１
図
１
１
３
）
撚
糸
文
と
山
形
押
型
文
が
施
さ
れ
る
も
の
で
、
撚
糸
文
士

器
は
胎
士
に
石
英
、
長
石
、
黒
雲
母
、
白
色
石
粒
を
含
み
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。

押
型
文
土
器
は
胎
土
に
黒
雲
母
と
、
若
干
の
繊
維
を
含
み
、
焼
き
は
良
好
で
あ
る
。

第
二
群
土
器
（
第
１
図
４
）
薄
手
で
、
連
続
爪
形
文
が
施
さ
れ
る
。
胎
土
に
石

英
、
長
石
、
砂
粒
を
含
み
、
暗
灰
色
で
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
第
三
群
土
器
（
第
１

図
５
１
咽
、
第
２
図
説
）
隆
起
線
文
帯
で
文
様
区
画
を
構
成
し
、
三
叉
文
、
沈
線

等
で
埋
め
る
も
の
、
隆
起
線
文
帯
に
半
裁
し
た
竹
管
で
連
続
し
た
刻
目
を
施
す
も

の
、
同
じ
く
へ
ラ
状
器
具
で
刻
目
を
施
す
も
の
、
蛇
頭
状
の
突
起
の
も
の
（
第
１

図
皿
・
皿
）
等
、
文
様
変
化
に
富
む
。
第
四
群
土
器
（
第
１
図
皿
Ｉ
恥
、
第
２
図

”
Ｉ
調
、
銘
Ｉ
印
）
Ｍ
１
Ⅳ
は
、
口
縁
部
が
内
側
に
反
り
返
る
も
の
、
岨
ｌ
皿
は
、

口
縁
部
端
を
折
り
返
す
も
の
、
躯
は
、
口
縁
部
端
に
粘
土
を
貼
り
つ
け
た
も
の
、

鯉
は
、
低
い
隆
帯
を
め
ぐ
ら
す
も
の
な
ど
で
、
無
文
の
口
縁
部
で
あ
る
。
”
１
羽

は
、
半
裁
し
た
竹
管
に
よ
る
横
位
の
条
線
に
、
刻
目
を
施
し
た
も
の
、
鋤
Ｉ
弱
は
、

粘
土
紐
を
は
り
付
け
た
も
の
、
粥
・
銘
ｌ
蛆
は
、
縦
の
沈
線
文
を
地
文
と
し
た
上

に
、
隆
起
線
文
帯
を
つ
け
た
も
の
、
そ
の
ほ
か
隆
起
線
文
帯
で
文
様
構
成
を
し
た

も
の
、
縄
文
施
文
の
も
の
等
が
あ
る
。
以
上
、
第
一
群
土
器
は
、
縄
文
時
代
早
期

前
半
に
属
す
る
も
の
、
第
二
群
土
器
は
、
同
中
期
の
初
め
頃
、
第
三
群
土
器
は
、

同
中
期
中
葉
、
第
四
群
土
器
は
、
同
中
期
後
半
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第二章縄文時代
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桃園入ノ洞遺跡グリッド別遺物出土状況

石
器
類
は
、
第
３
図
に
示
し
た
通
り
で
、
１
１
皿
は
磨
石
で
、
円
形
で
偏
平
な

も
の
、
長
楕
円
形
で
断
面
が
丸
い
も
の
と
四
角
な
も
の
、
不
定
形
な
も
の
等
が
あ

り
、
石
質
は
安
山
岩
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
入
ノ
洞
の
棚
状
平
担
面
は
、
土
居
の
検
出
状
態
か
ら
み
て
、
上

部
か
ら
崩
壊
し
て
形
成
さ
れ
た
地
形
で
あ
り
、
遺
物
の
出
土
状
況
か
ら
崩
壊
し
た

の
は
、
縄
文
時
代
早
期
以
前
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
遺
物
は
、

遺
構
と
の
結
び
つ
き
が
薄
く
、
こ
の
平
坦
面
西
南
に
尾
畑
遺
跡
の
あ
る
一
｝
と
か
ら
『

同
遺
跡
が
営
ま
れ
て
い
た
時
点
で
転
落
し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
記
号
土
坑

は
、
縄
文
時
代
中
頃
に
営
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
の
炭
化
物
の
測
定
年
代

か
ら
奈
良
時
代
前
後
の
も
の
と
さ
れ
た
竪
穴
状
遺
構
は
、
柱
穴
と
士
坑
が
同
心
円

状
に
配
列
し
て
い
る
が
、
炭
化
物
（
木
炭
）
以
外
の
出
土
遺
物
が
な
く
、
そ
の
性

格
は
明
ら
か
で
な
い
・

現
状
発
掘
調
査
後
は
、
国
道
二
四
六
号
の
路
線
敷
と
な
っ
て
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
渡
瀬
治
ほ
か
「
富
沢
原
・
千
福
馬
場
添
・
大
畑
・
挑
園
入
ノ
洞
」
建

設
省
中
部
地
方
建
設
局
・
静
岡
県
・
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
八
九
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
愛
麿
山
か
ら
東
へ
延
び
る
尾
根
丘
陵
の
稜
部
平
坦

面
の
、
海
抜
三
○
六
ｍ
付
近
の
と
一
）
ろ
に
位
置
す
る
。
ゞ
）
の
丘
陵
の
南
北
に
は
、

縄
文
時
代
早
期
の
撚
糸
文
土
器
を
出
土
し
た
千
福
小
杉
平
第
二
遺
跡
や
、
同
早
期

の
市
場
平
第
二
遺
跡
、
細
野
沢
遺
跡
が
あ
り
、
ま
た
早
期
の
条
痕
文
土
器
を
出
土

し
た
富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡
が
点
在
す
る
。

発
見
と
調
査
裾
野
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
建
設
が
、
昭
和
六
一
年
（
一
五
〈
）
、
実
施

さ
れ
る
ゞ
）
と
に
な
り
、
裾
野
市
大
畑
字
中
畑
に
選
定
さ
れ
た
〉
）
と
が
、
市
当
局
か

ら
市
教
育
委
員
会
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
教
育
委
員
会
は
現
地
を
踏
査
し
、
予
定
地

の
遺
跡
確
認
を
す
る
た
め
予
備
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
予
備
調
査
で
、
縄
文
時

代
早
期
後
半
の
土
器
片
と
石
器
を
検
出
し
た
の
で
、
本
調
査
を
行
い
、
住
居
趾
一

カ
所
、
土
坑
五
カ
所
、
集
石
遺
構
一
カ
所
を
検
出
し
た
。

層
序
と
遺
構
土
居
は
、
愛
鷹
山
麓
の
他
の
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
土
居
状
態
を
示

し
て
い
た
。
第
１
層
は
耕
作
土
居
、
第
Ⅱ
層
は
、
淡
褐
色
土
居
で
き
め
の
細
か
い

砂
粒
を
含
み
粘
性
が
な
い
。
第
Ⅲ
層
は
、
白
色
軽
石
層
で
、
第
Ⅳ
層
は
、
茶
褐
色

土
居
で
、
ス
コ
リ
ァ
を
含
み
、
硬
く
締
ま
る
。
第
Ｖ
層
は
茶
褐
色
土
居
で
、
少
量

の
ス
コ
リ
ア
と
赤
色
の
パ
ミ
ス
を
含
み
、
や
や
粘
性
が
あ
る
。
第
Ⅵ
層
は
、
暗
褐

色
士
層
で
粘
性
が
あ
る
。
第
Ｖ
・
Ⅳ
層
か
ら
縄
文
時
代
土
器
片
が
検
出
さ
れ
た
。

住
居
趾
（
中
畑
遺
跡
発
掘
遺
構
図
）
は
、
不
整
形
の
隅
丸
方
形
を
な
し
、
長
径
三
・

六
三
ｍ
、
短
径
三
・
二
九
ｍ
、
深
さ
二
六
ｍ
の
規
模
が
あ
り
、
南
側
床
面
に
浅
い

掘
り
込
み
が
あ
っ
た
。
掘
方
は
皿
状
で
、
住
居
趾
直
上
か
ら
縄
文
時
代
早
期
土
器

片
が
出
土
し
た
。
ま
た
住
居
吐
北
側
一
・
二
ｍ
の
と
こ
ろ
か
ら
、
石
皿
が
裏
返
し

た
状
態
で
出
土
し
た
。
そ
の
他
に
、
土
坑
五
カ
所
と
集
石
遺
構
が
あ
っ
た
が
、
集

石
遺
構
は
自
然
石
五
個
を
中
心
に
、
東
西
三
・
三
ｍ
、
南
北
二
・
五
ｍ
の
範
囲
に
、

礫
、
自
然
石
一
九
個
を
配
し
て
い
る
。
礫
は
こ
ぶ
し
大
で
あ
っ
た
。
↑
｝
の
集
石
内

に
縄
文
時
代
早
期
土
器
片
二
点
が
検
出
さ
れ
た
。

遺
物
石
器
は
、
ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
、
石
鍍
二
点
、
不
定
形
石
器
一
点
、
磨

石
四
点
、
石
皿
五
点
、
ま
た
予
備
調
査
で
、
石
鍍
一
点
、
磨
石
三
点
、
石
皿
一
点

が
出
土
し
て
い
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
（
第
１
図
１
）
は
、
黒
曜
石
の
剥
片
の
片
側

に
細
か
い
剥
離
を
加
え
刃
部
を
作
り
出
し
て
い
る
。
石
鐡
（
第
１
図
２
１
４
）
は
、

か
え

２
．
３
は
黒
曜
石
製
で
逆
り
を
作
り
出
し
、
４
は
頁
岩
製
で
底
辺
の
丸
い
三
角
形

を
し
て
い
る
。
不
定
形
石
器
（
第
２
図
１
）
は
、
頁
岩
製
で
、
一
端
に
表
裏
か
ら

細
か
い
剥
離
を
入
れ
て
刃
部
を
作
り
出
し
て
い
る
。
磨
石
（
第
２
図
２
１
４
、
第

４
図
２
．
３
）
は
直
径
５
ｍ
前
後
の
河
原
石
で
、
全
体
に
使
用
痕
が
あ
る
。
石
質

は
安
山
岩
で
あ
る
。
石
皿
（
第
３
図
１
１
５
、
第
４
図
４
）
は
、
中
央
に
凹
面
を

持
つ
も
の
と
、
全
体
を
平
坦
に
し
て
使
用
し
た
も
の
が
あ
る
。

士
器
は
、
文
様
の
構
成
に
よ
っ
て
、
七
類
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
類
土
器
は
、

主
な
文
様
構
成
が
隆
帯
文
に
よ
る
も
の
（
第
５
図
１
、
第
７
図
１
１
８
）
で
、
口

縁
部
に
太
い
隆
帯
を
付
し
、
刻
み
目
を
施
す
も
の
、
口
縁
部
に
比
較
的
低
い
隆
帯

が
あ
り
、
刺
突
状
の
刻
み
目
が
施
さ
れ
る
も
の
、
口
唇
部
に
狭
い
隆
帯
を
施
し
、

刻
み
目
を
施
す
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
第
二
類
土
器
は
、
主
な
文
様
構
成
が
沈
線

文
系
の
も
の
（
第
５
図
２
、
第
７
図
皿
・
皿
）
で
、
口
縁
部
か
ら
下
の
屈
曲
部
に

幅
広
の
沈
線
文
を
施
し
、
地
文
に
縄
文
を
施
す
も
の
と
、
屈
曲
部
に
刻
み
目
を
施

す
も
の
で
あ
る
。
第
三
類
土
器
は
、
条
痕
文
系
の
土
器
（
第
８
図
１
１
略
、
第
６

図
１
．
３
．
４
）
で
、
条
痕
文
を
裏
表
に
施
す
も
の
、
条
痕
文
が
表
面
だ
け
あ
る

も
の
、
条
痕
文
が
裏
面
だ
け
に
あ
る
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
第
四
類
土
器
は
、
爪

形
文
状
の
刺
突
文
を
施
す
も
の
で
あ
る
（
第
８
図
恥
）
。
第
五
類
土
器
は
、
無
文
土
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器
（
第
６
図
２
）
で
、
焼
成
が
悪
い
。
第
六
類
土
器
は
、
薄
手
の
土
器
（
第
９
図

１
１
８
）
で
、
細
沈
線
文
の
施
さ
れ
る
も
の
、
条
痕
文
が
施
さ
れ
る
も
の
、
無
文

の
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
第
七
類
土
器
は
、
無
文
の
底
部
破
片
で
あ
る
（
第
９
図

９
）
。
第
９
図
皿
ｌ
岨
は
、
表
面
採
集
さ
れ
た
土
器
片
で
あ
る
。
以
上
の
土
器
類

は
、
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
同
前
期
の
初
め
頃
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ

ブ
（
》
Ｏ

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
前
期
初
め
に
営
ま
れ
た
遺

跡
で
あ
る
。
海
抜
三
○
○
ｍ
の
高
所
に
立
地
さ
れ
て
い
る
が
、
北
東
部
の
裾
部
か

ら
の
比
高
は
わ
ず
か
に
一
五
○
ｍ
前
後
し
か
な
い
。
ま
た
遺
跡
の
規
模
は
小
さ
い
。

現
状
市
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
敷
地
部
分
は
消
滅
し
た
が
、
他
は
山
林
と
な
っ
て

い
る
。資

料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
井
上
輝
夫
「
裾
野
市
大
畑
中
畑
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教

育
委
員
会
一
九
八
六

1頁ワ
ェリム



第二章縄文時代

’

’

3

5

ｍ

］

Ｃ５
１
－

０
１

第2図中畑遺跡出土石器実測図

153



1

３

4

I 5

0 10cm

L I 』

第3図中畑遺跡出土石器実測図

154



第二章縄文時代

’

’

1

2

3

0 5cm

l . _L _l

’

4

10cm0

第4図中畑遺跡出土石器実測図

155



や
ゆ
［

理
》
雲
，
三
封
〃
一
志
１
つ
一
…
。
“
ゞ
、
〒

串
、
‐
み
や
．
□
Ｆ
」
・
・
／
》
へ
ぶ
ざ
，
，
戸

ｅ
少
Ｄ
“
△
、
。
、
い
や
。
●

。
、
、
』
・
ザ
唖
や
ご

￥
一
弐
・
号
典
．
》
↑
ご

｛
テ
．
歩
室
．
、
一
》
咽
、
・
‐
ペ
鰹
・
戦
》
手
》
｜

、

ず

壷

．
Ｒ
↑
垂
、
．
》
“
・
御
舜
一
．
●
》
一
・
輯
●
シ
・
ゞ
↑
．
．
．
〃
．
．
．
《
』
》
．
｝
、
へ
、
一
・
壬
斗
。
》
《
い

ぶ
心
〉
〃
・
士
酔
剤
ル
ン
群
ソ
″
・
一
‐
・
↓
．
●
唾
〆
．
．
｛
啄
一
的
↑
季
・
卓
：
。
》
、
．
参
《
、
》
シ

岸
：
．
・
３
戸
』
』
↑
↑
季

』
ず
一
一
一
・
一
・
．
．
《
雫
．
‐
》
》
一
錘
《
評
》
秘
溌
一
子
笈
．
一
員
《
》
，
一
堀
．
と

や

尾

．

・
・
（
・
手
ロ
草
‐
叩
ノ
ｏ
ｆ
，
師
年
面
、
群
』
‘
△
．
・
、
・
諏
・
．
《
』
・
ぷ

鋒
↓
Ｆ
●
●
．
和
．
・
・
．
《
｜
・
・
４
一
・
．
一
一
》

Ｐ
Ｔ
・
‘
鉛
全
一
：
，
叩
詐
唾
・
《
ン
。
や
．
ｑ
『

。
■
■
・
■
ダ
ダ
命
む

く
｝
へ
．
ｅ
七
穴
。
ｆ
》
“
勤
一
評
・
等
》
》
一
・
．
酢

盆
へ
一
・
・
．
す
？
』

、
？
ゞ
・
一
等
・
曹
最
託
・
ず
ぐ
“
．
》
》
↑
鱈
・

一
胃
丸
獅
衿
鐸
や
勢
一
㎡
＊
｛
一
＄
，
￥
篭
‘

写
・
・
△
・
・
・
夢
回
．
．
．
〃

發
蔑
瀦
顛
斑
〉
《
“
“
群
零
審
懸
靭
・

〈
、
。
・
・
・
◆
《
。
‘
Ｆ
１

八
》
｜
点
、
・
公
．
：
侭
・
》
熱
燭
．
竿
一
一
率
率
↑
》
・
ゞ
墨

鼻
。
、
常
．
」

へ
、
《
・
心
》
一
》
割
．
．
》
恥
卿
酔
一
・
．
犀
・
沙
・
課
．
‐
．
、
、
、
。

〃
画
．
歩
。
』
８
０
、
’
一
魂
ザ
ハ
凸
軸
」
』
。
．
‘
．
。
．
』
・
ざ

弐
・
．
、
↑
、

・
己
ｇ
『
、
：
。
□
ヱ

グ
。
寺
‐
へ
一
Ｊ

』
。
。
【
。
〆
，
，
辞
・
“
一
か
．
》

“
・
‐
た
．
●
軸
・
籍
一
・
麓
い
ぜ
巧
口
．
｜
‐
・
・

〆
．
〆
．
‐
の
八
一
『
和
か
鄙
、

宝

、
■

。
、
０
Ｊ
．
夕

”
‐
幹
由
’
グ
ー
、
。
こ
▲
て
》
・
圭
一
『

《
ず
，
【
“
壷
・
Ｐ
夕

闇
卜
．
￥

１
〃
，
０
▼
『
里
．
ロ
６

1

一津呉望“質 罫埋 ソ
〃
．

？

●
》
，
岬
，
》
、
．
｝
》
ｊ
グ

ノ
ク
？
』

艮
一
ヤ
ペ
咳
・
恥

乃
，
』
叱
因
ロ
ム
・

暉
一
ウ
ベ
寺
●
．
一
唖
、
，
い

り

坐

一
一
一
、
函
壁
」

、
・

Ｌ
’

一
》
一
声
》
》
・
・
巖
哩

溌
『
ゞ

》
《
帳
啼
辿
・
一
‐
王

電
尋
一
一
一
酢
．
一
．
一
沁

一
‐
ｄ
ｑ
〃
▼
、

一
球
蔀
．
竺
〆
”
．
が
．
〉

一
一
犀
Ｌ
些
〆
ざ
・
・
，

一
・
・
ヤ

黙頚"累序焚農…5廷電、
． 「 ｡｡ 孔 ’ . ､

L‘ ｡ ･ ･ ･ , ･ ･ ･ 1膏
?. ‐ ､ _ 卜

L ． .巳. . 』
塊･～一・ ●－ー. P 9口 Q

一 ・ . 亨 JPO . ■ 戸ﾛ ｰ宇串－－－､一 .
L－－－ . － G 。 ｡ ■三・ F一〆今一△尹吾
、． ．'･ ･’－．－－ ．．L_畠： ． ､一・ ・ ・鐘

迂宇． -管寺号-:､I.:樽ラー
● ﾛ写

”ず; 』鐘:
←一F ・ 画

、 '､～

、島， _〆

２
ｍＣ
■
Ⅱ

５

１

０
１

第5図中畑遺跡出土土器拓影



第二章縄文時代

二

ｗ
Ｊ
タ
４
１
１
ヘ
４
も
＆
？
■
’
０
１
１

『

・

‐

◆

Ｊ

、

，

４

．

．

．

，

、

や

姶

珍

罰

：

甦

筥

、

〃

２

．

．

》

や

〃

ｍ

が

》

．

．

》

唾

・

一

級

。

ｔ

、

。

．

》

．

》

才

噸

，

↑

．

・

、

、

。
”
身
。
．
よ
ぶ
●
沙
○
・
一
．
、
ザ
．
。
『

ず
ｒ
・
●
〃
、
ｂ
ｅ
。

‐
マ
。
、
、
■
・
始
但

湧
ｉ
『
知
、
”
〆
守
。
、
“
ロ
グ
脚
．
。
。
二

Ｐ
Ｏ
一
戸
ｐ
Ｂ
１
０
＄
《
〃
ず
予
〆
。
。
４
申

』
夕
ｒ
・
、
、
亘
亭
Ｉ
Ｄ
稲
郵
』
二
．
．
。
』
凸

》
レ
ジ
／
》
転
ぜ
．
．
』
べ
・
亘
〉
ｆ
軒
●
、
１
、
‐
今
口
１
１
▼
Ｉ
・
・
づ

》
ト
ー
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ
い
い
が
，
鰊
．
』
卜
＃

凱

溌
砿
嬉
、
、
９
１
型

、
‐
一
』
．
．
、
一
》
、
、
い
、
』
刈
鐘

謬
遡
‐
§
〃
ｉ

・
可
△
Ａ
〉
．
咄
一
・
副

ヘ
剛
熔
・
や
，
叩
／
．
‐

〆
討
・
《
／
》
，
・
〆
裂
舞
喋
‐
い
ば
〆
令
。

宝
・
‐
・
◇
恥
」
』
戎
公
弁
』
秒
．
。
〃
《
仮
睡
一
‐
蜂
剖
妙
慰
．
興

誕
〆
篭

垂
“
・
〃
Ｊ
〃
．
０
９
“
一
士

篭
骸
順
篠
や
．

ウ
．
．
＃
・
乱
．
・
・
蚕
一
存
〉
坊
払

予
が
》
滋
・
・
・
・

Ｊ
Ｄ
。

。
□
手
ナ
ザ
●
．
。
．
ク
．
”
Ｊ
‐
・
Ｊ
１
／
・
・

Ｐ

凸

・

、

〃

｛

ｇ

ｏ

ｕ

、

ダ

〉
、
．
瑠
〆
〉
・
唾
”
口
ｍ
ｙ
．
！
．
、
。
ト
ー
Ｌ
０
Ｉ
ｌ
ｊ
守
。
●
Ｌ
Ａ
埆
口
’
咽
〆
Ｄ
Ｐ
ｆ
ｂ

Ｆ』
簿
．
Ｊ

認
韮
畷
剣

・

挿

岬

。

家

減

・

錘

》

拶

蕊
ｋ
競
昨
』
ゞ
《
：

国

紬
①
図
丑
苗
晩
雲
圧
什
什
誰
苗
訓 画
弥
撒
穂
亀
〃
》
鱗
蝋

蟻
ＱＱ

飛

瀞』い
,ｵッ

一
ｍ
○
］
『
》

Ｐ
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

ｰ

色

1頁ワ
4J』



蕊汀鐵
2

胤摩‘鍾
一

i魁

ひ護
『 ･ 口 、

蝿
欝麹23 4

一〆

農職恩
1

J●
ず

挺写

隣
－＝

5

口‘灘
,琴皇1･畷,：
ｺｰ 、．．,・ ・ ． ”､ ． L・

露』輝率､も
己一.少少吾胄甸｡t･〆
、、ま.、一・参,,．

ー己

撚 0
７

鍔
諏
ｙ

咄
桐
０
‘
・
唾
辿
？

此
担
恢
・
鵠
鈩

伊
佐
，
廷ノ

報W熱§６

L-

E錨ﾓ
"bh/阜穂照

／Z
／

／

－ －〆

「
9

。
§
辞
へ
溌
一
露
吋
・
副
一
・
魂

。
』

詮
準
韓
竿
態
舞
浄
一
．
ｉ
・
鰄

齢
、
へ
無
‐
‐
．
汀
？
‐
溌
移
記
．
託
鋤

鐇
鯲
溌
遜
Ｉ

Ｆ
■
旬
Ⅱ

曇
樫
認
戦
郷
弾
ン
川

■
凸
甲
《

〃
＃
鰹
●
》
舜
黙
』
誕
當
睡
野
癖
●
や

ｑ
・

低
守
口
。
。
、
ロ
．
．
．
４

４

．

』

‐

０

Ａ

，

凶

‐
ｆ
夕

が守

鋒勤］

鰐
.酷■． ‘
･ず.1:

、 ･

■鷺 ＝ . ･

鐸渋(4M鉢
． ､雨

． 、 部。

簿鷺

鍵捧獅鎚
‘,' : ,. . .Eも ． ‘ .

P

11

O 5cm

L I I

第7図中畑遺跡出十十器拓影

158



第二章縄文時代

鵠
専司●、口基p

L
国や 少 ､、 .

‘記'鎮動
J P

I;
L1. ..1,… 』，

, Lb , D し
年 ｡ ｡. -ダ
q

，

ﾉ‘’除鳥噌・
ﾛ ｡ ｡ , ､ .

B ■○ 4 ■ B

‘‘！” 感‘． .F

．wと､鞭､』峡

I
21

鋒
‐

ｐ
ｌ
Ｊ
ｒ
■

苧
噺

４
．
９

云
寺
。
ｂ
■

属
・
〆
、
ｒ
郡
・
・
謡
Ｊ
鼻

Ｐ
Ｕ
ｐ
》
ａ
ｆ
ｄ
凸
、
●

録

ず４Ｑ
■。■９１

ｗ〃、〆． 屯》勢や●ｆ．・０
聾▽ｂＪ』６ｊも耳

、グ
『０Ｉ－ＰＢＫワ．伊ｊ□。

〆』■、

今もＩ』蝿Ｊ』戸‐ ，訂呼暉．
，４的邑・ｑ、．

》Ｐ
》・ハベ年Ｌ，ｒＰ・’畔Ｐザた・

Ｉダ忍申ⅡＬ０９

螺"瀞
4

藤〃
YI
RO

’7
J

鰯p釜, "n-藩
5

6

日

■

・

阿

智

炉
、
廼
辛
。
。
〃
《
。
．
Ｐ
』
。
詮
・
酷
《
。

・
の
■
か
■
心
咀
心
。
秒
。
知
。
、
迅
批
心
八
函
諏
ハ
侭
一
剰
判
哩
輯
へ
、
『
‐
型

ロ

一

Ｇ

．

心

。

一
・
・
．
・
謹

む
も

〃
。
ａ
へ
電
惇
．
・
・
諺
．
華

三
・
“
ｆ
ｑ
」
甲
、
。
『
●
。
ｒ
由
．
唇
』

夕

。

．

祭

可

・

ぞ
ぺ
撚
織

綴
‐
・
僻 ノ 一

和
翻
『
詞

・
・
令
司
４
－
口
”
『

零
●
感
尹
、
．
恥

○
・
日
。
。
■
Ｆ
Ｐ
ｐ
０
ｐ
”
苧
↑

阜

凸

●

ザ

●

Ｊ

・

』

・

や

叩

。

酢

・

知

・

』

嘩

群

蛙

．

塁

羊

平

耳

‐

、

り

ぴ

■

●

一

、
い
心
．
。
。
‐
・
・
孟
畦
‐
毎
．
《
，
一
・

や
似
．
》
眼
叩
』
切
排
』
、
。
《
』
。
。
』
。
口

。

品

ｑ

ロ

駅

。

ｑ

壱

守
令
子
畠
・
』
峠
‐
、
一
瞬
姫

・
叱
域
Ｏ
Ｅ
Ｊ
Ｂ
ｐ
ｇ
。
。
◇
戸
ｏ

Ｆ
ｐ
。
ロ
リ
。
■ 議

q8

■
、

‘
、
４
主
６
・
‐
ｒ
・

凸
■
１
．

月
〃

殉
↑
‐
ｒ
ロ。

Ｆ

■

。

『

，

。

●

一

〃

準

。

．

‐

宮

舗

《

、
浄
殖
捺
』
ｆ
、
Ａ

旬
咀
時
■
■
。
■

１
．
脚
ぴ
服
０
口
．
《
小
心
い
い
、
函
缶
醒
。
↑
■
ひ
５
０
０
凸

、
転
舗
牢
鐘
糾

恥
李

蹴

③
．
毒
吋
浄

嬢
電
．、

、

鋤
[－し

《
・
牢
■
．
Ｆ

由
宇
０
Ｆ
０
．

伊

ロ

も

。

８

色

ｨ鐸:、

〃錨’
い
●
平
矧
税薙 12

10 11

‘錨胤錘
13

蟻〃鰯

霧 ＆
６

蕊
‐麺

５
日
含 ヤ

Ｑ″
14

篭零口
lb

ⅡｎＣ
■
ｌ

Ｆ
Ｄ

Ｉ

ｎ
叩
〉
■
■
■
‐

第8図中畑遺跡出土土器拓影

159



熟I鶏 I総蝋I感
2 3

1

。
Ｕ
″
〃

■

②

巳

ｌ

◇

●

ｆ

０

．

９

Ｆ

嬢
凱
懲

浦
ｖ
，
◇
鴎
、
・
ノ
ゞ
《

・

・

・

ｗ
・
‐
Ａ
乎
毎

ｑ

ｆ
ｌ
．
、
ｆ
Ｄ
も
中

一
部
．
，
牢
礎
．
咄
輝
秘
篭

グ
ユ
嚥
獅
、
崎
繩
哉
轌
、
咽

溺
輪
聯
；
４

０
眼
０
６
，
０
。
ａ
封
詔
。
。

。
■
・
Ｄ
Ｐ

い
吋
・
弧
制
、
‐
・
〃
．
．
津
塾
』

今
！
、
」
？
・
・
‐
’
．
・
恥
、
郡
・
挫

塒

．

．

．

夢

測

憩
噸
溌
討

，
砂
召
氏
刊
孤

討

《

主』

。
。
●
ｂ
９ｊ 蕊

垂;鋪
公一一・ 鵬

5 総〃鰯
6

謝
鶴

ｊ
●
・
ロ
リ
晶

壷
零 "瀞『職 I蝋f《， ．' ． 縛り 蕊

98

一一屯や、

錘.理、

舗
①
■
■
・
■
謨

転
伊

叱
。
‐
も
。
‘
・
・
叩

・
ず
曽
・
・
◇
』

》
■
釦
”
・
や
啓
早

イ
‐
．
Ｊ
・
§
・

ロ
ー
〃
‐
Ｊ
口
。
．
‐
碑
．
塾

・

。
．
・
ゞ
・
《
．
》
ル
ー
函
・
・
母
，

。。

中■

。
》
。
。
，
？
』
柏
』
毎
・

・

・

も

『

ｎ

町

、

４

１
．
．
函
電
、
や
。
華
中
》

夕？‐恥

殖

．

。

、

．

〃
０
ｒ
、
卜
、
。
“
ｒ
ロ
ロ
早

口
■
ｑ
■
”

ワ
Ｉ
Ｏ
Ｄ
伊
・
釦
毎
Ｊ
や

－

４
口
ｑ
軸
Ｐ

Ｇ
』

・
も

舟:．～．．. :ト
.、 、 ．. 、写劣一 ・ ‘，. ■ へb

● 句｡ . ヤ 謹瀞 やi《、刀 ｛／噌醇

12

４
■
凸

釦

『

Ｄ

Ｌ

Ｌ 戸師･

郷訟允
寺､ひ

爪司pも尾dq ザー ,

〆 号,- 1も‘

入懇):;房
･ 牙 r

､心 L七一 蕗､

ll

ロ甕
油
『
〆

T弓 一 b
－凸灯

10

聯､
や

1.≠
も.

:必捗1“｡,ﾉ
零n銭

14
５

屯
伊
ｌ
も
■
夕
。
ク
リ
『
‐
●
Ⅱ
ユ

。
◇
ず
ｄ

密
ｊ
－
且
』
ぷ
・
一

ｂ
、
０
５
。
晶
古

・

〃
″
ワ
■
。

◇
画
０
恥
Ｊ
■

。
。
。
咄
＃
ｖ

・
■I《鋤 ロ

３

、
、
一
一
イ
－
１

竜
口
桿
『
ゴ
ロ

■
■
、
が
■
巳
■
、

『
．
Ｆ
判
り
ｒ
、

Ｐ

・
も
■

戸
い
脈
幽

篝〃
16

〆丘 〆←

／
･4卸し C ･
〆 ･ ･･■ ■

；. . ".． ｛'茂
. ' テ 、 ．

r－． . ~Zl E D
ノ ｰ． ､. ．

薄;”r ､､:

：
訓
卿
懲
蟻

氏
〃
４
画
吟
一
弾
琿
泌
毎
Ｊ
９
岫
唖
や
》
．
、

》
磯
聯

．
‐
ｏ
ｒ
・
凸
・
試
錐
函
和
迩

‐
“
“
“
、
皿
『
・
可
・
口
角

篭溌i n
4 ；､.’
、詞-

,, .., . ,惠争
守

殴皇息埼r
G守り . ■ ｡. 一

t.. ． ．:＆..｡‐

17
4J

’
１
勺
。
Ⅱ
座
り
・

煙
芋
咄
惚
人

面
点
〉
い
》

三
一
口
●
◆
軸
が
畔
。
Ｕ
軋
山
ｐ
〆

１
１
１
－

一

Ｊ

タ
ー

ー
ー
畦
蒋
岬
．

。
ｎ
４
．
．
・

旬
。
安
く
１

1

19
18

O 5cm
I

I

第9図中畑遺跡出十十器拓影

160



第二章縄文時代

図版l 中畑遺跡1号住居趾

図版2中畑遺跡出十十器
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14

せ
ん
ぶ
く
い
ち
ぱ
だ
い
ら

千
福
市
場
平
第
一
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
千
福
字
市
場
平

位置図

遺跡範囲団
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第二章縄文時代

市場平第一遺跡近景(発掘前）

位
置
と
立
地
千
福
市
場
平
第
一
遺
跡
は
、
市
場
平
第
二
遺
跡
、
小
杉
平
第
一

遺
跡
、
同
第
二
遺
跡
、
細
野
沢
遺
跡
と
隣
接
し
、
愛
麿
連
峰
の
一
つ
、
標
高
一
四

五
七
ｍ
の
位
牌
岳
か
ら
南
東
に
延
び
る
丘
陵
上
に
存
在
す
る
。
ゞ
）
の
丘
陵
は
、
標

高
約
三
○
○
ｍ
付
近
の
と
こ
ろ
で
東
西
に
延
び
、
緩
斜
面
の
舌
状
台
地
を
形
成
し

て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
九
年
（
元
茜
）
一
二
月
二
六
日
、
東
京
急
行
電
鉄
株
式

会
社
か
ら
裾
野
市
教
育
委
員
会
に
対
し
て
、
第
一
期
高
原
都
市
計
画
の
着
工
に
先

立
ち
、
対
象
地
内
の
埋
蔵
文
化
財
の
保
護
に
つ
い
て
要
請
が
あ
っ
た
。
昭
和
五
○

年
（
一
毛
毛
一
月
一
三
日
、
市
教
育
委
員
会
で
は
現
地
調
査
を
行
い
、
台
地
の
ボ

ー
リ
ン
グ
跡
か
ら
土
器
片
が
発
見
さ
れ
、
遺
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
昭
和
五

○
年
三
月
二
二
日
か
ら
二
五
日
ま
で
笹
津
海
祥
を
担
当
者
と
し
て
予
備
調
査
が
実

施
さ
れ
、
本
調
査
は
、
昭
和
五
一
年
（
充
実
）
二
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
一
五
日

ま
で
行
わ
れ
た
。

層
序
と
遺
構
市
場
平
第
一
遺
跡
の
土
居
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｉ
層
が
耕

作
土
。
Ⅱ
層
が
茶
色
土
で
細
か
い
砂
粒
を
含
み
粘
性
が
な
い
。
Ⅲ
層
が
白
色
軽
石

層
で
富
士
山
よ
り
の
火
山
灰
層
で
あ
る
。
Ⅳ
層
は
茶
褐
色
土
で
、
粘
性
は
あ
ま
り

な
い
。
Ｖ
層
は
黒
褐
色
土
で
、
縄
文
時
代
の
包
含
層
で
あ
る
。
Ⅵ
層
が
ロ
ー
ム
層

で
あ
る
。

本
遺
跡
か
ら
は
、
次
の
と
お
り
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
住
居
趾
一
カ
所
、
焼

土
二
カ
所
、
士
坑
六
七
カ
所
、
ピ
ッ
ト
群
二
カ
所
。
住
居
趾
は
、
遺
跡
の
東
側
Ｂ

ｌ
Ｖ
グ
リ
ッ
ド
拡
張
部
か
ら
検
出
さ
れ
、
今
回
の
調
査
で
は
、
こ
の
一
カ
所
だ
け

で
あ
っ
た
。
焼
土
は
、
住
居
趾
の
北
側
、
約
四
ｍ
ほ
ど
の
位
置
に
一
カ
所
、
住
居

趾
の
す
ぐ
東
側
か
ら
も
う
一
カ
所
検
出
さ
れ
た
。
一
号
住
居
趾
（
第
１
図
）
は
、
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第二章縄文時代
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平
面
形
は
わ
ず
か
に
ゆ
が
ん
で
は
い
る
が
、
ほ
ぼ
円
形
で
、
規
模
は
長
径
二
九
八

四
短
径
二
七
○
ｍ
で
あ
り
、
壁
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
住
居
趾
内
に
は
火
を

使
用
し
た
痕
跡
は
見
ら
れ
な
い
が
、
住
居
趾
の
す
ぐ
東
側
に
焼
土
２
Ｆ
が
確
認
さ

れ
た
。
ま
た
北
側
約
四
ｍ
の
と
こ
ろ
に
焼
土
１
Ｆ
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
焼
土
は
、

楕
円
形
で
長
径
六
二
皿
短
径
五
四
ｍ
の
も
の
と
、
隅
丸
方
形
で
長
径
五
○
四

短
径
四
八
ｍ
で
、
掘
り
込
み
は
最
深
部
で
二
三
ｍ
を
測
る
。

遺
物
土
器
は
、
遺
跡
内
よ
り
二
九
九
点
が
出
土
し
、
そ
の
特
徴
か
ら
六
群
に

分
類
し
た
。

第
一
群
土
器
は
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
（
第
６
図
”
・
詔
・
詔
）
で
い
わ
ゆ
る

貝
殻
状
痕
文
を
内
外
面
に
も
つ
土
器
の
一
種
で
あ
り
、
条
痕
が
特
に
内
面
に
縦
位

・
斜
位
に
明
瞭
に
残
さ
れ
、
比
較
的
薄
手
で
胎
土
に
繊
維
を
含
ん
で
い
る
。

第
二
群
土
器
は
隆
帯
文
土
器
（
第
２
．
３
図
）
で
、
土
器
の
主
た
る
文
様
を
粘

土
帯
に
よ
り
器
面
に
横
位
・
縦
位
・
斜
位
方
向
に
施
し
、
施
文
方
法
に
よ
り
二
類

に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
類
（
第
２
図
１
）
は
地
文
に
縄
文
を
も
た
ず
、

○
・
三
ｍ
幅
の
粘
土
ひ
も
を
器
面
に
施
し
、
ゞ
）
れ
に
キ
ザ
ミ
を
施
し
て
い
る
も
の
、

第
二
類
（
第
２
図
２
１
５
．
７
１
ｍ
・
皿
ｌ
妬
）
は
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
さ
ら

に
粘
土
帯
を
貼
り
つ
け
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
群
土
器
は
沈
線
文
土
器
（
第
３
図
１
１
皿
、
第
４
図
６
．
皿
・
Ⅳ
ｌ
訳
、

第
５
図
１
１
９
．
昭
・
皿
、
第
６
図
６
１
恥
・
皿
・
型
ｌ
妬
・
羽
）
で
、
土
器
文

様
の
主
た
る
構
成
が
沈
線
文
に
よ
る
類
で
あ
り
、
そ
の
施
文
具
の
文
様
構
成
に
よ

っ
て
三
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
類
は
縄
文
の
地
文
に
半
裁
竹
管
の
押

引
文
を
使
用
し
て
い
る
も
の
。
第
二
類
は
荒
い
縄
文
の
地
文
に
半
裁
竹
管
、
あ
る

い
は
へ
ラ
状
施
文
具
に
よ
る
沈
線
に
よ
る
平
行
沈
線
を
も
つ
も
の
。
第
三
類
は
半
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第二章縄文時代

裁
竹
管
に
よ
る
押
引
文
を
も
つ
る
の
に
分
け
ら
れ
る
。

第
四
群
土
器
は
縄
文
の
み
の
土
器
群
（
第
５
図
皿
ｌ
血
・
咽
Ｉ
蝿
、
第
６
図
１

１
５
）
で
、
そ
の
中
で
単
節
の
縄
文
が
横
位
・
斜
位
に
回
転
し
て
い
る
も
の
、
無

節
の
縄
文
が
横
位
・
斜
位
に
回
転
し
て
い
る
も
の
、
異
な
る
縄
文
原
体
に
よ
る
羽

状
縄
文
の
も
の
、
不
規
則
な
斜
行
縄
文
を
施
す
も
の
、
異
な
る
二
つ
の
原
体
を
半

回
転
ほ
ど
横
位
に
施
し
て
い
る
も
の
、
縄
文
の
地
文
の
み
の
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。

第
五
群
は
無
文
土
器
群
（
第
７
図
１
．
２
．
５
．
９
１
記
・
銘
’
㈹
．
“

ｌ
媚
）
で
、
１
．
２
．
５
．
９
１
皿
は
、
口
縁
部
破
片
で
、
１
．
２
は
有
孔
土
器
、

５
．
９
１
ｕ
は
口
唇
部
外
側
に
折
り
返
し
を
も
ち
、
皿
１
Ｍ
は
平
縁
で
あ
る
。
そ

の
他
、
土
器
に
明
瞭
な
整
形
痕
が
見
ら
れ
る
も
の
、
器
面
を
研
磨
し
て
い
る
も
の

も
あ
る
。

第
六
群
土
器
は
縄
文
時
代
前
期
末
か
ら
中
期
中
葉
の
土
器
（
第
６
図
訓
ｌ
兜
・

弘
ｌ
錨
）
で
、
ゞ
）
の
一
群
は
三
角
形
の
掘
り
込
み
文
を
中
心
に
半
裁
竹
管
に
よ
る

平
行
沈
線
を
五
条
か
ら
六
条
の
縦
位
・
斜
位
に
施
文
し
て
い
る
も
の
で
、
弘
は
口

縁
部
破
片
で
、
口
唇
部
に
隆
帯
文
を
施
し
こ
れ
に
二
条
の
押
引
文
、
さ
ら
に
三
角

形
の
掘
り
込
み
文
を
中
心
に
押
引
平
行
沈
線
を
囲
む
よ
う
に
施
し
て
い
る
。
鋤

ｌ
躯
・
弱
・
記
も
同
一
個
体
と
思
わ
れ
る
。
“
・
妬
は
縄
文
中
期
中
葉
の
土
器
で
、

虹
は
へ
う
状
施
文
具
に
よ
る
区
画
、
妬
は
縄
文
の
地
文
に
蛇
行
す
る
浮
線
文
が
見

ら
れ
る
。

石
器
が
、
遺
跡
内
よ
り
不
定
形
石
器
八
点
、
石
鍍
二
点
、
石
斧
一
点
、
磨
石
一

三
点
、
石
皿
一
点
が
出
土
し
て
い
る
（
第
９
・
加
図
）
。
不
定
型
石
器
（
第
９
図
１

１
６
．
８
．
９
）
は
緑
泥
片
岩
を
使
用
し
、
原
石
か
ら
打
ち
欠
い
た
石
の
一
部
に

細
か
い
剥
離
を
施
し
石
器
と
し
、
ほ
と
ん
ど
が
長
径
五
ｍ
程
度
の
も
の
で
あ
る
。

石
鍼
（
第
９
図
叩
・
皿
）
は
黒
曜
石
製
の
石
鑛
で
、
長
径
二
・
二
皿
短
径
二
ｍ

で
、
基
部
に
浅
い
扶
り
が
あ
る
も
の
と
、
長
径
一
・
九
四
短
径
一
・
五
ｍ
を
測

る
二
等
辺
三
角
形
を
な
し
、
基
部
に
浅
い
扶
り
が
あ
る
も
の
二
点
で
あ
る
。
石
斧

（
第
９
図
７
）
は
安
山
岩
製
で
、
偏
平
に
岩
石
を
打
ち
欠
き
、
こ
の
両
側
に
剥
離

を
入
れ
て
い
る
。
磨
石
（
第
加
図
１
１
週
）
は
、
安
山
岩
質
の
磨
石
が
一
二
個
出

土
し
、
ほ
ぼ
全
体
が
一
○
聖
別
後
で
あ
る
。
４
と
５
は
凹
石
と
し
て
も
使
用
し
て

い
る
。
石
皿
（
第
皿
図
皿
）
は
安
山
岩
質
で
、
極
め
て
小
形
で
あ
り
中
央
部
を
石

皿
と
し
て
使
用
し
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
千
福
市
場
平
第
一
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
土
器
は
、
先
述
の
と
お

り
時
期
、
文
様
構
成
等
に
よ
り
、
六
群
に
分
類
さ
れ
る
。
第
一
群
土
器
は
縄
文
早

期
の
土
器
。
第
二
群
土
器
は
隆
帯
文
士
器
。
第
三
群
土
器
は
沈
線
文
土
器
。
第
四

群
土
器
は
縄
文
の
み
の
土
器
。
第
五
群
土
器
は
無
文
士
器
。
第
六
群
土
器
は
縄
文

中
期
の
土
器
で
、
こ
こ
で
は
土
器
群
の
時
期
的
位
置
づ
け
が
で
き
る
。

現
状
遺
跡
は
高
原
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
、
住
宅
が
建
て
ら
れ
当
時
の
現
況

は
な
い
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
笹
津
海
祥
・
芹
沢
充
寛
ほ
か
「
裾
野
市
千
福
市
場
平
第
一
・
第
二
・
小

杉
平
第
一
・
第
二
・
細
野
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会

一
九
八
二
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

所
在
地
裾
野
市
千
福
字
市
場
平

位
置
と
立
地
千
福
市
場
平
第
二
遺
跡
は
第
一
遺
跡
の
南
側
、
標
高
約
二
八
○

ｍ
ほ
ど
の
台
地
の
末
端
部
に
位
置
し
て
い
る
。

発
見
と
調
査
高
原
都
市
開
発
に
伴
う
現
地
調
査
中
に
、
土
器
片
が
発
見
さ
れ
、

遺
跡
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
東
京
急
行
電
鉄
株
式
会
社
の
依
頼
に

よ
り
、
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
、
発
掘
調
査
を
昭
和
五
五
年
（
売
ら
）
五
月
七

日
か
ら
行
っ
た
。

層
序
と
遺
構
市
場
平
第
二
遺
跡
の
土
居
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｉ
層
が

耕
作
土
。
Ⅱ
層
は
淡
褐
色
土
で
、
き
め
の
細
か
い
砂
粒
を
含
み
粘
性
が
な
い
。
Ⅲ

層
は
白
色
軽
石
層
で
、
富
士
山
の
火
山
灰
層
で
あ
る
。
Ⅳ
層
は
褐
色
士
で
、
大
粒

の
火
山
灰
質
の
小
石
を
多
く
含
み
粘
性
が
な
い
。
Ｖ
層
は
黒
褐
色
土
で
、
粘
性
が

若
干
あ
り
、
し
ま
っ
て
い
る
。
Ⅵ
層
は
淡
黒
褐
色
土
で
、
赤
色
ス
コ
リ
ァ
、
黒
色

粒
子
を
多
く
含
む
。
Ⅶ
層
は
淡
褐
色
士
。
Ⅷ
層
が
ロ
ー
ム
層
で
あ
る
。
本
遺
跡
か

ら
は
士
坑
一
カ
所
、
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
ニ
ヵ
所
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
土
坑
は
長

楕
円
形
で
、
長
径
一
・
二
六
ｍ
、
短
径
一
・
二
六
ｍ
、
深
さ
は
○
・
四
一
ｍ
を
は

か
る
。遺

物
土
器
（
第
２
図
１
１
４
）
は
、
遺
跡
よ
り
四
点
が
出
土
し
た
。
四
点
と

も
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
土
器
で
、
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
明
瞭
な
斜
位
・
縦
位
の
条

痕
が
施
さ
れ
て
い
た
。
石
器
は
磨
石
一
点
、
礫
器
一
点
、
石
皿
二
点
、
石
鍼
一
点

が
出
土
し
て
い
る
（
第
２
図
５
１
９
）
。
磨
石
（
第
２
図
５
）
は
安
山
岩
質
で
、
長

径
九
・
一
四
短
径
九
ｍ
で
、
よ
く
磨
り
減
っ
て
い
る
。
礫
器
（
第
２
図
６
）
は
、

15

せ
ん
ぷ
く
い
ち
ば
だ
い
ら

千
福
市
場
平
第
二
遺
跡

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

E－2

、a〃

心

層
層
層
層

１
１
２
句
。
４

黄褐色土

茶褐色土

茶褐色土

茶褐色士

(黄色う．ロックを多量に含む｡）

(小石、砂粒を多く含む｡）

(2層よl)粘性がある。）

(赤色粒子を多く含み暗い｡）
~

a'

◎

１ｎ
ｐ
ｌ

ｌ八
Ｕ
Ⅱ

第1図市場平第二遺跡1号土坑、 1．2号柱穴遺構図

安
山
岩
質
の
石
の
一
端
に
加
工
を
施
し
た
石
器
で
「
握
斧
」
と
し
て
使
用
さ
れ
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
皿
（
第
２
図
８
．
９
）
は
、
長
径
三
三
・
八
四
短
径
二

八
・
一
ｍ
の
も
の
と
、
長
径
四
○
・
四
四
短
径
二
○
・
二
ｍ
の
二
点
で
あ
り
、

石
質
は
安
山
岩
で
あ
る
。
石
鎌
（
第
２
図
７
）
は
頁
岩
質
で
、
長
径
二
四
短
径

一
・
一
ｍ
と
石
鍼
と
し
て
は
比
較
的
大
形
の
も
の
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
千
福
市
場
平
第
二
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
土
器
が
出

土
し
て
い
る
ゞ
）
と
か
ら
、
台
地
の
末
端
部
の
遺
跡
の
存
在
を
つ
か
む
こ
と
が
で
き

る
。

現
状
遺
跡
は
高
原
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
、
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
芹
沢
充
寛
・
井
上
輝
夫
ほ
か
「
裾
野
市
千
福
市
場
平
第
一
・
第
二
・
小

杉
平
第
一
・
第
二
・
細
野
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会

一
九
八
二
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第二章縄文時代

16

所
在
地
裾
野
市
千
福
字
小
杉
平

位
置
と
立
地
千
福
小
杉
平
第
一
遺
跡
は
、
千
福
市
場
平
第
一
遺
跡
の
北
西
側

の
東
方
へ
延
び
る
舌
状
台
地
に
位
置
し
、
標
高
は
約
二
八
○
ｍ
で
あ
る
。

発
見
と
調
査
千
福
市
場
平
第
二
遺
跡
と
同
時
に
、
現
地
調
査
中
に
土
器
片
を

発
見
し
、
遺
跡
の
存
在
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
市
教
育
委
員
会
が
、

昭
和
五
五
年
（
元
合
）
五
月
か
ら
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。

層
序
と
遺
構
千
福
小
杉
平
第
一
遺
跡
の
土
居
は
、
千
福
市
場
平
第
一
遺
跡
と

ほ
ぼ
同
様
で
あ
り
、
Ｉ
層
が
耕
作
土
。
Ⅱ
層
が
淡
褐
色
士
。
Ⅲ
層
が
白
色
軽
石
層
。

Ⅳ
層
が
褐
色
土
。
Ｖ
層
が
黒
褐
色
土
で
、
縄
文
時
代
遺
物
の
包
含
層
。
Ⅵ
層
が
淡

黒
褐
色
土
。
Ⅶ
層
が
淡
褐
色
土
。
Ⅷ
層
が
ロ
ー
ム
層
で
あ
る
。
遺
構
は
Ａ
調
査
区

か
ら
集
石
一
カ
所
、
土
坑
二
カ
所
が
検
出
さ
れ
、
集
石
は
石
皿
一
点
を
含
み
、
東

西
二
・
一
ｍ
、
南
北
一
・
三
ｍ
の
範
囲
内
に
礫
一
七
個
を
集
め
て
い
る
。
Ｂ
調
査

区
か
ら
は
、
土
坑
八
カ
所
、
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
二
カ
所
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
遺
物
は
Ａ
調
査
区
よ
り
土
器
（
第
５
図
）
の
二
点
が
出
土
し
た
。
全
面

に
細
か
い
条
痕
と
思
わ
れ
る
文
様
が
施
さ
れ
、
ヘ
ラ
状
施
文
具
に
よ
り
器
面
を
削

っ
て
い
る
土
器
片
と
、
全
面
に
わ
た
っ
て
彫
り
の
深
い
縦
位
の
条
痕
を
施
し
て
い

る
土
器
二
点
が
出
土
し
、
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
と
見
ら
れ
る
。
石
器
は
、
Ａ
調

査
区
か
ら
、
石
皿
（
第
５
図
）
が
出
土
し
、
安
山
岩
質
の
石
を
偏
平
に
磨
り
へ
ら

し
て
い
る
。
Ｂ
調
査
区
か
ら
、
不
定
形
石
器
（
第
５
図
）
が
出
土
し
、
偏
平
な
黒

曜
石
を
原
石
よ
り
打
ち
欠
き
、
さ
ら
に
細
か
い
剥
離
を
施
し
刃
部
を
つ
く
り
だ
し

て
い
る
。
長
径
八
・
一
四
短
径
は
打
ち
抜
き
部
分
で
四
・
四
ｍ
を
測
る
。

せ
ん
ぶ
く
こ
す
ぎ
だ
い
ら

千
福
小
杉
平
第
一
遺
跡

遺跡範囲図
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小杉第一遺跡A地区近景(発掘前）

遺
跡
の
特
徴
遺
跡
は
南
西
に
延
び
る
台
地
の
末
端
部
に
位
置
し
、
同
地
形
の

遺
構
の
あ
り
方
が
明
確
と
な
っ
た
。

現
状
遺
跡
は
高
原
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
、
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
芹
沢
充
寛
・
井
上
輝
夫
ほ
か
「
裾
野
市
千
福
市
場
平
第
一
・
第
二
・
小

杉
平
第
一
・
第
二
・
細
野
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会

一
九
八
二

小杉平第一遺跡B地原出十石器
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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所
在
地
裾
野
市
千
福
字
小
杉
平

位
置
と
立
地
千
福
小
杉
平
第
二
遺
跡
は
、
小
杉
平
第
一
遺
跡
の
北
側
、
中
央

の
台
地
か
ら
南
へ
浅
い
広
が
り
を
も
つ
小
台
地
で
あ
り
、
台
地
の
一
つ
の
張
り
出

し
部
と
も
言
え
る
部
分
に
位
置
し
、
標
高
は
約
三
一
○
ｍ
で
あ
る
。

発
見
と
調
査
千
福
市
場
平
第
二
、
小
杉
平
第
一
遺
跡
と
同
時
に
現
地
調
査
の

際
、
土
器
片
が
発
見
さ
れ
、
遺
跡
の
存
在
が
明
確
と
な
っ
た
。
こ
の
事
か
ら
東
京

急
行
電
鉄
株
式
会
社
よ
り
調
査
の
依
頼
を
裾
野
市
教
育
委
員
会
が
受
け
、
発
掘
調

査
を
昭
和
五
五
年
（
売
ら
）
五
月
か
ら
行
っ
た
。

層
序
と
遺
構
千
福
小
杉
平
第
二
遺
跡
の
土
居
は
、
小
杉
平
第
一
遺
跡
と
ほ
ぼ

同
様
の
土
居
を
示
し
、
Ｉ
層
が
耕
作
士
。
Ⅱ
層
が
淡
褐
色
土
。
Ⅲ
層
が
白
色
軽
石

層
。
Ⅳ
層
が
褐
色
士
。
Ｖ
層
が
黒
褐
色
土
で
、
縄
文
時
代
の
遺
物
包
含
層
。
Ⅵ
層

が
淡
黒
褐
色
土
。
Ⅶ
層
が
淡
褐
色
土
。
Ⅷ
層
が
ロ
ー
ム
層
で
あ
る
。
遺
構
は
土
坑

五
カ
所
、
生
活
趾
遺
構
一
カ
所
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
生
活
趾
遺
構
（
第
２
図
）

は
、
長
径
三
・
五
三
ｍ
、
短
径
二
・
六
三
ｍ
、
深
さ
は
○
・
三
一
ｍ
を
測
り
、
不

整
形
な
形
を
呈
し
て
い
る
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
が
八
個
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
床
面

は
平
坦
で
は
な
く
大
小
の
く
ぼ
み
が
あ
る
。
遺
構
内
の
覆
土
よ
り
縄
文
時
代
早
期

前
半
の
土
器
片
、
磨
石
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
物
遺
跡
よ
り
土
器
（
第
３
図
）
が
二
八
点
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
の
特
徴

か
ら
三
類
に
分
類
し
た
。

第
一
類
土
器
（
第
３
図
１
１
弱
）
は
撚
糸
文
を
地
文
と
し
、
そ
の
施
文
方
法
、

原
体
の
相
違
に
よ
り
二
種
に
分
け
る
ゞ
）
と
が
で
き
る
。
第
一
種
は
撚
り
の
細
い
縄

17

せ
ん
ぶ
く
こ
す
ぎ
だ
い
ら

千
福
小
杉
平
第
二
遺
跡

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

小杉平第二遺跡近景

を
五
条
か
ら
七
条
巻
き
つ
け
た
原
体
に
よ
る
撚
糸
文
を
、
縦
位
あ
る
い
は
斜
走
さ

せ
て
い
る
も
の
、
第
二
種
は
比
較
的
太
い
縄
を
棒
状
の
も
の
に
巻
き
つ
け
、
一
度

の
回
転
が
半
回
転
程
度
の
非
常
に
短
い
撚
糸
文
を
残
す
も
の
に
分
け
ら
れ
る
。

第
二
類
土
器
（
第
３
図
妬
・
”
）
は
主
た
る
文
様
構
成
を
へ
う
状
施
文
具
に
よ

る
沈
線
を
横
位
・
斜
位
に
施
し
て
い
る
も
の
。

第
三
類
土
器
（
第
３
図
詔
）
は
無
文
土
器
で
あ
る
。

石
器
が
総
数
に
し
て
二
七
点
出
土
し
て
い
る
（
第
４
１
６
図
）
。
不
定
形
石
器

（
第
４
図
１
１
４
）
は
、
１
．
２
が
偏
平
な
安
山
岩
質
で
石
の
一
端
を
大
き
く
打

ち
欠
き
、
さ
ら
に
そ
の
先
端
部
に
細
か
い
剥
離
を
施
し
、
石
器
と
し
て
い
る
。
１

は
長
径
六
・
○
皿
短
径
二
・
五
ｍ
を
測
る
。
２
は
長
径
一
三
・
八
皿
短
径

四
・
一
ｍ
で
あ
る
。
３
は
安
山
岩
質
で
、
長
径
五
・
六
四
短
径
四
・
五
ｍ
で
あ

る
。
４
は
緑
泥
片
岩
質
で
、
ス
ク
レ
ー
パ
ー
型
の
形
を
と
り
、
長
径
七
・
七
皿

短
径
六
・
一
面
で
あ
る
。
皿
状
石
器
（
第
４
図
５
）
は
、
緑
泥
片
岩
質
の
石
を
大

き
く
打
ち
欠
き
石
質
を
良
く
利
用
し
た
石
器
で
、
長
径
一
二
・
六
四
短
径
一

一
・
三
ｍ
を
測
る
。
磨
石
（
第
４
．
５
図
６
１
型
）
が
一
九
点
出
土
し
て
い
る
。

棒
状
、
円
形
、
楕
円
形
、
方
形
と
形
が
さ
ま
ざ
ま
で
、
凹
石
と
し
て
兼
用
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
石
皿
（
第
６
図
）
が
三
点
出
土
し
て
い
る
。
石
質
は
三
点
と
も

安
山
岩
質
で
あ
る
。
弱
は
長
径
一
二
・
五
四
短
径
二
○
・
五
ｍ
で
、
二
辺
が
打

ち
欠
け
て
い
る
。
妬
は
長
径
二
五
・
六
皿
短
径
二
二
・
一
ｍ
で
あ
る
。
”
は
長

径
二
九
・
一
皿
短
径
二
四
・
四
ｍ
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
愛
縢
山
麓
に
、
縄
文
時
代
早
期
前
半
の
撚
糸
文
土
器
文
化
を
持

つ
遺
跡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
同
時
代
の
生
活
文
化
の
一
端
が
明
確
と
な
っ
た
。

現
状
遺
跡
は
高
原
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
、
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
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第1図小杉平第二遺跡遺構全体図

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
芹
沢
充
寛
・
井
上
輝
夫
ほ
か
「
裾
野
市
千
福
市
場
平
第
一
・
第
二
・
小

杉
平
第
一
・
第
二
・
細
野
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会

一
九
八
二
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第二章縄文時代

I

’

(粘性はあまりなく 、亦色、黒色粒j'を多く含む｡）

( 1層より暗く 、赤色、 ,',1,(色粒｣'･も少ない｡）

(ﾉl､石、赤色、蝋色粒皇l"･を微1II:含む｡）

（ロームブロ､ソクを多く念み、 llIilい。）

（4層よ')ロ ムブロックのIII:が少ない｡）

仲
仰
＃
＃
＃

ｔ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
ｒ
Ｊ
ｔ
Ｉ
Ｊ
■
１
Ｊ
１
－
ｊ

Ｆ

１
２
３
４
４

茶褐色二I

茶褐色二I

黙褐色士

黄褐色二I

批悶色二I
’1

面 0 1m' (U
E I

第2図小杉平第二遺跡1号生活祉遺構図

小杉平第二遺跡1号生活杜
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第3図小杉平第二遺跡出土土器拓影
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第二章縄文時代

’

I
へ
川
川
Ｗ
Ｍ
ｕ
ｖ
４

’

ハ
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蚕

、
、
人
一

Ｉ
Ｉ
１
１
、
、
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、
』
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、
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’

’

6
’

一

５

’

10

’ 1l

9

’

0 5cm
l I 」

’
413

第4図小杉平第二遺跡出土石器実測図
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第二章縄文時代

’

Ⅱ
１
ｑ
〆
尭
，
北
や
″
〃
伽
酬
い

Ｉ・
稗
ヴ
ム
ゴ
ヤ

１
９
０
．
１
ｂ I

1

iMい、
¥. ,－7－
J 。

《,レ .寺 炉

￥. ‘ー、戸¥. ,－7－
J 。

《,レ .寺 炉畠

一一

一一一ﾌﾉｰ冬雲一一 ， ． I、

’ 5

一

26

ワワ
空イ

O 10cm

I －l_ 」1

第6図小杉平第二遺跡出土石器実測図
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小杉平第二遺跡出土土器
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第二章縄文時代

所
在
地
裾
野
市
千
福
字
細
野
沢

位
置
と
立
地
細
野
沢
遺
跡
は
、
千
福
市
場
平
第
一
遺
跡
の
東
側
に
隣
接
す
る

東
西
約
五
○
ｍ
、
南
北
約
三
○
○
ｍ
の
や
せ
尾
根
に
立
地
し
、
標
高
は
約
二
九
五

ｍ
で
あ
り
、
南
北
に
谷
が
入
り
込
ん
で
い
る
。

発
見
と
調
査
千
福
高
原
都
市
開
発
に
伴
う
現
地
調
査
が
行
わ
れ
、
地
形
的
に

遺
跡
の
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
台
地
を
予
備
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
調
査
区
か
ら

土
器
片
が
出
土
し
、
遺
跡
の
存
在
が
明
確
と
な
っ
た
。
〉
）
の
た
め
東
京
急
行
電
鉄

株
式
会
社
の
依
頼
に
よ
り
、
裾
野
市
教
育
委
員
会
が
昭
和
五
六
年
（
一
天
一
）
五
月

二
三
日
か
ら
九
月
一
一
日
ま
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。

層
序
と
遺
構
層
序
本
遺
跡
の
層
序
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
Ｉ
層
は
耕

作
土
で
黒
色
を
呈
す
る
。
Ⅱ
層
は
明
る
い
脱
色
性
茶
褐
色
で
、
締
ま
り
が
良
く

粘
性
が
な
く
砂
質
の
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
層
で
あ
る
。
Ⅲ
層
は
明
る
い
茶
褐
色
士
で
、

砂
沢
ス
コ
リ
ァ
層
に
相
当
す
る
。
Ⅳ
層
は
茶
褐
色
土
で
、
締
ま
り
は
非
常
に
良

く
粘
性
は
高
い
。
Ｖ
層
は
茶
褐
色
士
で
、
よ
く
締
ま
り
粘
性
が
低
い
。
Ⅵ
層
は

黒
褐
色
土
で
、
い
わ
ゆ
る
黒
色
土
層
に
相
当
す
る
。
Ⅶ
層
は
赤
褐
色
士
で
、
か
な

り
赤
味
を
帯
び
た
、
締
ま
り
が
な
く
粘
性
が
あ
る
土
居
で
あ
る
。
Ⅷ
層
は
赤
褐

色
土
で
、
Ⅶ
層
よ
り
も
明
る
い
。
Ⅸ
層
は
明
黄
褐
色
土
で
、
い
わ
ゆ
る
休
場
層
で

あ
る
。
Ｘ
層
は
黄
褐
色
土
で
、
第
一
ス
コ
リ
ア
層
に
相
当
す
る
。
Ⅲ
層
は
明
黄

褐
色
土
で
、
締
ま
り
は
極
め
て
よ
く
粘
性
も
高
い
・

遺
構
本
遺
跡
か
ら
次
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
住
居
杜
五
カ
所
、
集
石
九
カ

所
、
炉
吐
四
カ
所
、
土
坑
一
八
カ
所
、
ピ
ッ
ト
群
一
カ
所
、
特
殊
遺
構
一
カ
所
が

18

ほ
そ
の
ざ
わ

細
野
沢
遺
跡

遺跡範囲図
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細野沢遺跡全景
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凹
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細野沢遺跡遺構全体図
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第二章縄文時代

、ノ

I

Ⅲ

V
一
一

一一
VI

Ⅸ

－

－一一一一一ー一
X

(） 1m
I

細野沢遺跡土層断面図

検
出
さ
れ
て
い
る
。

一
号
住
居
杜
は
、
長
径
約
三
ｍ
、
短
径
約
二
・
五
ｍ
を
測
る
楕
円
形
を
な
し
、

炉
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
二
号
住
居
趾
は
、
南
北
三
・
五
ｍ
、
東
西
三
・
四
ｍ

と
ほ
ぼ
円
形
を
な
し
、
柱
穴
を
二
個
配
置
し
て
い
る
。
三
号
住
居
趾
（
第
１
図
）

は
、
長
径
三
・
三
四
ｍ
、
短
径
二
・
八
七
ｍ
を
測
る
。
壁
の
高
さ
は
二
八
ｍ
で
あ

り
、
柱
穴
は
一
○
本
が
検
出
さ
れ
た
。
四
号
住
居
趾
（
第
２
図
）
は
長
径
三
・
四

三
ｍ
、
短
径
二
・
八
ｍ
で
壁
の
高
さ
は
平
均
二
○
ｍ
を
測
る
。
平
面
形
は
隅
丸
方

形
に
近
く
、
柱
穴
が
八
本
検
出
さ
れ
た
。
五
号
住
居
杜
（
第
３
図
）
は
、
長
径
五
・

五
八
ｍ
、
短
径
四
・
四
八
ｍ
で
、
壁
の
高
さ
は
平
均
四
○
ｍ
を
測
る
。
平
面
形
は

隅
丸
方
形
を
な
し
、
柱
穴
が
一
七
本
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
二
時
期
に
使
わ
れ
た

も
の
ら
し
い
。

集
石
（
第
６
．
７
図
）
は
一
八
カ
所
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
土
坑
を
伴
う
も
の

と
伴
わ
な
い
も
の
と
が
あ
り
、
集
石
は
火
を
受
け
た
も
の
が
あ
る
。

一
号
炉
吐
は
、
不
整
円
形
を
な
し
長
径
七
八
四
短
径
六
○
四
深
さ
約
二
五

ｍ
を
測
っ
た
。
炉
吐
内
下
部
に
よ
く
焼
け
た
焼
土
が
残
っ
て
い
た
。
二
号
炉
吐

（
第
８
図
）
は
、
長
楕
円
形
を
な
し
、
長
径
一
七
○
皿
短
径
一
○
○
四
深
さ

三
五
ｍ
を
測
る
。
炉
趾
内
の
下
部
に
炭
化
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
三
号
炉
祉

は
、
不
整
楕
円
形
を
な
し
、
長
径
七
○
皿
短
径
四
三
皿
深
さ
二
ｍ
を
測
る
。

四
号
炉
吐
は
、
隅
丸
方
形
を
な
し
、
長
径
四
○
四
短
径
三
五
皿
深
さ
二
○
ｍ

を
測
る
。

土
坑
は
一
八
カ
所
検
出
さ
れ
て
い
る
が
、
規
模
・
形
は
様
々
で
あ
る
。

特
殊
遺
構
（
第
９
図
）
は
、
二
基
の
竪
穴
の
切
り
合
い
と
し
て
検
出
さ
れ
、
竪

穴
内
か
ら
柱
穴
、
炉
吐
等
の
施
設
が
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
特
殊
遺
構
と
し
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3号住居土止

灰褐色土（スコリアを含む｡）

灰褐色土（明るい｡）

灰褐色士（粘性がない｡）

が褐色士（スコリアを含む｡）

灰褐色土（スコリアを多く含む｡）

灰褐色士（スコリアを含まない｡）

茶褐色土（スコリア、炭化物を含む｡）

茶褐色土( 111るい｡）

第1図細野沢遺跡3号住居祉遣構図

層
層
層
層
層
層
層
層

１
２
３
４
５
６
７
８
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第二章縄文時代

、

、、 ざ〕

、
~p･1

でヘ
71

CaCa

計計

◎
１ｔ苫

。

ｊ住口可４

。

（
Ｕ
、

働
α
◎

１ｔ苫

。

ｊ住口可４

。

（
Ｕ
、

、
15号土坑

／
イ

ら
II公公

ざ）8
一

『

←←

の
、
Ｌ
Ｐ

a〆Iで
〆

》

2 、
、L

r

一一s

○

a

4号住居tll二

l層灰褐色土（白色、赤色パミスを含む｡） 5ル1 灰褐色土（4層よ')略い｡）

2層茶褐色士（パミスを含む｡) 61W無褐色土（パミスを含む｡）

3層茶褐色土（2層よl) lliYい｡) 71W '1.1,(褐色土(6層よI)柔らかい｡）

4層灰褐色土（白色パミスを多く含む｡）

第2図細野沢遺跡4号住居祉遺構図
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アI
，

弓口
■

I

a

夕

a'a

5号1iﾐ居土ll二

l層灰褐色土（亦色ハミス、炭化物を含む｡） 5層菰褐色士（黄色プロ､ソクを含む｡）

2層茶褐色土（赤色スコリアを多く含む｡） 6府茂褐色土（炭化物を含む｡）

3層茶褐色土（2層よl) IIjlるい｡) 7層茶褐色土（ブロック状の土層｡）

3'層茶褐色土（黄色スコリアを含む｡） 8層茶褐色土（8号柱穴の種土である。）
4層黒褐色土（炭化物を多く含む｡）

第3図細野沢遺跡5号住居祉遺構図

200



第二章縄文時代
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１
ｈ
Ｍ
Ｍ
川
Ⅳ
鼎

、
農
域
延
鐵
琴

〃

八
・
壱
蕊
延
鐘
琴

蕃蕊
4

4

8
●

‐

わ

り

句
。
ザ
。
Ｌ
函
・
『
乙
一

Ｊ
９
Ｄ
ｏ
口
車
一
一
・
、
ロ
ヴ
．
、
。
、

ｒ

匙

‐

、

Ｔ

診
“
令
珍
、
、
士

■
寺
ｅ
・
Ｄ

海
腋
．
姉
過
懸
謹
一

も
鼻
０
４
．
Ｐ
・
ｐ
ｏ

Ｅｊ

ｒ
や
や
垂
－
，
．
町
。
↓
、

山
》
・
言
狛
、

二
●
平
■
■
●
・
日
。

ｅ
・
《
・
Ｉ
『
配
斗
』
函
閏

↓
雫
梨
コ
ー
霊
函

豊
漁
謹
ま
《

嬢
蕊
”

11

,灸徽

I鱗ジ〆 ｜詞」
15 16､87逗(冷予､〆.，一

4
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ｖ
”竜

Ｉ些
Ｆ
１
。
｛

い
心
。
．
ｆ
《
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『
・

“杢

・

‐

・

誼

一

癖

．

．‐

。
、

篭
毎
．
‐
ｆ
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ｒ
，
日

言
一
》
。

一
〆
．

'1
18

９
ｔ
火
で

浄
訊
・
《
タ

ジ
、
。
咄
Ｆ
グ

日
ず
い

岸莎

Ｊ
Ｆ
ｑ
ｆ

朝
）
０
９

，
『
Ｔ
寺
沢
守
司
四
イ
刀

，
’
十
郷
斌
鰐

ご
ｑ
マ
鎌
踊
鐵

捉
‐

●

・
’
０
１
－
０
．
と
〃
‘
守

．
。
ｒ
【
孔
・
Ｌ
ｇ
用

冊
嚥
・
舞
鈴
蝿
》

■
。
、
。
Ｉ
。
ｑ
・

耐
．
》
栂
尚
辿

り
△
■
７

１縛鶴
瞬
鍵
旬
篭蟻
購．

口
旬
、
〕

ク
マ
、
／
］

ｄ豊

２

Ｊ
，
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ロ ■ I

第4図細野沢遺跡5号住居趾出土土器拓影
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第二章縄文時代

殉

へ ‘ ノ 命

ノ
』

殉

Ｃ
ｊ
ｌ
ｊ

ゆ＠
b

§緯

lり･集ｲi

b

bb

e－
－②

<U/

婚／ ｡

回

b′
０
１

50cm
ロ

1号集雁i

l層 lliW茶褐色土（少量の亦色微粒子を含む｡）

2層明茶褐色土

3層茶褐色土

4層茶褐色土（径2～3n1mの黒灰色粒子を含む｡）

5層明茶褐色土（粘土質のブロック、 スコリアリ

6層賊茶褐色土（黒灰色、亦色粒子を含む｡）

明茶褐色土（粘土質のブロック、 スコリアを含む｡）

略茶褐色土（黒灰色、亦色粒子を含む｡）

第6図細野沢遺跡1号集石

一一

a

＝

a・一

Ｕ
Ｉ
尋と）

ず’

＃
６
－ ～－－

－－－一

つ

一nJ
℃
〆

､ ､織 2号集ｨi 一

a一

､ Ｉ
。

I
｡

"℃
〆

O 50cm

L－－ I
、

１
Ｊ 熊石

'ﾘl幽色士（炭化粒子を含む｡） 7屑

llif茶褐色士 8層

llilf褐色ﾆヒ 9層

茶褐色土（炭化微粒j'･を含む｡) 10層

茶褐色土 l1層

黒褐色土(紫褐色ブロックを混する｡) 12層

第7図細野沢遺跡2号集石

lI1

2屑

3IW

4吋

51W

61W

,り.L色土

略褐色土(黒色7・ロ略褐色土(黒色7・ロックを混する｡）

Ⅱ断褐色土（黒みを'IWびる。）

褐色土（炭化粒子を含む｡）

lliMf褐色土

茶褐色土
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心
ｆ
Ｉ

｛/Q》

1

b′
~トー

→

2り-炉ill

』

印
、

6

b′

0 1m

I

2号炉jlli

茶褐色土（焼土粒、炭化物を少並含む｡）

焼土

焼土（炭化物を多く含む｡）

茶褐色土（炭化物と焼土を少量含む｡）

黒褐色土

第8図細野沢遺跡2号炉趾遺構図

層
層
層
層
層

１
１
１
，
／
営
八
く
Ｊ
４
詮
Ｆ
Ｄ
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第二章縄文時代

麺■

面
［

~

国●
画

脂
Ｕ
ｇ

”
（
〕
○

一

１，
１

１（
Ｕ
Ｈ

14

特殊辿構

l層黄褐色士（砂衡、 ’' 1色微粒子を含む｡) 91W ilif褐色土

2層黒褐色上 （炭化物を含む｡) 1()1画 ，' .l.(褐色土

3層茶褐色土（黙色スコリアを多く含む｡) 1116 'IM褐色士

4層黄茶褐色土 121画蝋褐色土

5府茶褐色士 1311'1 茶褐色土

6層暗茶褐色土（ハードローム質｡） 141博略褐色士

7層茶褐色二|‐ （砂『'(、亦色スコリアを含む｡) 151岡亦褐色土

8層茶褐色土( IfI色微粒子を含む｡) 161W l li'f褐色士

第9図細野沢遺跡特殊遺構図

(炭化物を少量含む｡）

(炭化物を多量含む｡）

(大粒の炭化物を含む。）

(炭化物を少量含む｡）

(炭化物を微量含む｡）

(亦色スコリアを含む。）
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第二章縄文時代

岩篭霊異L延狸、願"'

１
７

腕
・
・
‘
ロ

令
〆
４
．

Ｊ
で
。
，
“
〃
〃
ｆ

一
二
九
訳
・
・
す
．
強
．
瞬
寺
』
．

。
．
字
ワ
ロ
ロ
も
筥
込
。
。
。
。
．
。
一
一
、
。
。
ご

し
ｒ
Ｌ
〃
・

色
、
ｑ
‘
ｒ
‘
〃
、
石
．
Ｌ
回
礼
恥
や
Ｄ
Ｊ
曲
叫
“
・
釦
・
恥
豆
や
都
、
一
室
？
地
・

“

｜
鎌
鐵
燃
蝋
蕊匙

ｊ
ｐ
Ｆ
‐
ず
学
Ｄ
ｆ
ロ
ロ
ロ

リ
ｊ
ｆ
印
可

ｑ
■
。
？
。
〃
ず
“

。

』
偽
咀
』
日
一
・
・
ロ

や
’
鍔
《
”
一
坪
一
、
Ｄ
ｐ
Ｄ
－
、
。
〃
凸

応
紙
怠
．
当
望
了
侮
弛
．
．
湖
‐
・
誉
、
嶬
池

？
四
Ｆ
‐
ｂ
』
一
日
ｑ

‘
沖
八
・
陛
、
．
、
●
。

恥
沁
画
裁

・

夢

、

》

酔

紳

、

写

芦

．

。

。

』

・

巳

齢
：
聖
》
塵
奉
猿
彌
沢

『
’
０
．
凸
舗
ロ
弓
ｉ

－
ｕ
〆
。
』
い
い
‐
・

竜
．
↑
蕊
寺
↑
宙
●
蝿
・
い

〃
？
眠
し
』
ｒ
岬
．
、
い
，
い
ぃ
、
電
八
や

一
志
や
●
狐
‘
Ｉ
‐
・

「
“
川
〃
〃
〃
川
川
隈
５
』
川
川
川
川
川
川
剰
６

謬
霧4

職〃〃 ，毒
､弓‘

8

壜窒刀

蕊
14

13

畷螂磁:好錨｝

iリ噺18
16

刀
繁或20

21

U蕊
噸刀

:、メ

24

25

掛川川〃ｗ８

ゞ謬毫 も画鈩

〃
一
一
綱
》
〉

ｊ
ぷ
い
な 蟻0

10

、
乙

門
〃
川
Ⅳ
い
１
〃
″
″
川
川
“
繍

蕊蕊簔
凸一

鋼、鞭
15

瀧瀞刀
6）d ）

ムム

熟
23

職溌 U；､f､P;Ⅷ
、 ;､i身

：;、

…‘‘蕊:‘熟"
｢､職溌職

q 口一口 p G

D O
ﾛ ｡ ．& ロ ﾛ

鐵驚 ､、藤､,，
、r

~…ゴーL'.. ！ ､',鐡 ､i ′ロ I
26

霞
〃 ‘ 刀嬢’
27

28

溌慧 鴎I錨
10

29 0 5cm
I ■ I

第11図細野沢遺跡特殊遺構出土土器拓影・石器実測図
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＝

I
卜
洲
Ｉ
Ｊ
ｆ
Ｊ
〃

１
／
ｆ
川
”
旧
哩
ｖ
が
０
岬
１
１
１
．
１
，
‐
、
、
’
一

Ｗ
シ

イ
刊
ハ

I

－－芦ﾏー

’

O 10cm
I ロ 」

第12図細野沢遺跡特殊遺構出土石器実測図

208



第二章縄文時代

露呼測、蜂 鶏
？
蝉
》

雫
韓
￥

題

斡虻贈

城

弾

蕊 鍵

1幸 十

湖
卓

説
尋
回
想
辞
芋

乳

図版l細野沢遺跡3号住居趾

灘曾宮

報

“ ‐鰄撫
鷺･

=

図版2細野沢遺跡4号住居趾
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図版3細野沢遺跡2号集石

言

よ《
哩
奄
■
〉
鐸
一

式
ｐ
己
犀

の

壷
⑯

唇
、
■

・
韓
罐
毎
ｉ

》
函
恥
恥
淑
詫
震
．
瀞
〕
ふ

ゐ

な

螺
Ｆ

鰯
叔
薮
、
、
恥
八

苓

心

▲
恥
ｒ
Ｊ
Ｕ
・
・
・

旦

鍾
，
城
廠
哩
。
‐
、
」
‐
〃
１
●
●
●
“
鯛
吻
ｉ
＃
〕
、
§
、
⑬

離

碁

轡

ｊ

Ｇ
ｒ

ｊ
｛
肩

匹

ｒ

立

引
ぐ

錨
・
錨
‐
感
“
〃
露
》
密
．
Ｆ
Ｙ
ｑ
‐
割
、
鯉
．
。
熱
‐
“
鼠
ゞ
》
．
〃
爺
蕊

・
蓉
瞬
“
３

１
・
》
酢
‐
乎
誕
‘
鞠
鞠

ま

気

夢

患

"鈴

蕊 甦

陥､

職

斡角
島

メー蕊皐 ” 麹

軽ゞ繕

､爵

図版4細野沢遺跡特殊遺構
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第二章縄文時代

た
。
竪
穴
の
う
ち
、
南
側
に
位
置
す
る
も
の
は
、
不
整
楕
円
形
を
な
し
、
長
径

三
・
六
ｍ
、
短
径
一
・
九
ｍ
、
深
さ
六
五
ｍ
を
測
る
。
他
の
北
側
に
位
置
す
る
竪

穴
は
、
円
形
で
径
約
三
・
三
ｍ
、
深
さ
約
八
○
ｍ
を
測
る
。
覆
土
内
か
ら
縄
文
時

代
前
期
後
半
の
土
器
や
磨
石
、
石
皿
が
出
土
し
て
い
る
。

遺
物
土
器
本
遺
跡
か
ら
縄
文
時
代
早
期
中
葉
か
ら
縄
文
時
代
中
期
前
葉
に

か
け
て
の
土
器
片
が
総
数
で
三
七
四
三
点
出
土
し
て
い
る
。
特
に
そ
の
特
徴
か
ら

四
群
に
分
類
し
た
。

Ｉ
群
（
第
過
ｌ
Ⅳ
図
）
は
、
縄
文
時
代
早
期
に
属
す
る
も
の
を
一
括
し
た
。
ま

た
そ
の
特
徴
か
ら
一
二
類
に
分
類
し
た
。
１
類
（
第
過
図
１
）
は
、
い
わ
ゆ
る
絡

条
体
圧
痕
文
の
認
め
ら
れ
る
土
器
で
あ
る
。
２
類
（
第
昭
図
２
１
４
）
は
、
先
端

の
鋭
い
へ
ラ
状
施
文
具
に
よ
る
細
沈
線
を
主
文
様
と
す
る
も
の
。
３
類
（
第
昭
図

５
１
明
）
は
丸
棒
状
施
文
具
に
よ
る
幅
二
ｍ
程
の
短
沈
線
を
用
い
て
文
様
を
構
成

す
る
も
の
を
一
括
し
た
。
４
類
（
第
過
図
陥
ｌ
肥
）
は
、
櫛
歯
状
施
文
具
に
よ
る

平
行
沈
線
を
斜
位
及
び
縦
位
に
交
差
さ
せ
て
文
様
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
５
類

（
第
過
図
珀
Ｉ
弱
）
は
、
表
面
が
無
文
で
裏
面
に
条
痕
を
も
つ
も
の
で
、
条
痕
は

ア
ナ
ダ
ラ
属
の
貝
殻
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
６
類
（
第
皿
図
妬
ｌ
銘
）
は
表
裏
に

条
痕
が
認
め
ら
れ
る
も
の
を
一
括
し
た
。
７
類
（
第
皿
図
調
ｌ
卿
、
第
晦
図
妃

Ｉ
別
）
は
、
い
わ
ゆ
る
ア
ナ
ダ
ラ
属
の
貝
殻
腹
縁
を
使
用
し
て
い
る
も
の
を
一
括

し
た
。
８
類
（
第
暉
図
団
ｌ
認
、
第
略
図
髄
１
両
）
は
、
表
裏
に
擦
痕
を
も
つ
も

の
を
一
括
し
た
。
擦
痕
は
、
幅
一
ｍ
程
の
ハ
ヶ
状
の
繊
維
束
に
よ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
９
類
（
第
略
図
別
・
弱
）
は
、
隆
帯
を
有
す
る
も
の
を
一
括
し
た
。
Ⅷ
類

（
第
鴫
図
弱
ｌ
侭
）
は
、
無
文
の
土
器
を
一
括
し
た
。
Ⅱ
類
（
第
肥
図
氾
、
第
Ⅳ

図
帥
Ｉ
卯
）
は
、
条
痕
文
を
地
文
と
し
、
文
様
は
胴
部
上
半
に
列
点
文
が
施
さ
れ

る
。
哩
類
（
第
妬
図
弘
）
は
、
白
灰
色
を
な
し
、
無
文
の
平
底
で
あ
る
。

Ⅱ
群
（
第
咽
ｌ
錦
図
）
は
、
縄
文
時
代
前
期
後
半
の
土
器
を
一
括
し
た
。
ま
た

そ
の
中
の
特
徴
か
ら
七
類
に
分
類
し
た
。
１
類
（
第
肥
図
１
、
第
四
図
）
は
、
半

裁
竹
管
状
施
文
具
に
よ
る
刺
突
爪
形
文
を
主
体
文
様
と
し
て
い
る
。
２
類
（
第
岨

図
３
、
第
加
Ｉ
妬
図
、
第
詔
図
７
１
皿
）
は
、
半
裁
竹
管
状
施
文
具
に
よ
る
平
行

沈
線
を
主
た
る
文
様
と
し
て
構
成
し
て
い
る
。
３
類
（
第
肥
図
２
、
第
迦
図
７
．

ｕ
、
第
茄
ｌ
犯
図
）
は
、
主
た
る
文
様
構
成
を
浮
線
文
に
よ
っ
て
構
成
す
る
。
４

類
（
第
詔
図
１
１
６
．
皿
Ｉ
型
、
第
剥
図
）
は
、
縄
文
の
み
が
施
文
さ
れ
る
類
で

あ
る
。
５
類
（
第
諦
・
茄
図
）
は
、
無
文
土
器
の
類
で
あ
る
。
６
類
（
第
訂
図
）

は
、
口
縁
部
下
に
ソ
ー
メ
ン
状
あ
る
い
は
隆
帯
を
張
り
つ
け
、
》
）
れ
に
半
裁
竹
管

に
よ
る
押
引
文
を
施
し
て
い
る
類
で
あ
る
。
７
類
（
第
弼
図
）
は
、
縄
文
時
代
前

期
末
の
土
器
で
、
土
器
全
体
に
細
か
い
半
裁
竹
管
の
施
文
具
に
よ
っ
て
押
引
文
が

見
ら
れ
る
類
で
あ
る
。

Ⅵ
群
（
第
調
・
如
図
）
は
、
関
西
系
土
器
と
考
え
ら
れ
る
一
群
で
、
そ
の
特
徴

か
ら
五
類
に
分
け
た
。
１
類
（
第
弱
図
詔
・
蛇
、
第
仙
図
別
１
門
）
は
、
幅
の
狭

い
半
裁
竹
管
施
文
具
に
よ
る
刺
突
爪
形
文
を
主
体
文
様
と
す
る
類
で
あ
る
。
２
類

（
第
調
図
岨
・
加
・
配
・
”
・
羽
）
は
、
半
裁
竹
管
に
よ
る
平
行
沈
線
文
を
主
と

し
て
文
様
構
成
す
る
類
で
あ
る
。
３
類
（
第
調
図
１
１
肥
、
第
仙
図
媚
ｌ
団
・
粥
）

は
、
主
た
る
文
様
構
成
を
浮
線
文
に
よ
っ
て
構
成
す
る
類
で
あ
る
。
４
類
（
第
謁

図
別
ｌ
妬
・
詔
・
鋤
ｌ
躯
、
第
如
図
馳
・
弘
１
門
・
塊
）
は
、
縄
文
の
み
が
施
さ

れ
る
類
で
あ
る
。
５
類
（
第
謁
図
別
・
羽
）
は
、
無
文
土
器
で
あ
る
。

Ⅳ
群
（
第
虹
図
）
は
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
に
含
ま
れ
る
も
の
を
一
括
し
、
そ

の
文
様
の
特
徴
か
ら
四
類
に
分
け
た
。
１
類
（
第
虹
図
１
．
２
）
は
、
い
わ
ゆ
る
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撚
糸
文
が
施
さ
れ
て
い
る
類
で
あ
る
。
２
類
（
第
虹
図
３
１
咽
）
は
、
主
と
し
て

刻
目
を
も
つ
隆
帯
に
よ
っ
て
文
様
を
構
成
す
る
も
の
を
一
括
し
た
。
３
類
（
第
虹

図
略
Ｉ
型
）
は
、
楕
円
区
画
に
よ
る
隆
帯
文
が
施
さ
れ
る
も
の
を
一
括
し
た
。
４

類
（
第
姐
図
弱
・
妬
）
は
、
地
文
に
縄
文
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

石
器
（
第
蛇
ｌ
妬
図
）
は
、
有
舌
尖
頭
器
、
石
鍼
『
石
錐
、
石
匙
、
不
定
形
石

器
、
石
斧
、
磨
石
、
石
皿
が
出
土
し
て
い
る
。
有
舌
尖
頭
器
は
、
頁
岩
製
で
長
径

四
・
八
四
短
径
一
・
七
ｍ
を
測
る
。
石
鍼
は
一
七
点
出
土
し
、
黒
曜
石
の
も
の

が
一
四
点
、
頁
岩
の
も
の
が
三
点
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
黒
曜
石
の
二
点
は
、

極
め
て
精
巧
に
作
ら
れ
て
い
る
。
石
錐
は
四
点
出
土
し
て
お
り
、
一
点
が
黒
曜
石

で
三
点
が
頁
岩
で
あ
る
。
石
匙
は
三
五
点
出
土
し
て
お
り
、
う
ち
縦
型
が
九
点
、

横
型
が
二
六
点
で
あ
り
、
黒
曜
石
が
一
点
、
頁
岩
が
五
点
、
緑
泥
片
岩
が
二
九
点

で
あ
る
。
打
製
石
斧
も
四
点
出
土
し
て
い
る
。
う
ち
大
形
の
も
の
が
二
点
で
安
山

岩
質
で
あ
り
、
小
形
の
も
の
が
二
点
で
玄
武
岩
質
で
あ
る
。
磨
製
石
斧
は
一
点
出

土
し
、
石
質
は
緑
色
凝
灰
岩
で
、
長
径
が
一
五
四
短
径
が
四
・
八
ｍ
で
あ
る
。

磨
石
は
ほ
と
ん
ど
が
安
山
岩
で
あ
り
、
大
形
の
も
の
は
二
○
○
点
以
上
、
小
形
の

も
の
は
二
○
数
点
を
数
え
る
。
石
皿
は
十
数
点
出
土
し
て
い
る
が
、
使
用
痕
の
顕

著
な
も
の
は
数
点
に
と
ど
ま
る
。
こ
の
他
、
特
殊
遺
物
（
第
卿
図
）
は
、
遺
跡
よ

り
一
点
、
全
体
が
す
り
↑
｝
ぎ
棒
状
の
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
全
長
一
二
・
九
四

最
大
幅
三
・
一
ｍ
を
測
る
。

遺
跡
の
特
徴
細
野
沢
遺
跡
よ
り
住
居
杜
五
カ
所
、
集
石
九
カ
所
、
炉
吐
四
カ

所
、
土
坑
一
八
カ
所
、
ピ
ッ
ト
群
一
カ
所
、
特
殊
遺
構
一
カ
所
が
検
出
さ
れ
た
。

住
居
趾
に
お
い
て
は
、
壁
を
ほ
と
ん
ど
も
た
な
い
住
居
趾
や
、
竪
穴
状
の
も
の
、

炉
を
住
居
吐
内
に
も
た
な
い
も
の
が
検
出
さ
れ
、
ま
た
炉
趾
に
お
い
て
も
大
形
の

（
用
語
解
説
）

野
島
式
土
器
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
型
式
。
神
奈
川
県
横
浜
市
野
島
貝
塚
を

標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
波
状
口
縁
や
平
縁
で
、
底
部
は
尖
底
や
丸
底
で
あ
る
。

胴
部
中
位
に
段
が
あ
る
例
も
あ
る
。
文
様
は
口
縁
部
か
ら
胴
部
上
位
に
文
様
帯
を

も
つ
例
が
多
く
、
特
に
口
唇
直
下
は
、
流
線
や
沈
線
を
横
走
り
ま
た
は
弧
線
状
に

垂
れ
下
げ
て
、
独
自
の
文
様
帯
を
つ
く
る
。
口
縁
部
文
様
帯
は
、
流
線
や
沈
線
文

で
区
画
す
る
例
が
目
立
ち
、
胴
部
は
無
文
や
条
痕
文
が
目
立
つ
。

も
の
や
そ
う
で
な
い
も
の
、
各
種
の
集
石
、
土
坑
、
特
殊
遺
構
な
ど
一
つ
の
台
地

上
に
お
け
る
生
活
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
に
お
い
て
も
縄
文
時
代
前
期
後
半

の
土
器
を
中
心
に
数
多
く
出
土
し
て
い
る
。
ゞ
｝
の
ゞ
）
と
に
よ
っ
て
、
愛
麿
山
麓
に

お
け
る
縄
文
時
代
前
期
後
半
の
集
落
の
形
が
明
確
と
な
っ
た
。

現
状
遺
跡
は
高
原
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
、
小
学
校
敷
地
・
住
宅
地
と
な
っ

て
い
る
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管

文
献
井
上
輝
夫
・
宮
井
英
一
ほ
か
「
裾
野
市
千
福
市
場
平
第
一
・
第
二
・
小

杉
平
第
一
・
第
二
・
細
野
沢
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会

一
九
八
二
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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0 100m

東名高速道路建設前の上川遺跡周辺図
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、

東名裾野インターチェンジ建設後の上川遺跡周辺図
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第二章縄文時代

2

N 266.2

~＝ Ｉ
Ⅱ
川
Ⅳ
V

Ⅵ

n

両

＝
’二一

Zフフフフ
36

1

35
1 314 N266.2Ｓ

表土層 Ⅵ黒掲色土層

黒褐色土層（砂沢スコリア層） Ⅶ暗褐色土層（粟色土層・還物包含喝）
Ⅷ黄褐色土層（休場層）

謡麓謂} (ｶﾜゴ平パﾐｽ層） Ⅸ暗褐色土屑
暗黒褐色土層（仙石ｽｺﾘｱ層）

上川遺跡南北士層実測図

Ｉ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
Ｖ

あ
り
、
今
後
も
調
査
を
行
う
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
北
緯
一
八
度
一
○
分
東
向
き

の
五
ｍ
調
査
区
を
設
定
し
、
長
辺
を
北
側
か
ら
一
・
二
・
三
・
・
・
、
短
辺
を
西

側
か
ら
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・
・
・
と
呼
称
す
る
〉
）
と
に
し
、
昭
和
六
○
年
五
月
一
日
か

ら
六
月
三
○
日
ま
で
に
四
×
四
ｍ
の
試
掘
区
を
一
○
ｍ
お
き
に
設
定
し
一
次
調
査

し
た
と
〉
）
ろ
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
’
一
○
’
一
四
区
（
北
区
）
、
Ｃ
・
Ｄ
ｌ
三
○
’
三
八
、

Ｅ
・
Ｆ
１
二
七
’
三
七
区
（
中
央
区
）
、
Ｂ
’
四
八
、
Ｃ
Ｉ
Ｅ
’
四
二
’
四
八
区

（
南
区
）
か
ら
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
調
査
範
囲
を
約
一
五
○
○
㎡

に
限
定
し
、
七
月
一
日
か
ら
二
次
調
査
に
は
い
り
、
二
一
月
二
五
日
に
調
査
を
終

了
し
た
。

層
序
と
遺
構
層
序
上
川
遺
跡
は
愛
鷹
山
麓
中
腹
の
尾
根
上
に
位
置
し
て
お

り
土
層
の
堆
積
状
態
は
、
層
厚
に
わ
ず
か
な
差
異
は
認
め
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
第
１
層
表
土
層
、
乾
燥
す
る
と
パ
サ
パ
サ
と
な
り
し

ま
り
が
な
い
。
第
Ⅱ
層
黒
褐
色
土
居
、
砂
沢
ス
コ
リ
ァ
層
で
、
発
泡
の
悪
い
円

磨
し
た
ス
コ
リ
ァ
層
で
あ
る
。
第
Ⅲ
．
Ⅳ
層
暗
黄
褐
色
土
居
、
カ
ワ
ゴ
平
パ
ミ

ス
層
で
、
Ⅲ
層
は
粒
子
が
荒
く
、
ザ
ラ
ザ
ラ
し
て
い
る
。
第
Ｖ
層
暗
黒
褐
色
の

仙
石
ス
コ
リ
ァ
層
で
、
比
較
的
角
ば
っ
た
大
粒
の
発
泡
の
悪
い
ス
コ
リ
ァ
層
で
あ

る
。
第
Ⅵ
層
黒
色
の
強
い
土
居
で
、
上
層
に
は
小
粒
の
ス
コ
リ
ァ
粒
を
若
干
含

む
。
縄
文
時
代
中
期
の
士
器
片
が
若
干
出
土
す
る
。
第
Ⅶ
層
暗
褐
色
土
層
で
上

層
よ
り
も
褐
色
が
強
く
な
る
。
縄
文
時
代
の
鍵
層
で
あ
り
、
栗
色
土
居
と
し
て
共

通
呼
称
さ
れ
て
い
る
。
縄
文
時
代
早
期
末
か
ら
中
期
初
頭
に
か
け
て
の
遺
物
が
出

土
す
る
。
第
Ⅷ
層
黄
褐
色
土
居
、
沼
津
市
休
場
遺
跡
に
お
い
て
旧
石
器
包
含
層

で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か
ら
休
場
層
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
遺
構
検
出
層

で
も
あ
る
。
第
Ⅸ
層
暗
褐
色
土
居
、
赤
褐
色
・
黄
褐
色
ス
コ
リ
ァ
を
多
く
含
む
。
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遺
構
本
遺
跡
で
検
出
し
た
遺
構
は
竪
穴
状
住
居
趾
一
六
基
・
土
坑
状
遺
構
七

基
．
立
て
石
遺
構
一
基
・
集
石
遺
構
一
基
を
検
出
し
た
。
竪
穴
状
住
居
趾
一
号

住
居
趾
標
高
二
六
四
・
五
ｍ
付
近
に
あ
り
、
平
坦
面
が
や
や
北
西
に
傾
斜
を
始

め
よ
う
と
す
る
所
で
あ
る
。
形
状
は
隅
丸
の
長
方
形
を
呈
し
、
規
模
は
三
五
二

ｍ
×
二
五
二
四
床
面
積
は
約
八
・
八
㎡
を
測
る
。
掘
方
は
東
側
は
ゆ
る
や
か
に
、

西
側
は
急
に
掘
り
下
げ
て
お
り
、
深
さ
は
七
二
ｍ
で
あ
る
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
住

居
阯
内
に
八
個
、
周
囲
に
三
個
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
は
石
鐡
が
四
点
、
磨
石
が
三

点
、
土
器
は
覆
土
中
か
ら
撚
糸
文
土
器
二
点
、
絡
条
体
圧
痕
文
土
器
三
点
、
無
文

土
器
七
点
が
出
土
し
て
い
る
。
二
号
住
居
趾
標
高
二
六
四
・
五
ｍ
付
近
に
あ

り
、
ほ
ぼ
平
坦
面
に
造
ら
れ
て
い
る
。
形
状
は
不
整
円
形
を
呈
し
、
規
模
は
四
○

八
ｍ
×
三
八
六
四
床
面
積
は
一
五
・
七
派
を
測
る
。
壁
高
は
七
’
一
二
ｍ
を
測

り
、
中
央
西
側
で
焼
士
が
一
個
確
認
さ
れ
、
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
二
三
個
確
認
さ
れ

た
。
遺
物
は
ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
、
磨
石
三
点
、
石
皿
二
点
、
士
器
一
二
点
が
出

土
し
て
い
る
。
三
号
住
居
趾
標
高
二
六
四
・
五
ｍ
付
近
あ
た
り
に
あ
る
が
、

西
側
は
調
査
不
可
能
な
た
め
形
状
・
規
模
な
ど
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
壁
高
は
一

○
ｍ
程
で
あ
る
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
東
側
に
二
個
確
認
さ
れ
、
大
き
さ
は
一
四

ｍ
×
一
六
ｍ
と
二
五
ｍ
×
二
九
四
深
さ
は
一
六
ｍ
と
三
○
ｍ
で
あ
る
。
出
土
遺

物
は
無
文
土
器
一
点
で
あ
る
。
四
号
住
居
趾
標
高
二
六
四
・
六
ｍ
付
近
で
、

南
東
に
あ
る
五
号
住
居
趾
の
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
と
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
形
状
は

円
形
を
呈
し
、
規
模
は
三
七
二
ｍ
×
三
三
二
四
床
面
積
は
一
二
・
三
疵
を
測
る
。

住
居
趾
の
ほ
ぼ
中
央
に
焼
士
が
一
個
検
出
さ
れ
、
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
も
一
○
個
確
認

さ
れ
た
。
遺
物
は
出
土
し
な
か
っ
た
。
五
号
住
居
趾
標
高
二
六
四
・
五
ｍ
付

近
に
あ
り
、
四
号
住
居
趾
と
重
複
し
て
検
出
さ
れ
た
。
形
状
は
楕
円
形
を
呈
し
、

規
模
は
四
○
○
ｍ
×
三
二
八
皿
床
面
積
は
約
一
三
・
一
㎡
を
測
り
、
柱
穴
状
ピ

ッ
ト
二
個
が
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
は
磨
石
一
点
が
出
土
し
た
。
六
号
住
居
趾

標
高
二
六
四
・
三
ｍ
付
近
に
あ
り
、
七
号
住
居
趾
と
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
と
重
複
し
て

検
出
し
た
。
形
状
は
楕
円
形
を
呈
し
、
規
模
は
五
四
四
ｍ
×
四
二
四
四
床
面
積

は
三
一
扉
を
測
る
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
一
八
個
確
認
さ
れ
た
。
七
号
住
居
趾

標
高
二
六
四
・
四
ｍ
に
あ
り
、
六
号
住
居
趾
と
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
と
重
複
し
て
検
出

し
た
。
形
状
は
楕
円
形
を
呈
し
、
規
模
は
五
六
八
ｍ
×
四
二
○
皿
床
面
積
は
二

三
・
八
㎡
と
本
遺
跡
中
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
六
・
七
号
住
居
趾
か
ら
出
土
し
た

遺
物
は
石
鍼
一
点
、
ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
、
土
器
五
点
で
あ
る
。
八
号
住
居
趾

（
第
１
図
）
標
高
二
六
四
ｍ
付
近
に
あ
り
、
南
側
に
あ
る
一
六
号
住
居
吐
の
壁
を

一
部
同
じ
く
し
て
検
出
さ
れ
た
。
形
状
は
楕
円
形
を
呈
し
、
規
模
は
四
四
○
ｍ
×

四
○
六
皿
床
面
積
は
一
七
・
八
㎡
を
測
る
。
壁
面
は
東
西
壁
が
急
角
度
で
落
ち

込
ん
で
お
り
、
壁
高
は
七
一
ｍ
に
も
及
ぶ
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
住
居
祉
内
に
三

個
、
周
囲
に
二
○
個
の
計
三
一
個
が
確
認
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
は
石
鍍
二
点
、
掻

器
一
点
、
用
途
不
明
石
器
一
点
、
磨
石
一
四
点
、
土
器
四
五
点
が
出
土
し
て
い
る
。

第
２
図
６
は
貝
殻
口
縁
文
を
施
文
す
る
士
器
で
、
復
原
口
径
二
二
・
六
皿
口
縁

か
ら
胴
部
ま
で
貝
殻
条
痕
を
施
文
し
た
の
ち
「
ハ
」
の
字
形
に
貝
殻
腹
縁
文
を
三

お
つ
こ
し

段
施
し
て
い
る
。
「
打
越
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
。
第
２
図
８
の
復

原
口
径
は
二
二
・
三
ｍ
で
、
器
面
に
は
貝
殻
口
縁
に
よ
る
波
状
沈
線
が
施
さ
れ
て

い
る
。
九
号
住
居
趾
標
高
二
六
三
・
五
ｍ
付
近
に
あ
り
、
南
緩
斜
面
に
作
ら

れ
て
お
り
単
独
で
検
出
さ
れ
た
。
南
壁
面
で
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
が
形
状
は
楕

円
形
を
呈
し
、
規
模
は
四
二
六
ｍ
×
三
○
八
皿
床
面
積
は
一
三
・
一
㎡
を
測
る
。

柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
九
個
確
認
さ
れ
た
。
出
土
遺
物
は
石
鍼
三
点
、
磨
石
七
点
、
土
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器
は
二
○
点
出
土
し
た
。
一
○
号
住
居
趾
標
高
二
六
三
ｍ
付
近
に
あ
り
、
南

緩
斜
面
に
作
ら
れ
て
い
る
。
形
状
は
長
方
形
を
呈
し
、
規
模
は
三
三
四
叩
×
二
七

四
四
床
面
積
九
・
一
㎡
を
測
る
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
住
居
趾
内
で
は
確
認
さ
れ

ず
、
周
囲
に
一
○
個
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
は
掻
器
一
点
、
細
石
刃
一
点
、
磨
石
三

点
、
土
器
八
点
出
土
し
て
い
る
。
第
３
図
の
復
原
口
径
は
二
四
・
一
四
器
高
二

八
・
四
四
底
径
六
・
五
四
胴
部
器
厚
一
・
六
ｍ
を
測
る
。
ヘ
ラ
等
に
よ
る
沈

線
で
区
画
し
、
区
画
内
に
押
し
引
き
文
を
施
し
て
い
る
。
二
号
住
居
趾
（
第
４

図
）
南
緩
斜
面
の
標
高
二
六
四
・
五
ｍ
付
近
に
あ
り
、
一
二
号
住
居
趾
と
切
り

合
っ
て
検
出
さ
れ
た
。
形
状
は
長
方
形
を
呈
し
、
規
模
は
四
六
○
ｍ
×
二
八
六
四

床
面
積
一
三
・
一
㎡
を
測
る
。
壁
高
は
一
七
皿
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
住
居
阯
内
に

二
二
個
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
は
石
鍼
八
点
、
掻
器
四
点
、
管
玉
一
点
、
磨
石
三
点
、

土
器
一
七
点
が
出
士
し
た
。
一
二
号
住
居
趾
（
第
４
図
）
標
高
二
六
四
・
五
ｍ

付
近
の
南
緩
斜
面
に
あ
り
、
二
号
住
居
趾
と
切
り
合
っ
て
検
出
さ
れ
た
。
形
状

は
不
明
、
規
模
は
推
定
で
三
七
○
ｍ
×
二
五
六
皿
床
面
積
は
九
・
四
㎡
を
測
る
。

壁
高
は
一
○
ｍ
で
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
が
一
四
個
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
は
石
鍼
が
三
点
、

土
器
片
は
二
号
住
居
趾
と
の
境
で
出
土
し
た
た
め
一
応
一
二
号
住
居
趾
と
し
、

二
点
出
土
し
た
。
一
三
号
住
居
趾
（
第
４
図
）
標
高
二
六
四
・
五
ｍ
の
南
緩

斜
面
に
あ
り
、
一
二
号
住
居
趾
の
北
側
に
隣
接
し
て
検
出
さ
れ
た
が
、
一
部
し
か

確
認
で
き
な
か
つ
、
た
。
形
状
・
規
模
等
は
不
明
で
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
一
個
と
焼
土
二

、計
個
を
検
出
し
た
。
遺
物
は
決
状
耳
飾
一
点
、
土
器
六
点
が
出
土
し
た
。
一
四
号

日錘
住
居
趾
標
高
三
ハ
ニ
一
・
五
ｍ
の
南
緩
斜
面
に
検
出
さ
れ
た
。
形
状
は
南
側
が
や

章
や
せ
ば
ま
っ
た
長
方
形
を
呈
し
、
規
模
は
三
六
六
ｍ
×
二
三
四
皿
床
面
積
は

第
八
・
五
㎡
を
測
る
。
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
住
居
吐
内
に
六
個
、
外
に
二
個
の
計
一

七
個
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
は
ナ
イ
フ
形
石
器
一
点
と
土
器
八
点
が
出
土
し
て
い

る
。
一
五
号
住
居
趾
標
高
二
六
三
・
五
ｍ
付
近
の
南
緩
斜
面
に
一
六
号
住
居

趾
と
切
り
合
っ
て
検
出
さ
れ
た
。
形
状
は
東
側
を
一
六
号
住
居
趾
と
切
り
合
っ
て

い
る
が
、
長
方
形
を
呈
し
て
い
る
。
壁
高
は
一
四
皿
規
模
は
二
八
八
ｍ
×
二
四

六
四
床
面
積
は
五
・
三
好
で
、
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
が
住
居
吐
内
で
四
個
、
周
囲
に

三
個
確
認
さ
れ
た
。
一
六
号
住
居
趾
一
五
号
住
居
趾
と
切
り
合
っ
て
検
出
さ

れ
た
。
形
状
は
西
側
が
一
五
号
住
居
趾
と
切
り
合
っ
て
い
る
が
、
長
方
形
を
呈
し

て
い
る
。
壁
高
は
二
三
四
規
模
は
三
二
面
×
二
四
五
四
床
面
積
七
・
六
㎡

で
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
は
住
居
吐
内
に
一
二
個
、
周
囲
に
二
個
確
認
さ
れ
た
。
遺
物
は

一
五
号
住
居
吐
か
ら
石
鍼
三
点
、
石
皿
一
点
が
出
土
、
一
六
号
住
居
趾
か
ら
石
嫉

五
点
が
出
土
し
た
。
本
遺
跡
は
丘
陵
の
西
側
斜
面
が
東
名
高
速
道
路
で
消
滅
し
、

ま
た
そ
の
後
の
士
取
り
工
事
で
遺
跡
全
体
が
変
容
し
て
お
り
、
か
つ
発
掘
調
査
区

も
そ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
、
各
時
期
の
集
落
形
態
の
全
容
を
把
握

す
る
》
｝
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
土
坑
で
あ
る
と
し
た
遺
構
は
中
央
区
で
七
基
、

南
区
で
四
基
検
出
し
た
。
住
居
趾
検
出
の
際
と
同
時
に
覆
土
の
一
部
が
基
盤
層
の

面
に
ま
だ
ら
に
く
い
込
ん
で
い
た
た
め
、
検
出
後
の
平
面
形
態
は
不
整
形
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
こ
の
う
ち
中
央
区
一
号
土
坑
は
浅
い
皿
状
の
凹
み
と
重
複
し
て
お

り
、
三
号
土
坑
は
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
の
集
合
体
の
よ
う
で
あ
り
、
四
号
土
坑
は
底
が

二
段
で
柱
穴
状
ピ
ッ
ト
が
二
個
あ
り
、
五
号
土
坑
は
同
じ
く
ピ
ッ
ト
が
二
個
あ
り
、

六
号
土
坑
も
ピ
ッ
ト
と
つ
な
が
っ
て
い
た
。
ほ
ぼ
円
形
で
掘
り
方
断
面
が
皿
状
、

椀
状
の
も
の
は
二
・
七
号
土
坑
で
あ
っ
た
。
南
区
で
は
二
・
三
・
四
号
土
坑
は
平

面
円
形
、
断
面
皿
状
で
形
態
上
の
共
通
性
を
示
し
、
一
号
土
坑
は
断
面
播
鉢
状
で

底
部
は
西
側
に
か
た
よ
っ
て
い
た
。
以
上
、
す
書
へ
て
出
土
遺
物
は
な
く
、
時
期
、
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第二章縄文時代

性
格
と
も
不
明
で
あ
る
。
立
て
石
皿
は
中
央
区
の
遺
跡
分
布
北
西
端
限
界
に
位
置

し
て
、
小
ピ
ッ
ト
に
石
皿
の
使
用
面
の
凹
み
部
分
を
南
に
向
け
、
下
半
部
を
地
面

に
埋
め
込
ん
で
垂
直
に
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
》
）
の
よ
う
な
例
は
当
地
域
で
初
め

て
の
も
の
で
あ
り
、
特
殊
な
遺
構
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
性
格
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

信
仰
、
宗
教
的
な
色
彩
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
〉
）
の
近
く
に
石
皿
に
磨
石
を
乗

せ
た
も
の
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
中
央
区
の
六
号
住
居
趾
と
七
号
住
居
趾
の
南
に

接
し
て
、
石
皿
が
三
個
体
ほ
ど
ほ
ぼ
東
西
に
連
続
し
て
基
盤
土
層
面
に
近
い
と
ゞ
｝

ろ
か
ら
検
出
さ
れ
た
。
ほ
と
ん
ど
同
一
の
し
、
、
ヘ
ル
に
あ
り
、
同
時
点
で
の
セ
ッ
ト

と
考
え
ら
れ
る
。

遺
物
本
遺
跡
で
出
土
し
た
土
器
は
、
縄
文
時
代
早
期
末
ｌ
中
期
初
頭
の
も
の

で
、
約
三
万
余
点
で
あ
る
。
以
下
分
類
の
可
能
な
一
六
○
七
片
を
Ｉ
’
Ⅲ
群
に
分

類
し
、
さ
ら
に
各
群
ご
と
に
種
別
に
細
分
し
た
。
第
Ｉ
群
は
縄
文
時
代
早
期
末
か

ら
前
期
初
頭
に
位
置
づ
け
さ
れ
る
も
の
で
、
文
様
等
に
よ
り
一
三
に
分
類
さ
れ
、

さ
ら
に
文
様
と
の
組
合
わ
せ
や
文
様
区
画
な
ど
の
諸
要
素
か
ら
種
別
で
き
る
。
一

類
は
隆
起
線
を
有
す
る
も
の
（
第
５
図
）
で
、
胎
士
に
は
、
白
石
粒
・
石
英
・
砂
・

繊
維
を
含
む
。
二
類
は
細
沈
線
を
有
す
る
も
の
（
第
６
図
）
で
、
胎
士
に
は
、
白

石
粒
・
細
砂
・
石
英
・
雲
母
・
繊
維
を
含
む
。
三
類
は
太
い
沈
線
を
有
す
る
も
の

（
第
７
図
）
で
、
胎
土
に
は
、
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
雲
母
・
繊
維
を
含
む
。
四

類
は
絡
条
体
圧
痕
文
を
有
す
る
も
の
（
第
８
．
９
図
）
で
、
「
野
島
式
」
と
呼
ば
れ

て
い
る
土
器
で
あ
る
。
胎
土
に
は
白
石
粒
・
石
英
・
砂
・
繊
維
・
雲
母
を
含
む
。

五
類
は
貝
殻
腹
縁
文
を
有
す
る
も
の
（
第
加
図
）
で
、
「
打
越
式
」
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
胎
土
に
は
、
白
石
粒
・
砂
・
石
英
を
含
む
。
六
類
は
貝
殻
条
痕
を
有
す
る
も

の
（
第
ｕ
図
）
で
、
胎
土
に
は
、
石
英
・
砂
・
白
石
粒
・
繊
維
・
雲
母
を
含
む
。

七
類
は
隆
起
線
を
円
・
弧
状
等
に
配
し
て
文
様
を
構
成
す
る
も
の
（
第
哩
図
）
で
、

か
み
の
き
だ
い

「
神
之
木
台
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、
石
英
・
砂
・
白

石
粒
・
繊
維
・
雲
母
を
含
む
。
八
類
は
波
状
沈
線
・
押
引
き
・
隆
帯
等
に
よ
っ
て

し
も
よ
し
い

文
様
を
構
成
す
る
も
の
（
第
過
図
）
で
、
「
下
吉
井
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で

あ
る
。
胎
土
に
は
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
繊
維
を
含
む
。
九
類
は
沈
線
を
波
状
に

て
ん
じ
ん
や
ま

配
し
た
も
の
（
第
Ｍ
図
）
で
、
「
天
神
山
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
。
胎

土
に
は
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
繊
維
を
含
む
。
一
○
類
は
擦
痕
を
有
す
る
も
の
で
、

胎
土
に
は
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
繊
維
・
雲
母
を
含
む
。
二
類
は
口
縁
ま
た
は

口
縁
部
に
隆
帯
を
貼
る
も
の
（
第
暉
図
）
で
、
胎
土
に
は
白
石
粒
・
雲
母
が
多
く
、

繊
維
・
砂
・
石
英
が
わ
ず
か
に
含
ま
れ
て
い
る
。
一
二
類
は
縄
文
が
施
さ
れ
て
い

る
も
の
（
第
略
図
１
１
略
）
で
、
胎
土
に
は
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
雲
母
を
含
む
。

一
三
類
は
撚
糸
文
士
器
（
第
略
図
Ⅳ
！
”
）
で
、
胎
土
に
は
白
石
粒
・
砂
・
石

英
・
繊
維
を
含
む
。

第
Ⅱ
群
縄
文
時
代
前
期
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
土
器
群
を
本
群
と
し
た
。
一
類

の
土
器
（
第
肥
Ｉ
加
図
）
は
器
厚
が
薄
く
、
三
’
五
ｍ
程
で
隆
起
線
・
沈
線
等
で

き
じ
ま

文
様
を
構
成
し
て
い
る
も
の
で
、
「
木
島
式
土
器
」
、
器
厚
が
薄
い
と
こ
ろ
か
ら

「
お
せ
ん
ゞ
へ
土
器
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
胎
土
に
は
、
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・

雲
母
を
含
む
。
二
類
は
（
第
皿
・
犯
図
）
斜
縄
文
・
ル
ー
プ
文
・
コ
ン
パ
ス
文
・

せ
き
や
ま

貼
付
文
・
結
節
部
分
の
回
転
痕
を
有
し
た
「
関
山
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
、

胎
土
に
は
、
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
雲
母
を
含
む
。
三
類
は
（
第
羽
１
羽
図
）
土

器
の
全
面
に
縄
文
を
施
文
し
、
そ
の
上
に
粘
土
紐
を
貼
る
も
の
、
沈
線
、
ボ
タ
ン

状
貼
付
文
を
有
す
る
も
の
、
結
節
浮
線
文
を
施
す
も
の
、
貼
付
文
結
節
浮
線
文
を

も
ろ
い
そ

有
す
る
も
の
が
あ
り
、
「
諸
磯
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
。
胎
土
に
は
、
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白
石
粒
・
石
英
・
砂
・
雲
母
を
含
む
。
四
類
の
（
第
調
・
訂
図
）
は
、
土
器
の
表

じ
ゆ
う
さ
ん
ぽ
だ
い

面
に
縦
・
横
に
施
し
て
文
様
を
構
成
す
る
も
の
で
、
「
十
三
菩
提
式
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
土
器
で
、
胎
土
に
は
、
白
石
粒
・
石
英
・
砂
・
雲
母
を
含
む
。

第
Ⅲ
群
一
類
（
第
認
図
）
は
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
西
日
本
系
土
器
を
本
類

と
す
る
も
の
で
、
口
唇
部
両
側
に
粘
土
紐
を
貼
付
す
る
も
の
・
縄
文
を
有
し
た

ふ
な
も
と

「
船
元
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
。
胎
士
に
は
、
白
石
粒
・
砂
・
石
英

を
含
む
。
二
類
（
第
羽
ｌ
犯
図
）
は
東
日
本
系
土
器
を
本
類
と
す
る
も
の
で
、
集

合
沈
線
・
縄
文
・
三
角
印
刻
文
・
結
節
縄
文
・
結
束
縄
文
・
木
目
状
撚
糸
文
・
斜

ご
り
ょ
う
が
だ
い

縄
文
・
爪
形
文
を
有
し
、
「
五
領
ヶ
台
式
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
土
器
で
あ
る
。
胎
士

に
は
、
白
石
粒
・
砂
・
石
英
・
雲
母
を
含
む
。

上
川
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
石
器
類
は
、
表
面
採
集
も
含
め
約
三
○
○
○
点
で
あ

る
。
石
器
ご
と
の
数
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
ナ
イ
フ
形
石
器
九
点
、
細
石
刃

七
点
、
石
槍
二
一
点
、
石
鍼
二
七
一
点
、
石
斧
三
一
点
、
石
匙
三
六
点
、
石
錘

二
一
点
、
磨
石
一
九
五
四
点
、
凹
石
一
四
七
点
、
石
錐
二
五
点
、
決
状
耳
飾
り
一

三
点
、
管
玉
三
点
、
模
形
石
器
一
点
、
叩
石
九
点
、
礫
器
一
四
点
、
蜂
の
巣
石
二

点
、
石
核
一
七
点
で
あ
る
。
ゞ
）
れ
ら
の
石
器
の
大
部
分
は
Ⅳ
層
ｌ
Ⅶ
層
（
遺
物
包

含
層
）
か
ら
出
土
し
、
士
器
片
の
出
土
し
《
、
ヘ
ル
と
ほ
ぼ
同
一
で
あ
る
。
ま
た
一
二

○
○
○
点
に
お
よ
ぶ
剥
片
・
チ
ッ
プ
が
出
土
し
、
そ
の
総
重
量
は
約
二
八
蛇
、
内

訳
は
、
黒
曜
石
約
一
七
姥
約
六
○
％
、
頁
岩
約
六
姥
約
二
一
％
、
安
山
岩
約

三
・
六
蛇
約
一
三
％
、
チ
ャ
ー
ト
約
一
・
五
蛇
約
五
％
、
水
晶
約
六
二
ｇ

約
○
・
二
％
で
あ
る
。
ゞ
）
れ
ら
の
石
材
の
製
品
の
割
合
は
、
黒
曜
石
七
・
五
％
、

頁
岩
一
三
・
二
％
、
安
山
岩
一
％
、
チ
ャ
ー
ト
七
％
、
水
晶
五
・
三
％
で
あ
る
。

又
石
器
出
土
点
数
の
五
三
％
が
磨
石
、
三
二
％
が
石
鍼
で
、
二
種
で
八
○
％
を
占

め
、
他
は
そ
れ
ぞ
れ
数
％
以
下
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
状
態
で
あ
る
。
極
め
て
特

徴
的
な
石
器
の
組
成
を
示
す
出
土
状
態
で
あ
る
。
石
槍
（
第
調
・
弘
図
）
は
一
八

点
出
土
し
、
木
葉
形
を
呈
す
る
も
の
、
柳
葉
形
を
呈
す
る
も
の
、
石
鍍
形
を
呈
す

る
も
の
に
大
別
で
き
る
。
石
鎌
（
第
拓
図
）
は
表
面
採
集
も
含
め
二
七
一
点
出

土
し
、
六
八
五
点
は
無
茎
石
鎌
で
あ
る
。
基
部
の
形
態
に
よ
っ
て
平
基
式
石
鍍
と
、

凹
基
式
石
鍼
の
二
類
に
分
け
ら
れ
る
。
石
材
は
黒
曜
石
・
頁
岩
・
チ
ャ
ー
ト
・
水

晶
で
あ
る
。
石
斧
（
第
拓
・
師
図
）
は
三
一
点
出
土
し
た
。
ゞ
｝
れ
ら
は
打
製
と
磨

製
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
打
製
石
斧
は
二
三
点
認
め
ら
れ
、
形
状
は
ほ
ぼ
短
冊

形
で
、
刃
部
は
円
刃
の
も
の
が
圧
倒
す
る
。
磨
製
石
斧
は
三
点
は
認
め
ら
れ
た
。

石
匙
（
第
銘
図
）
は
縦
型
六
点
・
横
型
三
○
点
が
出
土
し
た
。
石
材
は
黒
曜
石
・

チ
ャ
ー
ト
で
あ
る
。
石
錘
（
第
鉗
図
）
は
一
二
点
出
土
し
、
す
べ
て
が
円
礫
の
長

こ
う
だ

軸
上
の
上
下
端
に
剥
離
や
敲
打
に
よ
っ
て
扶
り
を
大
き
く
入
れ
た
礫
石
錘
で
あ
る
。

石
材
は
砂
岩
・
安
山
岩
で
あ
る
。
磨
石
は
表
面
採
集
も
含
め
一
九
五
四
点
出
土
し

た
が
、
欠
損
資
料
が
多
く
完
形
品
は
二
三
四
点
に
す
ぎ
な
い
。
〉
｝
れ
ら
は
使
用
面

の
状
態
か
ら
曲
面
的
磨
面
を
も
つ
も
の
と
、
平
面
的
磨
面
を
も
つ
も
の
と
に
分
け

ら
れ
る
。
凹
石
は
表
面
採
集
も
含
め
七
五
点
出
土
し
た
。
磨
石
併
用
例
が
圧
倒
す

る
が
、
磨
石
併
用
例
を
除
く
と
わ
ず
か
六
点
で
あ
り
、
磨
耗
痕
を
も
た
な
い
。
↑
）

れ
ら
の
凹
凸
は
表
・
裏
面
に
磨
面
を
有
す
る
も
の
が
多
く
、
側
辺
部
に
敲
打
痕
を

併
用
す
る
も
の
は
五
点
で
長
軸
辺
に
敲
打
痕
を
多
く
み
る
。
形
状
は
単
に
凹
石
の

も
の
は
不
整
円
形
・
楕
円
形
を
呈
し
、
表
面
は
凹
凸
で
あ
る
。
磨
石
併
用
の
も
の

は
楕
円
形
・
長
円
形
状
を
呈
し
て
い
る
。
石
材
は
安
山
岩
質
で
あ
る
。
石
皿
は
一

四
七
点
出
土
し
、
内
四
点
が
住
居
趾
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
使
用
面
が
「
Ｕ
」

状
を
呈
す
る
も
の
と
、
「
｜
」
状
を
呈
す
る
も
の
と
に
わ
け
ら
れ
る
。
石
材
は
安
山
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岩
・
多
孔
質
安
山
岩
で
あ
る
。
蜂
の
巣
石
（
第
虹
図
）
は
石
皿
の
破
片
を
転
用
し
、

表
面
に
磨
面
が
残
っ
て
お
り
凹
み
は
肩
部
に
残
る
。
裏
面
に
は
ほ
ぼ
全
面
に
二
五

ｍ
×
二
○
，
’
三
五
ｍ
×
三
三
ｍ
の
凹
み
が
認
め
ら
れ
る
。
石
材
は
多
孔
質
安
山

岩
で
あ
る
。
石
錐
（
第
如
図
）
は
二
五
点
出
土
で
、
つ
ま
み
部
分
を
も
つ
も
の
と
、

細
身
状
の
も
の
と
に
分
類
さ
れ
る
。
石
材
は
黒
曜
石
・
頁
岩
・
チ
ャ
ー
ト
・
安
山

岩
で
あ
る
。
決
状
耳
飾
り
及
び
管
玉
は
（
第
媚
図
）
一
六
点
出
土
し
、
内
二
点
は

住
居
趾
内
か
ら
出
土
し
た
。
１
．
２
は
半
欠
品
で
あ
る
が
、
表
裏
面
と
も
に
斜
方

向
に
整
形
痕
が
認
め
ら
れ
、
周
辺
部
は
、
研
磨
に
よ
り
縁
取
り
が
行
わ
れ
、
断
面

は
平
坦
状
を
呈
す
。
昭
の
上
部
に
は
両
面
か
ら
孔
を
あ
け
て
い
る
。
石
材
は
、
滑

石
・
蒻
翠
で
あ
る
。
叩
石
（
第
妃
図
１
１
６
）
は
比
較
的
器
厚
を
も
っ
た
円
柱
状

に
ち
か
い
自
然
礫
を
素
材
と
し
て
、
長
軸
端
部
を
叩
打
さ
れ
る
。
模
形
石
器
（
第

蛇
図
７
）
は
縦
断
面
が
略
二
等
辺
三
角
形
を
呈
し
た
チ
ャ
ー
ト
質
の
石
器
で
あ
る
。

礫
器
（
第
蝿
図
）
は
一
四
点
出
土
し
、
両
面
に
丁
寧
に
調
整
加
工
す
る
も
の
と
、

片
面
は
自
然
面
を
残
し
、
片
面
は
丁
寧
に
加
工
す
る
も
の
と
に
分
け
ら
れ
る
。
石

材
は
頁
岩
・
安
山
岩
・
チ
ャ
ー
ト
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
表
層
に
現
世
の
火
山
灰
が
厚
く
堆
積
し
て
お
り
、
遺

跡
の
放
棄
埋
没
以
降
、
人
為
的
な
攪
乱
は
ほ
と
ん
ど
な
く
遺
物
の
包
含
状
況
は
極

め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
遺
物
包
含
層
は
大
き
く
上
下
二
層
に
分
け
ら
れ
る
。
上
層

が
黒
褐
色
土
居
、
下
層
は
褐
色
か
ら
漸
次
、
黄
褐
色
の
ス
コ
リ
ァ
を
含
ん
だ
土
居

に
移
行
す
る
堆
積
層
で
、
検
出
さ
れ
た
土
器
片
で
み
た
場
合
で
は
、
上
層
で
は
中

期
前
半
の
土
器
が
ブ
ロ
ッ
ク
状
と
な
っ
て
同
一
レ
ベ
ル
に
存
在
し
、
こ
れ
ら
に
早

期
後
半
及
び
前
期
の
土
器
片
が
混
在
し
て
い
た
。
下
層
で
は
前
期
の
土
器
片
に
、

早
期
後
半
の
土
器
片
が
上
下
に
混
在
し
、
ま
た
中
期
の
大
型
破
片
も
検
出
さ
れ
た

が
、
基
盤
層
（
無
遺
物
層
）
近
く
で
は
早
期
後
半
の
土
器
片
が
比
較
的
多
く
検
出

さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
な
遺
物
の
包
含
状
況
か
ら
み
る
と
、
初
め
基
盤
直
上
に
早

期
後
半
の
生
活
面
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
後
に
断
続
的
で
は
あ
る
が
前
期
か
ら
中
期

後
半
ま
で
の
生
活
面
が
重
な
り
、
そ
の
つ
ど
、
前
代
の
遺
構
、
遺
物
を
破
壊
し
た

た
め
、
各
時
期
の
土
器
片
、
そ
の
他
の
遺
物
が
上
下
に
大
き
く
拡
散
さ
れ
た
も
の

と
考
え
る
。
し
か
し
大
ま
か
に
は
遺
物
包
含
層
の
上
層
は
中
期
前
半
、
下
層
は
早

期
後
半
と
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
各
時
期
別
の
居
位
的
区
分
は
で
き
な
か
っ
た
。

ま
た
、
石
器
類
は
礫
ま
で
含
め
る
と
、
数
量
は
お
お
む
ね
土
器
片
と
相
半
す
る
。

そ
れ
を
形
態
及
び
使
用
目
的
か
ら
分
類
す
る
と
、
約
一
五
種
に
な
る
。
〉
）
れ
ら
の

石
器
が
出
土
土
器
の
各
時
期
と
ど
う
結
び
つ
く
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
発
掘
調

査
の
過
程
に
お
い
て
、
各
時
期
の
土
器
と
混
在
し
て
そ
の
つ
ど
検
出
し
た
ゞ
）
と
に

よ
る
。
量
的
に
み
る
と
石
鍍
が
圧
倒
的
に
多
く
、
欠
損
し
た
も
の
ま
で
含
め
る
と

約
一
○
○
○
点
近
く
あ
る
。
石
質
は
黒
曜
石
が
ほ
と
ん
ど
で
、
頁
岩
、
チ
ャ
ー
ト
、

水
晶
製
が
若
干
あ
る
。
ま
た
数
の
上
で
石
鍼
の
次
に
磨
石
が
多
い
。
磨
石
は
石
皿

の
あ
て
石
と
す
る
と
、
石
皿
の
出
土
数
七
一
個
に
対
し
て
、
あ
て
石
三
’
四
個
と

す
れ
ば
、
ほ
ぼ
磨
石
出
土
数
に
あ
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
磨
石
に
似
た
径
一
○
”
前

後
か
ら
五
ｍ
の
丸
石
が
総
計
四
六
七
五
個
ほ
ど
出
土
し
て
お
り
、
出
土
区
は
中
央

区
の
ほ
ぼ
中
央
に
集
中
し
て
い
た
。
こ
の
丸
石
の
石
質
は
、
本
遺
跡
の
近
く
を
流

れ
る
黄
瀬
川
・
佐
野
川
の
河
原
に
あ
る
安
山
岩
系
の
も
の
で
、
コ
ー
ク
ス
を
持
っ

た
時
の
よ
う
に
、
手
の
ひ
ら
に
ひ
っ
か
か
り
を
強
く
感
じ
る
。
多
少
の
擦
痕
が
み

ら
れ
る
も
の
が
多
い
の
で
、
単
な
る
河
原
石
で
は
な
く
石
器
と
し
て
み
な
し
て
よ

か
ろ
う
。
使
用
目
的
は
定
か
で
な
い
。
ど
ん
ぐ
り
類
の
皮
む
き
等
に
は
、
ひ
っ
か

か
り
が
強
い
の
で
都
合
が
よ
い
が
、
数
量
が
多
す
ぎ
る
。
ま
た
石
皿
七
一
個
体
の
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う
ち
、
平
ら
で
凹
み
の
浅
い
も
の
が
一
三
個
、
凹
み
の
深
い
も
の
が
五
六
個
、
他

は
破
片
で
凹
み
の
度
合
は
明
ら
か
で
な
い
。
大
き
さ
に
大
小
が
あ
り
、
大
は
据
え

て
使
用
し
た
も
の
と
し
て
よ
い
が
小
形
で
手
に
持
つ
〉
）
と
の
で
き
る
も
の
は
、
別

な
使
用
目
的
を
考
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
顔
料
を
叩
き
つ
ぶ
し
練

っ
た
も
の
と
し
て
も
よ
い
が
、
そ
の
痕
跡
は
検
出
で
き
て
い
な
い
。
そ
し
て
本
遺

跡
で
の
打
製
石
斧
の
出
土
量
が
意
外
と
少
な
い
・
打
製
石
斧
は
中
期
以
降
急
激
に

増
加
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
中
期
初
頭
の
土
器
に
属
し
て
い
る
と
み
な
し

て
も
よ
い
。
静
岡
県
駿
東
郡
長
泉
町
柏
窪
遺
跡
で
は
土
器
に
伴
っ
て
、
わ
ず
か
な

面
積
の
発
掘
調
査
区
か
ら
二
四
七
本
の
打
製
石
斧
が
出
土
し
て
い
る
の
と
比
較
す

る
と
、
本
遺
跡
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
本
遺
跡
出
土
の
も
の
は
不

定
形
の
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
数
量
の
少
な
い
こ
と
、
不
定
形
で
あ
る
こ
と
が
何

を
意
味
し
て
い
る
の
か
大
い
に
疑
問
と
す
る
と
〉
）
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
で
終

わ
っ
て
い
る
）
）
と
か
ら
、
終
了
時
点
つ
ま
り
集
落
の
移
動
時
点
で
持
ち
去
っ
た
も

の
と
考
え
て
も
よ
い
。
早
期
と
分
類
し
た
も
の
は
、
縄
文
時
代
遺
物
包
含
層
中
か

ら
土
器
片
及
び
他
の
石
器
と
共
伴
し
て
出
土
し
た
も
の
で
、
黒
曜
石
片
の
一
部
に

加
工
し
て
あ
る
石
刃
状
石
器
が
あ
る
。
大
小
あ
っ
て
、
一
種
の
利
器
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
特
殊
な
石
器
と
し
て
、
黒
曜
石
製
で
ひ
ょ
う
た
ん
形
の
小

形
石
器
が
あ
る
。
上
端
の
尖
り
は
錐
、
左
右
は
削
り
器
の
多
目
的
の
利
器
だ
と
思

わ
れ
る
。
さ
ら
に
本
遺
跡
か
ら
は
一
六
点
の
映
状
耳
飾
り
及
び
玉
類
が
出
土
し
た
。

玉
類
に
は
管
状
の
も
の
も
あ
る
。
量
的
に
は
県
下
で
も
例
が
な
く
、
特
異
な
事
象

で
あ
る
。

現
状
東
名
高
速
道
路
裾
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
保
管
ン
ジ
道
路
敷
と
な
っ
て
消
滅
し
た
。

（
用
語
解
説
）

打
越
式
土
器
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
型
式
。
埼
玉
県
富
士
見
市
打
越
遺
跡
を

標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
口
径
の
広
い
大
形
の
深
鉢
形
で
、
口
縁
は
四
単
位
の

低
い
波
状
縁
で
、
立
ち
上
が
り
は
直
上
か
少
し
内
湾
し
、
ゆ
る
い
尖
底
や
丸
底
状

の
状
態
と
な
る
。
文
様
は
口
縁
に
平
行
し
て
二
’
三
段
の
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
山
形

文
が
横
走
し
、
胴
部
と
画
し
た
り
す
る
。

神
之
木
台
式
土
器
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
型
式
。
神
奈
川
県
横
浜
市
神
之
木

台
遺
跡
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
口
縁
が
直
上
ま
た
は
や
や
外
反
し
、
波
状

口
縁
の
も
の
が
大
半
で
、
若
干
の
小
突
起
を
も
つ
平
縁
が
あ
り
、
底
部
は
尖
底
で

あ
る
。
口
縁
は
一
’
二
本
の
刻
み
を
も
つ
隆
線
を
垂
れ
下
げ
、
波
頂
部
で
垂
下
す

る
流
線
と
接
す
る
。
文
様
は
条
痕
文
で
、
な
か
に
は
内
面
に
ま
で
施
す
も
の
も
あ

る
。

文
献
笹
津
海
祥
・
小
野
真
一
・
佐
藤
民
雄
「
駿
東
郡
裾
野
町
上
川
遺
跡
発
掘

調
査
概
報
」
日
本
道
路
公
団
・
静
岡
県
教
育
委
員
会
一
九
六
八
、
袴
田
稔

「
上
川
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」
日
本
道
路
公
団
東
京
第
一
管
理
局
・
静
岡
県

教
育
委
員
会
・
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
八
七
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

図版l上川遺跡8号住居趾土層断面

図版2上川遺跡8号住居趾遺物出土状態
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第二章縄文時代
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図版5上川遺跡遺物出土状態

図版6上川遺跡遺物出土状態
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図版7上川遺跡遺物出土状態
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図版8上川遺跡映状石器出土状態
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
南
か
ら
、
南
西
に
延
び
た
尾
根
の
末
端

海
抜
一
四
一
ｍ
の
平
坦
部
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
（
元
芸
）
の
「
裾
野
市
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
・

丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘
報
告
書
」
に
、
本
遺
跡
の
記
載
が
あ
る
。
〉
｝
の
地
域
は
、
昭
和

二
五
年
（
五
三
）
頃
、
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
、
旧
沼
津
女
子
高
等
学
校
（
加

藤
学
園
）
の
生
徒
が
踏
査
し
て
い
る
。

遺
物
前
記
報
告
書
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
遺
跡
と
あ
り
表
面
採
集
さ
れ
た

遺
物
は
、
数
量
は
極
め
て
少
な
い
が
拓
図
と
写
真
に
示
し
た
よ
う
に
、
撚
糸
文
土

器
片
で
縄
文
時
代
早
期
前
半
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。

遺
跡
の
性
格
撚
糸
文
の
士
器
を
出
土
す
る
遺
跡
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
。

現
状
現
在
、
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
公
文
名
日
向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘

調
査
報
告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
五

（
用
語
解
説
）

押
型
文
土
器
押
型
文
と
い
う
の
は
、
棒
状
の
押
型
を
つ
く
っ
て
、
土
器
面
に

押
し
つ
け
転
が
し
て
で
き
た
文
様
を
指
し
て
い
う
。
棒
に
撚
糸
を
巻
き
つ
け
転
が

し
て
文
様
を
つ
け
る
と
い
う
点
で
は
、
原
理
は
同
じ
で
あ
る
。
細
め
の
棒
に
い
く

つ
か
連
続
し
て
楕
円
の
彫
刻
を
ほ
ど
こ
し
、
生
乾
き
の
土
器
面
に
押
し
つ
け
転
が

す
と
、
米
粒
状
や
穀
粒
状
の
連
続
し
た
浮
文
が
で
き
る
。
こ
の
文
様
を
楕
円
押
型

文
と
い
う
。
同
じ
よ
う
に
鋸
歯
状
、
山
形
状
、
波
状
に
連
続
し
て
彫
刻
し
、
こ
れ

を
土
器
面
に
押
し
つ
け
転
が
し
て
で
き
た
文
様
を
山
形
押
型
文
と
い
い
、
菱
形
、

格
子
目
形
、
網
状
に
彫
刻
し
、
土
器
面
に
押
し
つ
け
転
が
し
て
で
き
た
文
様
を
格

子
目
押
型
文
と
い
っ
て
い
る
。
押
型
文
土
器
は
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
で
文
様
を
構
成

す
る
も
の
も
あ
る
が
、
楕
円
押
型
文
と
山
形
押
型
文
が
組
合
わ
さ
っ
て
文
様
を
つ

く
り
だ
し
た
も
の
も
あ
る
。
公
文
名
丸
山
Ⅱ
遺
跡
出
土
の
押
型
文
土
器
に
、
破
片

は
小
さ
い
が
、
文
様
構
成
が
併
用
型
の
も
の
が
あ
る
。
押
型
文
は
、
縄
文
時
代
早

期
の
代
表
的
な
文
様
で
あ
る
が
、
後
の
時
期
ま
で
文
様
手
法
と
し
て
は
使
わ
れ
て

い
な
い
。
各
種
の
押
型
文
土
器
は
、
中
部
地
方
を
中
心
と
し
て
、
東
は
関
東
か
ら

西
は
近
畿
、
中
国
、
四
国
、
九
州
ま
で
広
く
分
布
し
て
い
る
。

押
型
文
も
撚
糸
文
も
、
そ
れ
ぞ
れ
単
独
に
施
文
さ
れ
、
こ
の
両
方
の
文
様
が
同

じ
土
器
に
施
文
さ
れ
た
例
は
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
文
様

技
法
と
い
う
の
は
、
そ
れ
自
体
が
そ
の
時
点
の
ひ
と
つ
の
文
化
を
示
す
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
地
域
的
な
分
布
の
違
い
は
、
縄
文
時
代
の
早
期
押
型
文
土
器
文
化

圏
と
撚
糸
文
土
器
文
化
圏
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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第二章縄文時代
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相生原遺跡遠望

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
南
西
に
延
び
た
尾
根
は
、
海
抜
二

五
○
ｍ
付
近
か
ら
稜
線
部
が
開
け
て
広
い
平
坦
部
と
な
る
が
、
海
抜
一
三
○
ｍ
の

上
方
か
ら
下
方
へ
向
か
っ
て
東
江
ノ
浦
山
遺
跡
・
相
生
原
遺
跡
が
あ
り
、
つ
い
で

尾
根
末
端
へ
か
け
て
丸
山
Ⅱ
・
丸
山
Ｉ
・
日
向
・
屯
屋
敷
遺
跡
と
連
続
す
る
が
、

本
遺
跡
は
そ
の
一
つ
で
、
平
坦
部
の
南
西
側
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
旧
石
器
時
代
日
向
遺
跡
の
項
参
照
。
こ
れ
ら
遺
跡
は
、
昭
和
四

○
年
代
の
後
半
か
ら
鈴
木
恒
治
、
笹
津
海
祥
、
瀬
川
裕
市
郎
、
芹
沢
充
寛
、
井
上

輝
夫
ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
１
４
は
、
胎
土
に
荒
い
砂
と

少
量
の
白
色
石
粒
を
含
み
、
厚
さ
四
’
五
ｍ
の
薄
手
で
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
斜

行
の
縄
文
が
施
さ
れ
る
。
５
．
６
は
、
胎
士
に
粗
砂
粒
が
多
量
に
含
ま
れ
る
。
５

は
、
浅
い
条
線
文
が
施
さ
れ
、
６
は
列
点
状
の
刺
突
文
が
あ
る
。
す
、
へ
て
縄
文
時

代
前
期
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
他
の
遺
物
が
な
い
の
で
遺
跡
の
時
期
は
決
め
か
ね
る
が
、
一
応

縄
文
時
代
前
期
の
遺
跡
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
。

文
献
笹
津
海
祥
ほ
か
「
裾
野
市
日
向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
発
掘
調
査
報

告
書
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
七
五
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22

ち
や
ぱ
た
け
お
お
い
り

茶
畑
大
入
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
大
入
二
○
一
六
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
南
西
に
延
び
た
尾
根
の
末
端
に
、

東
江
ノ
浦
山
・
相
生
原
遺
跡
が
位
置
す
る
が
、
ゞ
｝
の
遺
跡
の
立
地
す
る
丘
陵
の
南

下
、
入
田
川
に
向
か
っ
て
傾
斜
す
る
台
地
状
斜
面
の
、
海
抜
一
七
○
ｍ
付
近
に
位

置
し
て
い
た
。
周
辺
を
丘
陵
と
沢
谷
に
囲
ま
れ
た
、
特
異
な
と
こ
ろ
に
立
地
す
る

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
、
裾
野
郷
土
研
究
会
の
芹
沢
充
寛
が
踏

査
し
、
縄
文
時
代
前
期
の
土
器
を
採
集
し
て
い
る
。
本
遺
跡
は
、
道
場
山
・
日

向
・
丸
山
Ｉ
・
丸
山
Ⅱ
遺
跡
の
発
掘
調
査
報
告
書
に
、
周
辺
の
遺
跡
と
し
て
報
告

さ
れ
て
い
る
。

現
状
青
葉
台
団
地
敷
地
と
な
っ
て
完
全
に
消
滅
し
て
い
る
。
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第二章縄文時代

23

ひ
が
し
え
の
う
ら
や
ま

東
江
ノ
浦
山
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
茶
畑
字
東
江
浦
山

位置図

位
置
と
立
地
箱
根
外
輪
山
の
三
国
山
か
ら
南
西
に
派
出
す
る
尾
根
稜
部
の
平

坦
地
、
海
抜
二
三
○
ｍ
の
東
江
浦
山
に
位
置
す
る
。
こ
の
尾
根
は
海
抜
一
西
○
ｍ

付
近
か
ら
末
端
に
向
か
っ
て
、
稜
部
が
平
坦
と
な
り
、
相
生
原
・
丸
山
Ⅱ
・
丸
山

Ｉ
・
日
向
・
屯
屋
敷
と
縄
文
時
代
の
遺
跡
が
連
続
し
、
本
遺
跡
は
そ
の
一
つ
で
あ

る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
、
笹
津
海
祥
、
小
野
真
一
、
芹
沢
充
寛

ら
が
踏
査
し
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
。

文
献
日
向
遺
跡
の
文
献
と
同
じ
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24

ろ
く
た
ん
だ

六
反
田
遺
跡所

在
地
裾
野
市
御
宿
字
六
反
田
一
○
一
四
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

位
置
と
立
地
富
士
山
東
南
麓
の
末
端
、
海
抜
二
二
二
ｍ
の
ゆ
る
い
傾
斜
地
の

平
坦
面
に
位
置
す
る
。
周
辺
の
同
じ
よ
う
な
地
形
を
し
た
と
ゞ
）
ろ
に
御
宿
新
田
、

坂
下
遺
跡
が
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
の
前
半
、
芹
沢
充
寛
に
よ
っ
て
縄
文
時
代
遺
跡

と
確
認
さ
れ
た
。

遺
物
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
１
３
は
、
無
文
で
あ
る
。
４

は
、
胎
土
に
白
色
石
粒
と
粗
砂
を
含
む
。
口
縁
部
破
片
で
、
口
縁
よ
り
下
に
突
起

が
付
く
が
、
欠
損
し
て
明
ら
か
で
な
い
。
内
面
に
不
規
則
な
沈
線
が
施
さ
れ
る
。

５
は
、
胎
土
に
白
色
石
粒
と
砂
を
含
む
。
口
縁
部
に
沈
線
で
文
様
が
施
さ
れ
る
。

６
は
、
５
と
胎
土
が
似
て
い
る
。
無
文
で
あ
る
。
縄
文
時
代
中
期
後
半
に
属
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
縄
文
時
代
早
期
、
前
期
の
士
器
群
を
多
く
出
土
し
た
金
沢
上
川

遺
跡
の
よ
う
に
、
富
士
山
麓
の
馬
背
状
の
低
丘
陵
上
に
立
地
す
る
遺
跡
か
ら
下
方

の
、
山
麓
平
坦
面
に
立
地
す
る
遺
跡
か
ら
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
を
出
土
す

る
も
の
が
多
い
。
本
遺
跡
も
そ
の
一
つ
と
み
て
よ
か
ろ
う
。

る
も
の
が
多
い
。
本
遺
跡
も
そ
の
一
つ
と
み
て
ょ
か
ろ

現
状
一
部
畑
地
で
あ
る
が
、
住
宅
地
化
し
て
い
る

2
1 3

4 65

六反田遺跡表面採集土器拓影
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六反田遺跡表面採集土器拓影
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第二章縄文時代

25

み
し
ゆ
く
し
ん
で
ん

御
宿
新
田
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
御
宿
八
一
二
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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位
置
と
立
地
富
士
山
東
南
麓
の
末
端
、
海
抜
一
二
六
ｍ
の
台
状
地
形
上
に
位

置
し
、
東
側
を
黄
瀬
川
が
流
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
（
元
壹
）
八
月
、
ゞ
三
）
に
在
住
の
杉
本
久
喜
宅
で
、

浄
化
槽
を
設
置
す
る
た
め
、
地
表
下
一
・
五
’
一
・
七
ｍ
ほ
ど
掘
り
下
げ
た
と
こ

ろ
、
縄
文
時
代
土
器
片
が
出
土
し
た
。

層
序
表
士
下
三
○
ｍ
に
厚
さ
三
○
ｍ
の
富
士
マ
サ
層
が
あ
り
、
そ
の
下
部
に

厚
さ
九
○
ｍ
以
上
の
黒
土
層
が
あ
っ
て
、
そ
の
下
位
の
と
こ
ろ
か
ら
出
土
し
た
。

黒
土
層
の
下
は
赤
土
層
で
岩
盤
に
達
し
て
い
た
。

遺
物
第
１
図
の
１
１
７
ま
で
は
、
ほ
ぼ
同
一
の
土
器
片
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
胎
士
に
白
色
石
粒
と
砂
を
多
量
に
含
む
。
縄
文
の
地
文
に
沈
線
で
文
様
が
構

成
さ
れ
る
。
８
１
ｕ
ま
で
は
、
沈
線
と
八
の
字
の
引
掻
文
、
皿
・
咽
は
、
縄
文
と

低
い
隆
起
線
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
第
２
図
は
石
器
で
、
１
１
３
は
大
形
石
棒
、

う
ち
２
．
３
は
有
頭
の
石
棒
で
あ
る
。
石
質
は
安
山
岩
。
４
１
６
は
磨
石
で
、
石

質
は
安
山
岩
。
８
は
、
半
磨
製
の
偏
平
な
石
斧
で
、
石
質
は
硬
質
の
粘
板
岩
で
あ

る
。

遺
跡
の
特
徴
裾
野
市
北
部
の
富
士
山
麓
地
域
で
は
、
地
表
下
○
・
五
’
一
ｍ

の
と
こ
ろ
に
堆
積
し
た
新
期
火
山
灰
層
を
除
去
す
る
と
、
そ
の
下
の
黒
褐
色
土
居

か
ら
縄
文
時
代
の
遺
物
を
発
見
す
る
）
）
と
が
あ
る
。
本
遺
跡
も
そ
の
一
つ
で
、
縄

文
時
代
中
期
後
半
の
遺
跡
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
大
半
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
芹
沢
充
寛
「
御
宿
新
田
遺
跡
」
裾
野
郷
土
研
究
創
刊
号
裾
野
郷
土

研
究
会
一
九
六
六

（
用
語
解
説
）

胎
土
縄
文
時
代
本
文
中
に
、
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
胎
土
と
い
う
の
は
、
土
器

や
陶
器
類
を
作
る
と
き
の
素
材
を
い
う
。
中
世
の
陶
器
類
は
、
産
地
が
限
ら
れ
て

い
て
、
そ
れ
を
作
る
の
に
適
し
た
粘
土
や
陶
土
の
産
す
る
と
こ
ろ
で
焼
か
れ
て
い

る
か
ら
、
大
体
、
胎
土
の
性
質
を
調
べ
て
お
け
ば
、
目
で
み
て
瀬
戸
・
美
濃
古
窯

の
も
の
か
、
常
滑
古
窯
の
も
の
か
大
ま
か
な
区
別
は
つ
く
も
の
で
あ
る
。
縄
文
時

代
の
土
器
の
素
材
つ
ま
り
胎
土
に
つ
い
て
は
、
桃
園
入
ノ
洞
遺
跡
や
金
沢
上
川
遺

跡
出
土
の
土
器
の
説
明
に
あ
る
よ
う
に
、
石
英
・
長
石
・
雲
母
が
含
ま
れ
る
と
あ

り
、
そ
の
ほ
か
市
内
出
土
の
士
器
片
の
断
面
を
み
て
も
、
ま
っ
た
く
粘
土
だ
け
で

作
ら
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
砂
粒
と
長
石
と
思
わ
れ
る
白
色
石
粒
を

含
ん
で
い
て
、
粘
土
は
つ
な
ぎ
程
度
と
い
う
の
も
あ
る
。
ま
た
縄
文
時
代
早
期
か

ら
前
期
の
初
め
に
か
け
て
は
、
植
物
の
繊
維
を
入
れ
た
痕
跡
の
あ
る
も
の
や
、
前

期
の
終
わ
り
頃
か
ら
中
期
前
半
の
士
器
に
は
、
金
雲
母
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
て
、

土
器
の
時
期
を
判
断
す
る
手
掛
か
り
と
も
な
っ
て
い
る
。
胎
土
の
混
入
物
は
、
も

と
も
と
粘
土
に
混
じ
っ
て
い
た
も
の
と
す
る
と
、
↑
｝
の
地
域
で
は
石
英
や
長
石
、

雲
母
な
ど
は
産
し
な
い
か
ら
、
何
処
か
ほ
か
で
作
っ
た
土
器
を
持
ち
込
ん
だ
も
の

で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
胎
土
に
含
ま
れ
た
砂
粒
か
ら
角
セ
ン
石
・
シ
ソ
輝

石
・
普
通
輝
石
の
三
鉱
物
の
量
を
計
測
し
て
、
土
器
の
製
作
地
を
推
定
す
る
作
業

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
長
泉
町
八
反
田
・
桜
畑
遺
跡
の
士
器
は
山
梨
県
方
面
、
裾
野

市
茶
畑
道
場
山
遺
跡
の
土
器
は
、
甲
府
盆
地
の
中
ｌ
西
部
ま
た
は
笛
吹
川
系
、
う

ち
一
片
は
富
士
川
河
口
付
近
の
砂
粒
で
あ
っ
た
と
す
る
。
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第2図御宿新田遺跡出土石器実測図
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第二章縄文時代

２

1 8

1-1

1-3

1－4

'一 12

1 7
1，

1．

図版l御宿新田遺跡出土土器
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３

2-1

－8

図版2御宿新田遺跡出土石器
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第二章縄文時代

26

さ
か
し
た

坂
下
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
御
宿
字
坂
下

位置図

位
置
と
立
地
富
士
山
東
南
麓
の
御
宿
坂
下
、
海
抜
一
九
○
ｍ
の
台
地
状
地
形

の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。
周
辺
の
馬
背
状
丘
陵
や
そ
の
下
方
の
台
地
上
に
は
、
上

川
、
六
反
田
、
御
宿
新
田
等
の
遺
跡
が
分
布
す
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
六
○
年
（
完
全
）
、
上
川
遺
跡
発
掘
調
査
中
、
周
辺
遺
跡
確

認
の
た
め
袴
田
稔
が
踏
査
中
、
市
営
グ
ラ
ン
ド
の
表
土
を
削
平
し
た
壁
面
か
ら
縄

文
土
器
片
を
検
出
し
た
。
主
と
し
て
縄
文
時
代
中
期
土
器
片
で
あ
る
。

現
状
既
に
市
営
グ
ラ
ン
ド
敷
地
と
な
り
、
遺
跡
の
大
半
は
消
滅
し
て
い
る
。

鑿､心

為

坂下遺跡表面採集石鍼
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27

ひ
ら
ば
や
し

平
林
Ｉ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
平
林
五
七
二
番
地

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

錘一

平林I遺跡遠望

位
置
と
立
地
愛
麿
山
か
ら
南
東
に
延
び
る
尾
根
の
う
ち
、
富
沢
集
落
の
南
方

に
延
び
た
尾
根
は
、
海
抜
一
三
○
ｍ
付
近
か
ら
、
そ
の
背
稜
部
が
平
坦
面
を
な
し
、

こ
の
面
が
広
が
る
塚
松
か
ら
藤
内
・
山
畑
・
中
林
・
平
林
と
連
続
し
て
、
縄
文
時

代
の
土
器
片
が
散
布
し
て
い
る
。
平
林
Ｉ
遺
跡
は
、
こ
の
平
坦
面
の
海
抜
一
五
五

ｍ
前
後
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
上
方
へ
向
か
っ
て
広
が
る
が
、
東
名
高

速
道
路
で
西
北
方
は
切
断
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
東
名
高
速
道
路
を
越
え
た
と
こ
ろ

一
帯
が
平
林
Ⅱ
遺
跡
で
あ
る
。

発
見
と
調
査
こ
の
辺
り
一
帯
に
土
器
片
の
散
布
し
て
い
る
こ
と
は
、
古
く
か

ら
地
元
の
人
に
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
○
年
代
以
後
、
裾
野
郷
土
研
究
会
の

芹
沢
充
寛
、
佐
藤
隆
、
井
上
輝
夫
ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
第
１
図
１
１
３
．
５
の
う
ち
、
１
．
２
は
胎
土
に
粗
砂
粒
を
含
み
、
１

は
押
型
文
、
２
は
撚
糸
文
の
土
器
で
あ
る
。
４
は
胎
土
に
繊
維
と
砂
粒
を
含
み
、

細
い
撚
糸
文
が
施
さ
れ
る
。
縄
文
時
代
早
期
前
半
の
土
器
と
思
わ
れ
る
。
３
は
胎

土
に
繊
維
を
含
む
が
、
よ
く
焼
き
締
ま
り
、
細
い
沈
線
が
施
さ
れ
る
。
５
は
胎
土

に
粗
砂
粒
を
含
み
、
太
描
き
の
沈
線
が
施
さ
れ
る
。
６
は
胎
土
に
繊
維
を
含
み
『

引
掻
き
状
の
文
様
が
施
さ
れ
る
。
７
は
胎
土
に
白
色
石
粒
と
少
量
の
雲
母
が
含
ま

れ
、
沈
線
が
施
さ
れ
る
。
３
．
５
は
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
土
器
で
あ
ろ
う
。
第

２
図
１
１
週
ま
で
、
胎
土
に
白
色
石
粒
と
砂
を
含
む
。
１
は
、
半
裁
竹
管
の
内
側

で
深
く
平
行
線
を
施
し
、
下
の
三
本
に
刻
み
目
を
入
れ
る
。
２
．
３
は
口
縁
部
に

隆
線
で
渦
状
文
を
つ
け
る
。
４
は
、
平
行
線
文
に
刻
目
文
帯
を
入
れ
る
。
５
は
、

縦
に
平
行
沈
線
の
地
文
を
つ
く
り
、
粘
土
紐
で
文
様
区
画
を
つ
く
る
。
６
．
９
．

皿
１
週
は
、
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
沈
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
７
．
８
．
叩
は
、

沈
線
と
隆
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
以
上
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
も
の
と
思
わ
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遺
跡
の
特
徴
東
名
高
速
道
路
よ
り
南
東
の
平
坦
面
全
域
に
、
土
器
片
が
散
布

す
る
比
較
的
規
模
の
大
き
な
遺
跡
で
あ
る
。
採
集
さ
れ
た
土
器
片
か
ら
み
る
と
、

縄
文
時
代
早
期
と
中
期
後
半
の
重
複
し
た
遺
跡
と
い
え
よ
う
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
。

れ
る
。

ｰ

参考資料富沢出土縄文土器

332



第二章縄文時代
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守
．
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ム

ゴ
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●
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レ
ー
１
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雌
費
少
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。
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ｆ
竿
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■

。

』

》
④
■

．
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牽
蜘
や
盟
号
小
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孔
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ザ
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典
画
Ｐ
炉
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凸
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■
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識
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．
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０
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仇
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計
．
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，
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：
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笹
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鱗
議
獄
潔

．
Ｈ
・
・
ロ
ヱ
ｊ
β
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》
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Ｊ
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．
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型
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，
け
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Ｊ

ｅ

ｆ
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１
ｂ
“
ｐ
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１
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Ｊ
，
。
。
．
ｐ
、
．
、

奨
伽
・
農
、
ワ
ド
Ｆ
、
。
。
！
。
Ｆ
‐
酔
或
い
’
Ｊ
Ｉ
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Ｄ
偽
、
『
６
マ
０
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Ｌ
印
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少
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画
哩
画
：
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．
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、
蝋
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舗
泌
熟
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詐
測
灘
嘩
碍
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凸
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ｂ
？
１
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．
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多
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．
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１
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．

Ｌ

〃

牛
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い

．

。

．

。

．
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ゴ
ザ
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卓
公
息
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．
昂
宮
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咽
●
雌
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１
．
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‘
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‐
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Ｌ
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『
凸
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□
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兎
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鹿
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排
、
．
心
智
‐
一
公
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つ
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↑
や
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凸
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ザ
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ｐ
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ｂ
毛
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甚
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一
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勾
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司
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み
虐

爵
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峰
玲
汽
印
部
癖
確
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》
‐
却
沙
貯
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．
軒
柵
。
ｗ
●
曙
い
『
：
。
．
温
き

《
．
、
１
，
．
．
・
・
・
４
Ｖ
．
‐
ソ
‐
Ｆ
１
口
募
”
聖
》
？
。
興
令
Ｄ
Ｐ
，
韓
Ⅳ
郡
禦
．
一

ロ
ー
Ｄ
“
け
り
“
喀
卜
匂
８
４
・
坦

喫
。
〃
，
；
・
《
強
駄
野
蚕
《
群
呆
畔
凱
？
・
ぺ
乳
騨
が
雫
別
》
制
．
二
・

・
１
．
＄
ム
ザ
ヤ
ｒ
ザ
４
吋
夕
笛
“
こ
こ

０
■
・
も
・

ぜ
●
少
‘
Ｆ
Ｉ
Ｐ
ロ
閥
・
伊
叩
》
．
里
心
弘
門
”
兎
“
、
。
’
乱
・
・
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Ｐ
６
Ｊ
ｊ
‐
．
ｒ
鼻
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Ｌ
、
‐
‐

；
〃
１
１
．
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‐
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藻
伶
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』
″
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§
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．
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』
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‐
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囎
（
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ニ
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Ｊ
▼
１
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■
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叙
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ｊ
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ご
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ノ
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難
『
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鰄
晦
、
乳
。
》
附
画
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ｔ
・
昨
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咋

銭
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瞭
報
恥
訓
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轡
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輝
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罪
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．
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一
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ｉ
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喜
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．
偽
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ず
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》
軍
（
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０
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９
ｒ
β
僻
心
岼
列
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謬
竺

が

１
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旧
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簿
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翻
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祖
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評
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ヂ
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

28

ひ
ら
ば
や
し

平
林
Ⅱ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
中
林
五
六
六
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
平
林
Ｉ
遺
跡
の
北
西
側
に
連
続
す
る
遺
跡
で
あ
る
。
地
籍
は
中

林
で
あ
る
が
、
従
来
の
名
称
を
採
用
し
た
。

遺
物
表
面
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
は
、
撚
糸
文
の
土
器
で
あ
る
。

２
．
３
は
、
押
型
文
の
土
器
で
あ
る
。
う
ち
２
は
格
子
目
押
型
文
、
３
は
山
形
押

型
文
土
器
で
あ
る
。
４
は
、
口
縁
凸
起
部
破
片
で
あ
る
。
胎
土
に
若
干
の
石
粒
を

含
み
、
硬
く
焼
き
締
ま
り
灰
色
を
し
て
い
る
。
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
口
縁
に
刻

目
が
あ
る
。
す
べ
て
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
の
一
つ
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
が
、
土
取
り
を
さ
れ
て
い
る
。
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第二章縄文時代

と
み
ざ
わ
は
っ
た
ん
だ
ま
す
か
た

羽
富
沢
八
反
田
・
増
方
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
西
川
五
四
七
番
地
ほ
か
、
同
瀬
戸
山
五
一
八
番
地位置図

位
置
と
立
地
八
反
田
遺
跡
は
、
内
野
山
Ｉ
、
細
山
遺
跡
の
立
地
す
る
愛
麿
山

麓
の
尾
根
の
末
端
、
海
抜
一
五
三
ｍ
の
字
西
川
に
位
置
し
、
増
方
遺
跡
は
、
内
野

山
Ⅲ
遺
跡
の
立
地
す
る
尾
根
の
東
南
側
に
枝
分
か
れ
し
た
ほ
ぼ
中
央
部
『
海
抜
一

六
一
ｍ
の
字
瀬
戸
山
に
位
置
す
る
。
増
方
遺
跡
の
す
ぐ
東
側
の
沢
谷
を
越
え
た
尾

根
末
端
に
、
尾
畑
遺
跡
が
あ
る
。

発
見
と
調
査
両
遺
跡
は
、
内
野
山
Ｉ
遺
跡
と
共
に
、
昭
和
四
○
年
（
元
壹
）

頃
、
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
が
踏
査
し
、
そ
の
後
、
芹
沢
充
寛
ら

が
踏
査
し
て
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。
な
お
八
反
田
遺
跡
か
ら

東
南
東
約
二
五
○
ｍ
の
尾
根
末
端
に
は
、
縄
文
時
代
中
期
の
土
器
片
が
散
布
し
て

い
た
。現

状
八
反
田
遺
跡
の
大
半
は
、
土
取
り
工
事
で
消
滅
し
、
増
方
遺
跡
は
畑
地

と
一
部
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡
と
同
じ
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と
み
ざ
わ
な
か
ば
や
し
つ
か
ま
つ

鋤
富
沢
中
林
・
塚
松
Ａ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
内
野
山

位置図

位
置
と
立
地
愛
麿
山
か
ら
東
南
の
富
沢
集
落
方
面
へ
派
出
す
る
尾
根
の
、
海

抜
一
八
○
ｍ
付
近
の
背
稜
部
に
塚
松
Ａ
遺
跡
、
そ
れ
よ
り
約
三
○
○
ｍ
ほ
ど
下
っ

た
海
抜
一
七
○
ｍ
付
近
に
中
林
遺
跡
が
位
置
す
る
。
こ
の
尾
根
は
、
海
抜
一
二
○

ｍ
付
近
よ
り
平
坦
面
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
尾
根
の
末
端
に
向
か
っ
て
塚
松
Ｂ
・

Ａ
、
中
林
、
平
林
Ⅱ
．
Ｉ
と
遺
跡
が
連
続
す
る
。
発
表
さ
れ
て
い
る
遺
跡
名
は
中

林
、
塚
松
で
あ
る
が
、
公
図
（
地
籍
図
）
の
上
で
は
、
内
野
山
と
な
っ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
、
芹
沢
充
寛
ら
が
踏
査
し
、
縄
文
時
代

の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

現
状
畑
地
と
一
部
は
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡
と
同
じ
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第二章縄文時代

と
み
ざ
わ
つ
か
ま
つ

証
富
沢
塚
松
Ｂ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
内
野
山

位置図

位
置
と
立
地
愛
薦
山
か
ら
東
南
の
富
沢
集
落
方
面
へ
延
び
る
尾
根
の
、
海
抜

一
三
七
ｍ
付
近
の
平
坦
面
に
位
置
す
る
。
現
在
、
こ
の
尾
根
の
平
坦
面
に
立
地
す

る
遺
跡
で
は
、
最
も
高
い
と
ゞ
｝
ろ
に
あ
る
。
本
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
じ
高
さ
に
、
北
の

内
野
山
Ⅱ
遺
跡
が
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
、
中
林
・
平
林
Ｉ
．
Ⅱ
遺
跡
と
共
に
、

芹
沢
充
寛
ら
が
踏
査
し
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。
中
畑
・
内
野

山
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
で
は
、
こ
の
尾
根
上
の
海
抜
一
八
○
ｍ
付
近
に
塚
松
Ａ

遺
跡
が
あ
り
、
本
遺
跡
を
塚
松
Ｂ
遺
跡
と
し
て
い
る
。
塚
松
Ａ
遺
跡
も
中
林
・
平

林
Ｉ
．
Ⅱ
遺
跡
と
共
に
芹
沢
充
寛
ら
が
踏
査
し
て
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
を
採
集

し
て
い
る
。

現
状
山
林
と
畑
地
で
あ
る
が
、
畑
地
は
現
在
草
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
中
林
遺
跡
と
同
じ
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32

お
ぱ
た

尾
畑
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
桃
園
字
尾
畑
五
二
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

位
置
と
立
地
愛
鷹
山
の
東
南
麓
の
末
端
、
海
抜
一
五
○
ｍ
の
舌
状
丘
陵
を
し

た
桃
園
尾
畑
に
位
置
す
る
。
遺
跡
の
位
置
す
る
尾
畑
丘
陵
は
、
主
脈
と
な
る
尾
根

の
稜
部
が
海
抜
二
四
○
ｍ
付
近
で
平
坦
と
な
っ
て
扇
状
に
広
が
り
、
海
抜
一
八
○

’
一
七
○
ｍ
付
近
で
谷
に
よ
っ
て
三
本
に
枝
分
か
れ
し
て
い
る
が
、
そ
の
北
端
の

長
さ
約
四
○
○
ｍ
、
平
坦
面
の
幅
約
五
○
ｍ
の
丘
陵
で
、
遺
跡
の
主
要
部
分
は
、

そ
の
先
端
近
く
に
あ
っ
た
と
い
う
。

発
見
と
調
査
地
元
で
は
、
昭
和
一
○
年
（
元
壹
）
頃
か
ら
土
器
、
石
器
が
出

土
す
る
ゞ
｝
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
昭
和
四
二
年
（
元
老
）
、
裾
野
郷
土
研
究
会
の
芹

沢
充
寛
、
佐
藤
隆
、
歌
崎
久
作
ら
は
、
中
部
開
発
株
式
会
社
か
ら
本
遺
跡
一
帯
の

宅
地
造
成
を
開
始
す
る
と
の
連
絡
を
受
け
、
現
地
を
巡
視
中
に
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
、

表
土
を
削
平
し
た
と
こ
ろ
か
ら
土
器
片
が
出
土
し
た
た
め
、
緊
急
調
査
を
笹
津
海

祥
に
依
頼
、
同
研
究
会
、
県
立
裾
野
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
が
参
加
し
て
、
同
年

七
月
、
二
日
間
の
調
査
を
実
施
し
た
。

遺
構
埋
没
し
た
顔
面
把
手
付
土
器
に
接
続
し
て
、
直
線
上
に
長
楕
円
形
の
河

原
石
木
炭
片
の
集
積
し
た
も
の
、
円
石
が
配
列
し
た
遺
構
と
、
住
居
趾
と
思
わ

れ
る
も
の
が
一
カ
所
検
出
さ
れ
た
と
す
る
。

遺
物
第
１
図
は
、
顔
面
把
手
付
土
器
で
あ
る
。
頸
部
か
ら
下
に
縄
文
を
地
文

と
し
、
隆
線
と
彫
刻
的
沈
線
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
第
２
図
１
は
、
胎
土
に
白

色
石
粒
と
砂
を
多
量
に
含
む
。
太
目
の
粘
土
紐
を
押
し
付
け
て
隆
起
帯
の
区
画
を

つ
く
り
、
沈
線
・
爪
形
・
刻
目
・
三
叉
文
で
、
文
様
を
構
成
す
る
。
深
鉢
形
土
器

で
あ
る
が
、
上
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
２
は
、
１
と
胎
土
は
同
じ
で
あ
る
。
三
角

の
連
続
押
引
文
で
文
様
を
構
成
す
る
。
把
手
付
の
士
器
で
あ
る
が
上
下
が
欠
損
し

て
い
る
。
３
は
、
口
縁
部
の
破
片
で
あ
る
。
太
い
沈
線
で
浮
彫
的
に
渦
状
文
を
つ

く
り
出
し
、
文
様
を
構
成
す
る
。
第
３
図
１
は
、
図
上
で
復
原
し
た
も
の
で
あ
る
。

上
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
胎
士
に
白
色
石
粒
と
砂
粒
を
多
量
に
含
み
、
焼
き
は
も

ろ
く
、
破
片
の
接
合
が
難
し
い
。
四
条
の
隆
線
で
大
き
く
曲
線
状
の
文
様
を
構
成

す
る
。
第
３
図
２
１
４
は
、
表
面
採
集
品
で
あ
る
。
２
は
胎
土
に
若
干
の
繊
維
を

含
み
、
文
様
は
撚
糸
文
ら
し
く
み
え
る
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
３
．
４
は
、
２
と
胎

土
が
似
て
い
る
が
、
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
半
裁
竹
管
で
沈
線
文
を
施
す
。
以
上
、

第
１
１
３
図
１
ま
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
中
葉
の
土
器
で
あ
る
が
、
第
３
図
２
は

縄
文
時
代
早
期
、
３
．
４
は
同
前
期
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
ほ
か
縄

文
時
代
中
期
後
半
の
土
器
が
あ
っ
た
と
す
る
。
石
器
に
、
ヒ
ス
ィ
製
の
玉
が
出
士

し
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
資
料
は
少
な
く
縄
文
時
代
早
期
・
前
期
と
中
期
の
重
複
し
た
遺

跡
で
あ
る
が
、
特
に
顔
面
把
手
付
土
器
、
大
珠
（
玉
）
を
出
土
し
た
特
異
な
遺
跡

と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

現
状
遺
跡
の
主
要
部
は
、
住
宅
地
と
な
り
消
滅
し
た
。

資
料
の
所
在
裾
野
市
教
育
委
員
会
、
沼
津
市
歴
史
民
俗
資
料
館
保
管

文
献
佐
藤
隆
ほ
か
「
駿
東
郡
裾
野
町
桃
園
尾
畑
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
」

裾
野
郷
土
研
究
第
４
号
裾
野
郷
土
研
究
会
一
九
七
○
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1
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1 ， ， ， ， ， ， ， ， ． 1

第1図尾畑遺跡出土顔面把手付土器実測図
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第二章縄文時代

() 5 1()cm

ｌ

３

0 5 10cm

第2図尾畑遺跡出土土器実測図
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識錐.鴬

壱、蝋

き､ご程.
、 き～

識一
ず

侭
洋
，
弓
押
一
や
一
今
．
・

叩

呼

争

依

里

・

〆

ｑ

ｑ
．
。
。
画
や

＃
時
ｌ
１
ｏ
Ｌｄ

Ｉ
０
Ｋ
ｂ

ａ

，

Ｊ

△

．

‐

す
４
Ｊ
９
Ｊ
。
。
、

Ｊ
Ｐ
Ｊ

ノ 報‐蝦

1
J

／
叫
岬
＃
」

い

。

．

空

型

哩

噴

露

0 5 10cm

二 一

叫
川
川
川
川
川
川
川
〃
“
”
２

０
１

5 lOcm
l

第3図尾畑遺跡出土土器拓影
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第二章縄文時代

鍵
斗唱

恥

ｆ

戦
A

r

A′
涛
分

昂
‘， '照；

』

M ，
鴎噌縛

土
錫
辮

心

澱§錨

3-1
～

図版1尾畑遺跡出土土器
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2－2

2-1

‘-.q
uJ

図版2尾畑遺跡出土土器

（
用
語
解
説
）

勝
坂
式
土
器
縄
文
時
代
中
期
前
半
の
士
器
型
式
。
神
奈
川
県
相
模
原
市
勝
坂

遺
跡
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
キ
ャ
リ
パ
ー
深
鉢
形
、
浅
鉢
、
釣
手
土
器

台
付
土
器
な
ど
が
あ
り
、
口
縁
部
に
雄
大
な
把
手
を
も
つ
も
の
、
ま
た
把
手
に
顔

面
が
つ
く
も
の
、
体
部
か
ら
把
手
に
蛇
体
文
の
つ
く
も
の
が
あ
る
。
分
布
は
中
部

山
岳
地
方
を
中
心
に
関
東
西
部
に
至
る
。

五
領
ケ
台
式
土
器
縄
文
時
代
中
期
初
頭
の
土
器
型
式
。
神
奈
川
県
平
塚
市
広

川
五
領
ヶ
台
貝
塚
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
口
縁
部
が
外
反
、
内
湾
す
る
深

鉢
、
浅
鉢
で
、
文
様
は
細
線
文
や
三
角
印
刻
文
を
主
体
と
し
て
胴
部
に
縄
文
を
施

す
細
線
文
士
器
と
、
平
行
沈
線
文
、
弧
線
文
、
交
互
刺
突
文
な
ど
が
あ
る
。
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33

ほ
そ
や
ま

細
山
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
細
山

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

、 、難‘ 、錫

犀

細山遺跡遠望

位
置
と
立
地
愛
麿
山
東
麓
の
平
坦
部
が
広
が
っ
た
丘
陵
上
、
富
沢
細
山
の
海

抜
一
六
五
ｍ
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

発
見
と
調
査
富
沢
集
落
西
側
に
広
が
る
愛
庶
山
麓
の
丘
陵
上
か
ら
は
、
土
地

の
人
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
多
量
の
土
器
片
が
出
土
す
る
妄
｝
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、

細
山
地
区
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
昭
和
四
○
年
（
元
壹
）
以
降
、
芹
沢
充
寛
、
佐

藤
隆
、
井
上
輝
夫
ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
、
縄
文
時
代
遺
跡
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。

遺
物
第
１
図
１
は
、
胎
士
に
白
色
石
粒
と
砂
を
含
み
、
口
縁
部
か
ら
縦
に
や

や
荒
い
縄
文
を
施
す
が
、
不
明
瞭
で
あ
る
。
２
は
、
胎
土
に
少
量
の
繊
維
を
含
む
。

絡
条
体
圧
痕
文
を
施
す
。
３
は
、
２
と
胎
土
が
同
じ
で
、
微
隆
起
線
文
で
文
様
を

構
成
す
る
。
４
は
、
胎
土
に
荒
い
砂
粒
を
多
量
に
含
み
、
沈
線
で
文
様
を
構
成
す

る
。
５
１
８
は
、
胎
士
に
少
量
の
繊
維
を
含
む
土
器
片
で
、
無
文
で
あ
る
。
す
、
●
へ

て
縄
文
時
代
早
期
に
属
す
る
土
器
片
と
思
わ
れ
る
。
第
２
図
は
、
細
山
近
辺
で
採

集
さ
れ
た
釣
手
形
土
器
で
、
縄
文
時
代
中
期
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
「
裾
野
の

文
化
財
」
で
は
、
香
炉
型
士
器
と
紹
介
し
て
い
る
。
尾
畑
遺
跡
出
土
の
顔
面
把
手

付
土
器
と
共
に
、
希
少
価
値
の
高
い
美
術
的
文
化
財
と
も
い
え
る
。

遺
跡
の
特
徴
採
集
さ
れ
た
土
器
片
か
ら
縄
文
時
代
早
期
の
遺
跡
と
い
え
る
が
、

中
期
の
遺
跡
と
重
複
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
状
大
部
分
は
畑
地
で
あ
り
、
一
部
東
名
高
速
道
路
で
切
断
さ
れ
て
い
る
。

文
献
「
裾
野
の
文
化
財
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
八
六
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第二章縄文時代

一

一

一三＝一三 一
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、
〆

＝一
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（
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（
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愛
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＠
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。

10cmⅡ

第2図細山遺跡出土釣手形土器実測図

、信冗

60，



図版2細山遺跡出土釣手形土器
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第二章縄文時代

と
み
ざ
わ
う
ち
の
さ
ん

弘
富
沢
内
野
山
Ⅱ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
内
野
山

位置図

位
置
と
立
地
愛
麿
山
か
ら
東
南
の
桃
園
、
富
沢
地
区
へ
延
び
た
尾
根
は
、
海

抜
二
三
○
ｍ
付
近
か
ら
扇
状
に
広
が
る
広
い
平
坦
部
と
な
る
が
、
こ
の
平
坦
部
の

か
な
め
要
の
位
置
に
本
遺
跡
は
位
置
す
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
昭
和
四
○
年
（
元
奎
）
頃
か
ら
、
県
立
沼
津
商
業

高
等
学
校
郷
土
研
究
部
が
踏
査
し
、
そ
の
後
、
裾
野
郷
士
研
究
会
の
芹
沢
充
寛
ら

が
踏
査
し
て
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。
（
内
野
山
Ｉ
遺
跡
参

照
）
現
状
畑
地
と
一
部
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡
と
同
じ
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と
み
ざ
わ
う
ち
の
さ
ん

弱
富
沢
内
野
山
Ⅲ
。
Ⅳ
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
富
沢
字
内
野
山

位置図

位
置
と
立
地
内
野
山
Ⅳ
遺
跡
は
、
内
野
山
Ⅱ
遺
跡
の
東
南
方
五
○
○
ｍ
の
と

一
｝
ろ
に
位
置
し
、
同
Ⅲ
遺
跡
は
、
内
野
山
Ⅳ
遺
跡
の
東
南
方
四
○
○
ｍ
の
と
こ
ろ

に
位
置
す
る
。
こ
れ
ら
の
遺
跡
の
立
地
す
る
愛
麿
山
尾
根
の
末
端
に
、
顔
面
把
手

付
土
器
を
出
土
し
た
尾
畑
遺
跡
が
あ
る
。

発
見
と
調
査
こ
の
両
遺
跡
は
、
内
野
山
Ｉ
．
Ⅱ
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
、
昭
和

四
○
年
（
元
奎
）
頃
、
県
立
沼
津
商
業
高
等
学
校
郷
土
研
究
部
が
踏
査
し
、
そ
の

後
、
芹
沢
充
寛
ら
が
踏
査
し
て
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
を
採
集
し
て
い
る
．

現
状
現
在
は
山
林
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
富
沢
内
野
山
Ｉ
遺
跡
と
同
じ
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第二章縄文時代

36

お
お
は
た
く
ま
の
じ
ん
じ
ゃ

大
畑
熊
野
神
社

所
在
地
裾
野
市
大
畑
字
古
城
跡
熊
野
神
社

位置図

（
注
）
「
裾
野
市
の
文
化
財
」
に
よ
る
と
、
土
偶
と
し
て
い
る
。
土
偶
は
、
縄
文
時

代
早
期
か
ら
晩
期
ま
で
作
ら
れ
る
が
、
縄
文
時
代
中
期
の
頃
か
ら
両
腕
を
伸
ば
し

た
形
の
十
文
字
形
が
現
れ
る
と
と
も
に
、
目
鼻
口
な
ど
の
表
現
も
さ
れ
て
く
る
。

土
偶
は
、
女
神
信
仰
説
（
大
地
の
豊
さ
を
祈
願
す
る
地
母
神
信
仰
）
、
護
符
説
（
お

守
）
、
呪
物
説
（
う
ら
な
い
に
使
う
も
の
）
な
ど
、
作
ら
れ
た
意
味
が
考
え
ら
れ
、

土
偶
の
大
半
が
破
損
し
捨
て
ら
れ
た
状
況
で
出
土
し
て
い
る
一
）
と
か
ら
、
疾
病
、

負
傷
な
ど
の
災
い
を
土
偶
に
転
嫁
す
る
説
も
あ
る
。
こ
の
土
偶
（
顔
面
土
器
）
は
、

左
右
の
眼
の
上
下
に
、
イ
レ
ズ
ミ
と
思
わ
れ
る
文
様
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
図
の
顔
面
土
器
は
、
長
い
間
大
畑
熊
野
神
社
本
殿
の
な
か
に
置

か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
出
土
地
は
、
愛
朧
山
麓
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
だ
け
で

不
明
で
あ
る
。

遺
物
胎
土
に
白
色
石
粒
と
細
砂
を
含
み
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
頭
部
の
破
片

で
、
首
か
ら
下
は
欠
損
し
て
い
る
。
頭
部
は
中
空
で
あ
る
。
深
く
刻
ま
れ
た
沈
線

で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
頭
部
裏
に
は
、
渦
状
文
が
施
さ
れ
る
。

文
献
「
裾
野
市
の
文
化
財
」
裾
野
市
教
育
委
員
会
一
九
八
六
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大畑熊野神社顔面土器実測図

大畑熊野神社顔面十器
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第二章縄文時代

37

け
い
が
し
ま
ひ
が
し

景
ヶ
島
東
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
御
宿
字
景
ヶ
島
東
四
八
七
番
地
ほ
か

位置図

位
置
と
立
地
愛
麿
山
の
東
麓
が
千
福
細
野
地
区
で
、
佐
野
川
に
よ
り
切
断
さ

れ
、
東
側
に
台
地
状
の
地
形
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
台
状
地
形
の
海
抜
一

九
○
ｍ
付
近
に
位
置
す
る
。
こ
の
遺
跡
は
、
北
方
の
上
川
、
中
里
遺
跡
に
続
く
、

富
士
山
麓
の
最
も
南
に
位
置
す
る
縄
文
時
代
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫
ら
に
よ
っ
て
踏
査

さ
れ
、
縄
文
時
代
の
土
器
と
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

現
状
大
部
分
が
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
。
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38

し
も
ん
じ
よ
う

下
条
遣
跡所

在
地
裾
野
市
葛
山
字
下
条
五
七
○
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

下条遺跡遠望

位
置
と
立
地
葛
山
は
愛
麿
山
か
ら
東
へ
延
び
る
愛
宕
山
（
条
山
）
尾
根
と
、

南
の
琴
比
羅
山
尾
根
に
は
さ
ま
れ
た
入
谷
地
形
を
な
し
て
お
り
、
東
へ
扇
状
に
開

け
て
末
端
は
佐
野
川
の
深
い
渓
流
に
区
切
ら
れ
て
い
る
。
入
谷
の
南
側
に
は
、
琴

比
羅
山
尾
根
の
裾
部
に
沿
っ
て
、
常
時
、
水
流
の
あ
る
大
久
保
川
が
流
れ
、
佐
野

川
に
合
流
し
て
い
る
。
葛
山
の
入
谷
に
は
、
西
側
の
愛
謄
山
に
入
る
谷
間
よ
り
東

側
の
佐
野
川
に
向
か
っ
て
、
上
城
、
中
村
、
下
条
と
連
続
し
た
集
落
が
形
成
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
下
条
区
の
字
北
村
、
辻
、
馬
場
地
区
に
、
土
器
、
石
器
の
出
土

す
る
地
点
が
あ
り
、
ゞ
）
れ
ら
を
総
括
し
て
下
条
遺
跡
と
し
た
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
、
〉
三
に
古
く
か
ら
あ
る
中
世
の
葛
山
居
館
跡

内
の
北
西
隅
に
お
い
て
、
畑
の
耕
作
中
、
土
器
、
石
器
類
を
発
見
し
て
お
り
、
ま

た
辻
区
に
お
い
て
も
、
工
事
中
、
土
器
片
が
出
土
し
、
馬
場
区
で
は
以
前
か
ら
土

器
片
の
出
土
す
る
一
）
と
が
知
ら
れ
て
い
た
。
平
成
二
年
（
｜
究
ｅ
、
葛
山
居
館
跡
内

Ｂ
号
井
戸
趾
の
発
掘
調
査
中
、
排
土
か
ら
土
器
片
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
す
。
へ
て
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
は
、
胎
土
に
若
干
の
砂
を

含
み
焼
き
締
ま
る
。
表
面
に
斜
行
の
貝
殻
腹
縁
に
よ
る
条
痕
文
を
施
し
、
裏
面
は

横
走
の
顕
著
な
条
痕
の
整
形
が
み
ら
れ
る
。
２
は
、
胎
土
に
白
色
石
粒
を
含
み
、

よ
く
焼
き
締
ま
る
。
斜
行
の
条
文
が
施
さ
れ
る
。
１
は
縄
文
時
代
早
期
後
半
の
条

痕
文
土
器
と
思
わ
れ
る
が
、
２
は
時
期
不
明
で
あ
る
。
３
１
８
は
、
胎
土
に
顕
著

な
白
色
石
粒
を
含
み
、
か
つ
砂
目
が
多
く
、
内
外
面
と
も
ざ
ら
つ
く
。
隆
起
線
、

粘
土
紐
の
貼
付
、
沈
線
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
皿
に
は
、
〈
の
字
の
連

続
文
を
施
す
。
皿
は
、
口
縁
下
に
二
本
の
平
行
沈
線
を
入
れ
る
。
９
．
ｎ
．
咽
は
、

無
文
の
口
縁
部
で
、
９
．
ｕ
は
大
き
く
内
側
に
湾
曲
し
、
う
ち
ｕ
は
山
形
ロ
縁
と

な
る
ら
し
い
。
昭
は
外
方
に
大
き
く
開
き
、
口
縁
は
折
返
し
て
平
縁
帯
を
つ
く
る
。
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一色原遺跡出土凹石（長谷川博宅庭）

９
１
鵡
ま
で
は
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
Ｍ
は
、
や

や
薄
手
で
、
胎
土
に
白
色
石
粒
を
含
み
、
荒
い
砂
目
で
よ
く
焼
き
締
ま
る
。
地
文

に
縄
文
を
施
し
、
そ
の
上
か
ら
不
連
続
な
沈
線
で
ナ
デ
つ
け
て
い
る
。
明
は
、
胎

士
に
多
量
の
白
色
石
粒
を
含
み
、
砂
目
が
多
い
。
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
内
外
面
と

も
研
磨
さ
れ
赤
褐
色
を
呈
し
、
部
分
的
に
黒
斑
が
み
ら
れ
る
。
沈
線
が
施
さ
れ
る
。

皿
・
咽
は
、
縄
文
時
代
後
期
の
土
器
片
と
思
わ
れ
る
。
略
は
、
棒
状
の
打
製
石
斧

と
思
わ
れ
る
。
石
質
は
安
山
岩
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
の
す
ぐ
北
側
に
葛
山
一
色
原
遺
跡
が
あ
り
、
佐
野
川
右

岸
の
台
状
地
に
形
成
さ
れ
た
遺
跡
の
一
つ
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
縄
文
時
代
早
期
後

半
と
中
期
か
ら
後
期
に
連
続
す
る
遺
跡
と
考
え
ら
れ
る
。

現
状
住
宅
地
と
水
田
、
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。
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第二章縄文時代

州
川
川
川
Ｗ
ｍ
４
零

黄

*ず
iq

〃

ず

膏
奔
》

Ｏ
Ｉ
Ｊ

ｆ
母
、

Ａ
』
覗

迅

封

3

…
7

勺
↓
ゆ

６華

8

下条遺跡採集土器拓影・石器実測図
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つ
q-〕

4

5

６
7

1()

1211

16

下条遺跡採集土器・石器
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第二章縄文時代

39

い
つ
し
芸
俸
隆
ら

一
色
原
遺
跡所

在
地
裾
野
市
葛
山
字
一
色
原
一
○
九
一
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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燕
…
錘
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驚
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塁
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一
》
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一
一
ペ
ュ

ヰ

、
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陵
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一催
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釦
且
口
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琿需
坐

一一

琴く
画
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》
悪
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準

一

謂
鵠

御

〆

‘

蕪i溌
3 口

し

” －？

"f: "

燕一
p君寺

簿､‘ 卜

一色原遺跡近景

位
置
と
立
地
愛
薦
山
か
ら
東
方
へ
延
び
る
尾
根
の
末
端
が
、
い
っ
た
ん
切
れ

て
、
東
側
の
佐
野
川
と
の
間
に
、
一
色
原
と
い
う
狭
い
台
状
地
形
が
形
成
さ
れ
て

い
る
が
、
本
遺
跡
は
、
こ
の
台
状
地
形
の
海
抜
二
一
四
ｍ
の
と
）
）
ろ
に
位
置
し
て

い
る
。発

見
と
調
査
｝
｝
の
一
色
原
か
ら
土
器
片
の
出
土
す
る
》
｝
と
は
、
土
地
の
人
に

よ
っ
て
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
か
ら
、
芹
沢
充
寛
、

瀬
川
裕
市
郎
ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
す
べ
て
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
は
、
胎
土
に
若
干
の

白
色
石
粒
を
含
み
、
裏
面
は
顕
著
な
赤
褐
色
で
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
斜
行
の
縄
文

が
施
さ
れ
る
。
２
１
４
は
、
粘
土
紐
を
貼
り
つ
け
、
そ
の
上
を
半
裁
し
た
竹
管
で
、

押
引
き
し
た
連
続
の
爪
形
文
を
施
す
。
５
は
、
爪
形
文
と
沈
線
で
文
様
を
構
成
す

る
。
６
は
、
口
縁
部
で
無
文
、
７
は
、
二
条
の
平
行
沈
線
文
を
施
す
。
８
は
、
不

連
続
な
沈
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
２
１
４
ま
で
は
縄
文
時
代
前
期
、
５
．
６
は
、

同
中
期
、
７
．
８
は
、
同
後
期
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
図
の
９
．
皿
は
石

器
で
、
９
は
黒
曜
石
製
の
石
鍍
、
川
は
硬
質
頁
岩
の
剥
片
の
片
側
に
、
細
か
い
加

工
を
し
て
刃
を
作
り
出
し
て
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
資
料
は
少
な
い
が
、
縄
文
時
代
前
期
、
中
期
、
後
期
の
重
複
し

た
遺
跡
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
工
場
敷
地
、
住
宅
地
、
芝
畑
と
な
っ
て
い
る
。
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一色原遺跡表面採集土器・石器実測図
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第二章縄文時代

40

た
ぱ
さ
わ
う
ら
や
ま

田
場
沢
裏
山
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
田
場
沢
一
○
○
一
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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謎
〃
ゞ調

酔竺

『

』

ゞ
室

田場沢裏山遺跡遠望

位
置
と
立
地
愛
蘆
山
か
ら
東
方
に
延
び
る
尾
根
の
末
端
、
田
場
沢
集
落
の
北

側
裏
山
、
海
抜
二
五
○
ｍ
の
丘
陵
上
に
位
置
す
る
。
北
東
側
に
佐
野
川
、
南
側
に

田
場
沢
の
沢
谷
に
挟
ま
れ
、
丘
陵
上
は
小
さ
い
平
坦
部
が
続
い
て
い
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
土
地
の
人
に
よ
っ
て
古
く
か
ら
士
器
や
石
器
が
出

土
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
か
ら
中
村
孝
一
、
芹

沢
充
寛
、
瀬
川
裕
市
郎
ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
。

遺
物
図
に
示
し
た
土
器
、
石
器
は
、
す
べ
て
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

第
２
図
４
は
、
縄
文
と
楕
円
押
型
文
の
土
器
で
、
縄
文
時
代
早
期
前
半
に
属
す
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
２
図
５
１
妬
、
第
３
図
１
１
型
、
第
４
図
１
１
別
、
第
５

図
１
１
肥
ま
で
は
、
微
隆
起
細
線
、
沈
線
文
、
刺
突
文
、
絡
条
体
圧
痕
文
、
貝
殻

の
腹
縁
に
よ
る
条
痕
な
ど
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
る
土
器
で
、
縄
文
時
代
早

期
後
半
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
５
図
岨
は
、
隆
帯
に
押
捺
の
連
続
刻
み

文
を
つ
け
た
も
の
、
第
６
図
２
１
岨
ま
で
は
、
薄
手
ま
た
は
や
や
薄
手
で
、
焼
き

は
硬
い
。
刺
突
文
、
沈
線
文
等
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
土
器
も
縄
文
時
代

早
期
後
半
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
６
図
刎
、
第
７
図
１
１
ｕ
は
、
幅
広

い
沈
線
、
羽
状
の
縄
文
で
文
様
が
構
成
さ
れ
る
も
の
、
第
７
図
皿
１
Ｍ
は
、
竹
管

を
半
裁
し
た
器
具
で
押
引
し
て
爪
形
文
を
施
し
た
も
の
、
第
７
図
巧
ｌ
Ⅳ
は
、
地

文
に
縄
文
を
施
し
た
も
の
、
第
７
図
肥
ｌ
妬
、
第
８
図
１
１
３
は
、
細
か
い
連
続

し
た
爪
形
文
で
文
様
を
構
成
す
る
。
第
８
図
５
１
８
は
、
沈
線
文
に
円
文
を
は
り

付
け
て
文
様
を
構
成
し
、
口
縁
に
連
続
突
起
帯
を
つ
け
、
そ
の
間
に
円
浮
文
を
置

く
。
第
９
図
１
１
５
は
、
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
隆
起
帯
に
押
捺
文
を
入
れ
る
。

第
９
図
３
は
、
小
形
壺
で
斜
行
の
荒
い
縄
文
を
施
す
。
以
上
の
土
器
は
、
縄
文
時

代
前
期
に
属
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
９
図
４
，
７
１
咽
ま
で
は
、
沈
線
文
を
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主
体
と
し
て
文
様
を
構
成
す
る
土
器
で
、
胎
土
に
雲
母
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら

は
縄
文
時
代
中
期
前
半
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第
皿
図
１
１
舶
・
四
は
、
半
裁
し

た
竹
管
で
押
引
き
し
、
各
種
文
様
を
構
成
し
た
も
の
、
西
は
、
隆
線
と
沈
線
で
文

様
を
構
成
す
る
。
〉
｝
れ
ら
は
縄
文
時
代
中
期
中
葉
の
土
器
と
思
わ
れ
る
。
第
皿
図

１
１
３
は
、
や
や
薄
手
の
土
器
で
、
不
連
続
の
荒
い
沈
線
と
点
状
の
沈
文
で
文
様

が
構
成
さ
れ
る
。
皿
も
一
）
れ
に
近
い
。
４
１
６
は
押
点
文
、
８
は
沈
線
文
、
９
．

，
は
縄
文
の
施
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
第
ｕ
図
の
大
部
分
の
も
の
は
、
縄
文
時
代

後
期
の
土
器
と
思
わ
れ
る
。
第
哩
図
は
打
製
石
斧
、
第
昭
１
賜
図
は
磨
石
・
凹

石
・
石
鍼
・
掻
器
等
で
あ
る
。
石
質
は
、
安
山
岩
・
玄
武
岩
、
第
鴫
図
の
右
側
の

小
形
石
器
は
、
４
．
５
が
チ
ャ
ー
ト
、
ほ
か
は
黒
曜
石
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
本
遺
跡
は
、
縄
文
時
代
早
期
か
ら
後
期
に
ま
で
及
ぶ
重
複
し
た

遺
跡
で
、
特
に
裾
野
市
地
域
で
は
、
後
期
の
数
少
な
い
遺
跡
の
一
つ
で
あ
る
。

現
状
一
部
土
取
り
が
行
わ
れ
た
個
所
が
あ
る
が
、
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代
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第二章縄文時代

41

ふ
じ
は
た

藤
畑
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
藤
畑

位置図

位
置
と
立
地
愛
麿
山
か
ら
東
方
の
葛
山
地
区
へ
延
び
た
尾
根
稜
部
の
、
海
抜

三
○
○
ｍ
の
平
坦
部
に
位
置
す
る
。
葛
山
一
色
原
か
ら
伯
母
子
沢
を
約
七
○
○
ｍ

ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
尾
根
上
の
藤
畑
に
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
代
に
、
裾
野
郷
土
研
究
会
の
芹
沢
充
寛
、
中
村
孝

一
が
踏
査
し
、
縄
文
時
代
の
士
器
片
を
採
集
し
て
い
る
。

現
状
山
林
と
一
部
畑
地
と
な
っ
て
い
る
。

文
献
「
上
川
遺
跡
」
の
遺
跡
分
布
一
覧
表
に
記
載
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42

か
み
ん
じ
よ
う
さ
ん
き
よ

上
城
山
居
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
上
城
山
居

位置図

位
置
と
立
地
葛
山
の
入
谷
を
流
れ
る
大
久
保
川
は
、
愛
麿
山
に
向
か
っ
て
上

城
か
ら
、
南
側
の
千
福
一
一
ユ
ー
タ
ウ
ン
尾
根
の
脚
部
に
沿
っ
て
沢
谷
と
な
り
、
北

側
の
尾
根
と
の
間
に
幅
二
○
○
ｍ
な
い
し
一
○
○
ｍ
の
緩
傾
斜
地
が
形
成
さ
れ
て

い
る
。
本
遺
跡
は
、
こ
の
ゆ
る
い
傾
斜
面
の
海
抜
二
七
○
ｍ
付
近
に
位
置
す
る
谷

間
の
遺
跡
で
あ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
の
後
半
、
芹
沢
充
寛
が
葛
山
地
区
の
遺
跡
踏
査

中
、
土
器
片
を
表
面
採
集
し
、
遺
跡
と
し
て
確
認
し
た
。

遺
物
表
面
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
１
３
は
と
も
に
、
胎
土
に
繊
維

を
含
み
、
１
は
粗
砂
粒
を
多
量
に
含
む
。
す
べ
て
無
文
の
破
片
で
あ
る
が
、
１
に

は
へ
う
状
器
具
に
よ
る
整
形
痕
が
み
ら
れ
る
。
縄
文
時
代
早
期
に
属
す
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
裾
野
市
内
の
縄
文
時
代
遺
跡
の
大
部
分
は
、
丘
陵
、
台
地
上
に

位
置
し
て
い
る
が
、
本
遺
跡
は
茶
畑
大
入
遺
跡
と
同
じ
よ
う
に
、
谷
間
の
緩
傾
斜

地
に
あ
る
。

現
状
畑
地
で
あ
る
。
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第二章縄文時代
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43

や
な
ぎ
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ま

柳
島
遺
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裾
野
市
葛
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字
柳
島
九
一
二
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

穂; 、
箔 f 砿藍呼鏡J J

鐸説 噸~､v 』

電， 鞍蕊斡

蕊蕊蕊燕蚕

蕊鍵
難雀

詫寸轤叫錘

瀞
5 判【

織： 驚學嬢
蟻 ゞ

柳島遺跡遠望

位
置
と
立
地
本
遺
跡
は
、
愛
麿
山
の
東
麓
末
端
に
位
置
す
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
愛
蘆
山
を
北
東
か
ら
東
側
を
区
切
る
佐
野
川
の
渓
流
の
東
側
に
あ
り
、
富
士

山
麓
側
に
位
置
し
て
い
る
。
佐
野
川
と
金
沢
方
面
か
ら
流
れ
下
る
沢
谷
の
合
流
点

に
挟
ま
れ
た
、
三
角
形
の
台
状
地
形
上
に
立
地
す
る
。

発
見
と
調
査
本
地
区
か
ら
土
器
片
が
出
土
す
る
こ
と
は
、
土
地
の
人
に
よ
っ

て
早
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
が
、
昭
和
四
○
年
代
以
後
、
瀬
川
裕
市
郎
、
芹
沢
充

寛
ら
に
よ
っ
て
、
遺
跡
確
認
踏
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

遺
物
遺
物
は
、
す
べ
て
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
１
図
の
１

１
４
．
６
．
９
．
ｍ
は
、
縄
文
と
沈
線
、
半
裁
し
た
竹
管
に
よ
る
連
続
し
た
押
引

文
に
よ
っ
て
、
文
様
が
構
成
さ
れ
、
縄
文
時
代
前
期
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
同
７
・
皿
・
皿
・
過
Ｉ
型
ま
で
は
、
縄
文
、
連
続
角
押
引
文
、
沈
線
、
隆
起

線
な
ど
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
、
縄
文
時
代
中
期
に
属
す
る
も
の
と
し
て
よ

か
ろ
う
。
石
器
（
第
２
図
）
に
は
磨
製
石
斧
、
打
製
石
斧
が
採
集
さ
れ
て
い
る
。

遺
跡
の
特
徴
縄
文
時
代
前
期
か
ら
中
期
後
半
の
遺
跡
で
あ
る
。

現
状
一
部
は
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
大
部
分
は
畑
地
で
あ
る
。
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第二章縄文時代
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第2図柳島遺跡出土石器実測図

（
用
語
解
説
）

縄
文
撚
っ
た
紐
を
複
数
撚
り
合
わ
せ
て
縄
と
し
、
土
器
面
に
押
し
付
け
た
り
、

転
が
し
て
で
き
た
文
様
を
縄
文
と
い
う
。
撚
り
方
や
組
み
方
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
縄
文
が
で
き
る
。
縄
文
時
代
の
全
期
間
を
通
じ
て
、
代
表
的
な
文
様
と

な
っ
て
い
る
。

隆
起
線
文
細
い
粘
土
紐
を
土
器
面
に
貼
り
付
け
、
断
面
が
三
角
形
に
な
る
よ

う
に
整
形
し
た
も
の
を
微
隆
起
線
、
細
隆
起
線
と
い
い
、
早
期
後
半
の
士
器
に
み

ら
れ
る
。
大
小
の
粘
土
紐
を
土
器
面
に
貼
り
付
け
、
文
様
や
装
飾
、
文
様
区
画
に

し
た
も
の
を
隆
起
線
、
隆
起
帯
、
隆
起
線
文
帯
な
ど
と
い
い
、
断
面
が
盛
り
上
っ

た
も
の
や
、
平
た
い
紐
状
に
な
っ
た
も
の
な
ど
種
類
が
多
い
。
中
期
土
器
の
主
な

文
様
と
な
っ
て
い
る
。

絡
条
体
圧
痕
文
撚
紐
を
コ
イ
ル
状
に
棒
に
巻
き
つ
け
て
、
土
器
面
に
押
し
付

け
て
で
き
た
細
粒
列
点
状
の
文
様
を
い
う
。
早
期
後
半
の
土
器
文
様
の
一
つ
で
あ

る
。

貝
殻
条
痕
文
赤
貝
の
よ
う
な
ギ
ザ
ギ
ザ
の
あ
る
貝
殻
の
腹
縁
を
使
っ
て
、
土

器
面
に
縦
、
横
、
斜
方
向
や
交
差
、
鋸
歯
、
山
形
な
ど
の
条
痕
を
つ
け
た
も
の
を

い
う
。
ま
た
貝
殻
の
口
縁
部
を
土
器
面
に
押
し
付
け
、
ギ
ザ
ギ
ザ
の
連
続
し
た
線

文
や
山
形
、
鋸
歯
、
波
状
の
文
様
を
貝
殻
腹
縁
文
と
い
い
、
早
期
後
半
の
土
器
文

様
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
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第二章縄文時代

な
か
ざ
と

“
中
里
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
葛
山
字
中
里
八
二
○
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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遺
物
す
ゞ
へ
て
表
面
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
第
２
図
の
１
．
２
．
４
は
、

沈
線
と
点
状
押
捺
文
に
よ
っ
て
、
文
様
が
構
成
さ
れ
る
。
３
は
、
地
文
に
縄
文
が

施
さ
れ
、
沈
線
に
よ
っ
て
文
様
が
構
成
さ
れ
、
や
や
薄
手
で
あ
る
。
５
は
、
隆
起

線
が
み
ら
れ
る
。
６
は
、
網
代
文
の
底
部
で
あ
る
。
す
§
へ
て
縄
文
時
代
後
期
に
属

す
る
土
器
と
思
わ
れ
る
。
第
１
図
は
、
何
条
か
の
へ
ゞ
）
み
が
入
っ
た
石
器
で
、
凹

面
に
磨
り
痕
が
あ
り
、
大
形
の
砥
石
で
あ
ろ
う
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
石
質
は
安
山

岩
で
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
裾
野
地
域
に
お
け
る
数
少
な
い
縄
文
時
代
後
期
の
遺
跡
の
一
つ

と
し
て
よ
い
。

現
状
遺
跡
の
東
側
は
、
東
名
高
速
道
路
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
そ
の
ほ
か

の
部
分
は
宅
地
化
さ
れ
て
い
る
。

位
置
と
立
地
富
士
山
東
南
の
山
麓
末
端
地
域
に
は
、
馬
背
状
の
低
丘
陵
が
い

く
つ
か
枝
状
に
分
か
れ
て
存
在
す
る
が
、
本
遺
跡
は
裾
野
市
金
沢
上
川
遺
跡
が
位

置
す
る
丘
陵
の
南
に
続
く
、
葛
山
中
里
地
区
の
海
抜
二
二
六
ｍ
の
台
地
化
し
た
地

形
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
。

発
見
と
調
査
本
遺
跡
は
、
昭
和
五
○
年
代
の
後
半
、
芹
沢
充
寛
、
井
上
輝
夫

ら
に
よ
っ
て
踏
査
さ
れ
て
い
る
。
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第二章縄文時代
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45

い
つ
ぼ
ん
す
ぎ
し
た

一
本
杉
下
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
下
和
田
字
一
本
杉
下

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

､E‐－－－－－－－

一－－－－
－－－

~1r-8Ⅳ

－本杉下遺跡遠望

位
置
と
立
地
富
士
山
東
南
麓
の
裾
部
が
下
和
田
地
区
で
愛
麿
山
塊
と
接
す
る

一
本
杉
下
の
海
抜
三
六
三
ｍ
の
平
坦
地
に
位
置
す
る
。
西
側
か
ら
南
側
を
め
ぐ
っ

て
、
富
士
山
麓
と
愛
麿
山
を
区
切
る
佐
野
川
が
流
れ
て
い
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
四
○
年
代
に
、
縄
文
時
代
の
土
器
片
が
出
土
し
た
〉
｝
と
が

あ
る
が
、
昭
和
五
○
年
代
の
後
半
、
ゴ
ル
フ
場
へ
至
る
道
路
建
設
工
事
の
際
に
土

器
片
が
出
土
し
、
芹
沢
充
寛
が
現
地
を
踏
査
し
て
、
遺
跡
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

遺
物
す
尋
へ
て
表
面
採
集
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
の
１
は
、
胎
土
に
白
色
石
粒

と
細
砂
を
含
み
、
よ
く
焼
き
締
ま
る
。
地
文
に
縄
文
を
施
し
、
沈
線
で
文
様
を
構

成
す
る
。
２
は
、
や
や
薄
手
で
縄
文
を
地
文
と
す
る
。
３
は
、
胎
土
に
若
干
の
雲

母
を
含
む
。
渦
状
文
を
構
成
す
る
。
４
は
、
胎
士
に
雲
母
と
白
色
石
粒
を
含
み
、

隆
起
線
と
沈
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
５
は
、
胎
士
に
多
量
の
白
色
石
粒
を
含
む
。

地
文
に
荒
い
縄
文
を
施
し
、
隆
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
６
は
、
無
文
で
あ
る
。

表
裏
と
も
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
７
は
、
胎
土
に
白
色
石
粒
と
少
量
の
雲
母
を
含
む
。

縄
文
を
地
文
と
し
、
沈
線
で
文
様
を
構
成
す
る
。
８
は
、
胎
土
に
細
砂
を
含
む
。

沈
線
と
引
掻
文
が
施
さ
れ
る
。
９
は
、
胎
土
に
多
量
の
白
色
石
粒
を
含
む
。
内
面

は
研
磨
さ
れ
て
い
る
。
半
裁
の
竹
管
で
引
掻
状
に
沈
線
を
施
し
、
粘
土
紐
を
貼
付

し
て
文
様
を
構
成
す
る
。
以
上
、
縄
文
時
代
中
期
後
半
の
土
器
と
思
わ
れ
る
。

遺
跡
の
特
徴
須
山
大
坂
遺
跡
と
共
に
富
士
山
麓
に
位
置
す
る
遺
跡
で
、
遺
物

包
含
層
は
地
表
下
の
深
い
と
》
｝
ろ
に
あ
り
、
表
面
採
集
は
難
し
い
。
縄
文
時
代
中

期
後
半
の
遺
跡
と
し
て
よ
か
ろ
う
。

現
状
大
部
分
は
芝
畑
と
な
っ
て
い
る
。
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第二章縄文時代

4~､

乙

7

8

－本杉下遺跡採集土器

105



46

す
や
ま
お
お
さ
か

須
山
大
坂
遺
跡

所
在
地
裾
野
市
須
山
字
大
坂
一
九
九
五
番
地
ほ
か

位置図

遺跡範囲図
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第二章縄文時代

位
置
と
立
地
富
士
山
の
東
南
麓
の
裾
部
が
愛
麿
山
の
北
麓
と
接
す
る
、
須
山

大
坂
の
海
抜
六
五
○
ｍ
の
高
所
に
位
置
す
る
。
南
側
に
佐
野
川
の
カ
レ
沢
が
あ
る

が
、
沢
底
に
は
湧
水
地
点
が
み
ら
れ
る
。

発
見
と
調
査
昭
和
五
○
年
（
元
芸
）
一
月
、
県
道
十
里
木
須
山
線
の
側
溝
工

事
中
、
小
島
辰
夫
が
発
見
し
た
。
地
元
在
住
の
渡
辺
徳
逸
の
話
に
よ
る
と
、
昭
和

三
○
年
（
元
至
）
頃
、
県
道
建
設
工
事
中
に
も
、
同
地
点
で
土
器
が
出
土
し
た
と

い
勢
フ
Ｏ
層
序
小
島
辰
夫
に
よ
る
と
、
第
一
層
は
黒
土
層
、
第
二
層
は
茶
褐
色
火
山
灰

居
、
第
三
層
は
黒
褐
色
火
山
灰
層
、
第
四
層
は
赤
土
居
で
、
土
器
の
発
見
さ
れ
た

層
は
第
三
層
で
あ
る
と
す
る
。

遺
物
図
と
写
真
に
示
し
た
も
の
だ
け
で
あ
る
が
、
胎
土
に
小
石
粒
と
若
干
の

白
色
石
粒
を
含
み
、
硬
く
焼
き
締
ま
る
。
縦
と
斜
行
の
沈
線
が
す
き
間
な
く
施
さ

れ
、
半
裁
し
た
竹
管
に
よ
る
三
条
の
条
線
文
帯
が
入
る
。
縄
文
時
代
前
期
後
半
の

土
器
と
思
わ
れ
る
が
、
同
中
期
前
半
の
も
の
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

遺
跡
の
特
徴
土
器
出
土
地
点
は
、
昭
和
三
○
年
（
完
至
）
、
県
道
の
建
設
工
事

の
時
点
で
、
す
で
に
原
地
表
を
約
二
ｍ
ほ
ど
削
土
し
て
い
る
と
の
ゞ
）
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
昭
和
五
○
年
（
元
蓋
）
の
工
事
の
際
、
現
地
表
下
一
ｍ
ほ
ど
の
と
こ

ろ
か
ら
土
器
が
発
見
さ
れ
た
と
す
る
の
で
、
実
際
に
は
原
地
表
下
三
ｍ
の
層
に
包

含
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
富
士
山
麓
の
縄
文
時
代
遺
跡
は
、
地
表
下
深
い
と

こ
ろ
に
埋
没
し
て
お
り
、
本
遺
跡
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
本
遺

跡
は
、
市
内
縄
文
時
代
遺
跡
と
し
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
最
高
地
点
に
あ
る
。

跡
は
、
市
内
縄
文
時
代
遺
跡
と
し
て
は
、
現
在
（

現
状
工
場
敷
地
及
び
道
路
と
な
っ
て
い
る
。

（
用
語
解
説
）

下
吉
井
式
土
器
縄
文
時
代
早
期
の
土
器
型
式
。
神
奈
川
県
横
須
賀
市
下
吉
井

遺
跡
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
、
口
縁
が
外
に
開
き
底
部
は
尖
底
や
平
底
の

土
器
。
文
様
は
口
縁
に
沿
っ
て
一
’
二
本
の
刻
み
が
あ
る
隆
線
を
配
し
、
口
縁
下

位
に
横
走
り
す
る
刺
突
文
や
押
し
つ
ぶ
し
を
も
つ
隆
線
を
施
し
、
口
縁
は
波
状
の

沈
線
文
を
施
し
た
も
の
、
隆
線
を
沈
線
に
お
き
か
え
た
も
の
が
あ
る
。

木
島
式
土
器
縄
文
時
代
早
期
末
ｌ
前
期
初
頭
の
土
器
型
式
。
静
岡
県
庵
原
郡

富
士
川
町
木
島
遺
跡
を
標
識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
尖
底
の
深
鉢
で
器
壁
は
き
わ

め
て
薄
い
。
平
縁
ま
た
は
波
状
口
縁
で
、
文
様
は
粘
土
紐
を
貼
り
つ
け
た
り
、
格

子
状
の
沈
線
文
が
施
文
さ
れ
る
。
分
布
は
近
畿
東
部
か
ら
東
海
・
中
部
地
方
を
中

心
に
南
関
東
に
お
よ
ぶ
。

関
山
式
土
器
縄
文
時
代
前
期
の
土
器
型
式
。
埼
玉
県
蓮
田
市
関
山
貝
塚
を
標

識
遺
跡
と
す
る
。
器
形
は
深
鉢
、
浅
鉢
で
平
縁
ま
た
は
波
状
の
口
縁
を
も
ち
平
底

ま
た
は
上
底
で
あ
る
。
胎
土
は
繊
維
を
大
量
に
含
み
、
文
様
は
、
羽
状
縄
文
、
ル

ー
プ
文
、
細
紐
縄
文
で
、
口
縁
部
に
は
平
行
沈
線
や
瘤
文
が
施
さ
れ
て
い
る
。
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須山大坂遺跡出土土器拓影

須山大坂遺跡出土土器
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